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文序

仙台市は、この 3月泉市、秋保町と合併しました。昨年の11月 には、宮

城町と合併し新しい仙台市の建設に取り組んでおります。その一環とし

て、この地に総合支所を設置することになり、一昨年の 9月 から富沢遺跡

第28次発掘調査を実施し、今回の報告書刊行に至りました。

富沢遺跡においては、昭和57年以来、地下鉄関連工事に係る調査をはじ

め、各種のビル建設等に伴う事前調査を実施してまいり、数多くの成果

をあげてまいりました。弥生時代から近世までの稲作の様子が、土地の

利用の状態や鋤や鍬等の農耕具の発見によりより鮮明になってまいりまし

た。これは、市民の皆様や関係各機関のご協力があって、初めてなされ

たことです。

仙台市教育委員会として、市民の皆様のご協力にこたえるべく、各種

の事業を行ってまいりました。遺跡の現地説明会、体験学習、考古展等を

通して、土器や石器、木製品等を展示し、おのおのの土地の地下に今ま

で眠っていた、古代の我々人間の生活の証しをみていただき、あらた

めて、人間の歴史、文化を共に考 えてまい りました。このような埋蔵

文化財は、地下に眠っている新しい資源であるということにもなります。

この保存、活用ということは、これから、市民の皆様と一緒に考えてい

きたいものです。

昭和63年度中にオープンします総合支所の中にも、発掘調査の成果を

一部示しております。それをみることにより、あらためて、新仙台市の

これからを考える一助になればと思います。このような企画を今後とも、

とり入れるよう努力していきますので、市民の皆様のご支援とご協力を

今後ともよろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、調査と整理に参加された皆様と、本書の作成に

あたりご指導をいただきました各位に心から感謝申し上げます。

昭和63年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 藤 井  黎



例   言
1。 本書は、仮称D地区総合支所建設に伴う富沢遺跡第28次発掘調査報告書であり、すでに公

表された現地説明資料等に優先するものである。

2.報告書刊行のための遺物整理は、文化財調査係 佐藤甲二・佐藤 淳が担当し、陶器 。磁

器の鑑定は佐藤 洋が行った。

3。 本書の編集は佐藤甲二が行った。第Ⅳ章を除く本文の執筆は佐藤甲二が担当したが、この

うちの第H章 8(2)Bに関しては、日本考古学協会会員 横山裕平氏にお願いし、第V章 3

(2)は横山氏と佐藤の協議により佐藤が執筆した。

4.第Ⅳ章の関連科学については、花粉分析を守田益宗氏 (東北大学)、 プラント・オパール分

析を杉山真二氏 (古環境研究所)、 土壌分析・火山灰の同定を庄子貞雄氏 (東北大学)。 山田

一郎氏 (東北大学)、 樹種同定を高橋不U彦氏 (パ リノ・サーヴェイ株式会社)、 植物遺体の同

定を星川清親氏 (東北大学)。 庄司駒男氏 (東北大学)に依頼した。

5,発掘調査及び報告書作成にあたり、下記の方々に指導・助言・協力を賜った。 (順不同・敬

称略 )

乙益重隆、須藤 隆、会田容弘、西谷 正、梶原 洋、渡辺泰伸、横山裕平、守田益宗、

杉山真二、庄子貞雄、山田一郎、高橋利彦、星川清親、庄司駒男、桑月 鮮、豊島正幸、

山田昌久、林 謙作、石本 弘、三宅徹也、熊谷常正

6.石器の材質の鑑定は、仙台市科学館 佐々木隆氏にお願いした。

凡   例
1.本書中の土色については「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1973)を使用した。

2.本書に使用した建設省国土地理院発行の地図は、図中に示した。

3.図中、本文中使用の方向の北 (N)は、全て真北である。

4.遺構名の略語として、SD:濤跡 SK:土墳を使用した。

5。 出土遺物の登録に際しては、種別によって、以下の登録番号を使用した。

A.縄文土器 B。 弥生土器 C.土 師器 (ロ クロ不使用) D.土 師器 (ロ クロ使用 )
E.須恵器 I.陶器 J.磁器 K.石 器 L。 木製品 N。 金属製品 P.土 製品

6.34層出土石器観察表 (第 4表)の項目だて、計測方法、分類は「富沢―富沢遺跡第15次発

掘調査報告書」 (及川 :1987)に準じた。

7.参考文献は第Ⅳ章を除き一括して文末に記した。
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第 I章 宮沢遺跡第28次調査のあらまし

1.調査要項
仙台市長町南三丁目 1番地

仙台市仮称D地区総合支所建設に伴う事前調査

約2700m2

昭不日61年 9月 1日～12月 26日  日召不日62年 3月 2日～ 3月 27日

昭和62年 4月 10日～ 8月 8日

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課調査係

佐藤甲二 吉岡恭平 佐藤 淳 渡部 紀

井口祐二

大友フミ子 菅井ちよの 菅井民子 洞口秋子 竹森光子 浅見しげ 米倉節子

大沼みさほ 藤原ミサ 阿部則子 小林齋美 浅見膳子 大山のり子 佐藤みよ

柏倉セツ子 本郷孝治 庄子和子 三浦芳子 菅井きみ子 赤川千広 今野淑子

高橋とみ子 大槻明美 阿部孝一 小川良子 阿部清太郎 壱岐豊子 沼田絹子

阿部いしよ 小沼ちえ子 鈴木つや子 宮本昌俊 関谷栄子 鈴木いし 佐藤善

早坂みつえ 阿部美代寿 太田兼也 日下清江 神宮邦子 高橋良子 戸田泰史

阿部すえ子 菅田みき子 熊谷尚計 植野成計 鈴木正道 高橋孝弘 滝川清人

舟山佳代子 渋谷てるよ 佐藤葉子 入間川きみ 岡崎雅芳 大友義信 中畑透

庄子けき子 菅井さつ子 大里美恵子 坂井正明 石垣絹子 佐藤隆司 清野寛

斎藤八代枝 佐久間長子 安達美恵子 小野寺雄 佐藤静子 小野寺力 本郷正

菅井キノエ 吉野たま子 佐々木光江 渡部純一 有金正義 坪田昌秀 佐野弘

長谷川浩一 板橋みつよ 斎藤とき子 小林充 山田太 庄子信哉 加藤きみ子

黒田ふさ子 富田美由紀 高山宣子 渡辺節子 加藤けい子 幡勲知 笹川光夫

今泉美和子 阿部あき子 佐藤雅也 岩渕信博 山内昌広 伊藤征子 廣橋和子

濤口美智子 高山ゑつ子 小野辰夫 藤原竜仁 高橋勝治 佐藤幸子 深瀬嶺子

千葉みき子 小笠原幸子 早崎ミヨ子 小野つや子 鴻巣つや子 佐々木志津子

阿部みのる 岩井レイ子 高橋己矩夫 太田きよみ 武田きみ子 吾妻俊典

石井多賀子 吉川陽子 平照子 村田佳子 横山哲平 菅井清子 菅ノ又三千代

村上令子 山田貞子 我妻美代子

整理参加者



第 1表 遺 跡 地 名 表
Xlo 遺 跡 名 立 地 年 代 No 遺 跡 名 立 地 年 代

| 富沢遺跡 後背湿地 縄文～近世 金岡人幡古墳 後背湿地 古墳

2 山田上ノ台遺跡 駈 旧石器(前 御縄支暉 中御平安近世 教塚古墳 後背湿地 古墳
3 北前遺肋 段丘 旧石器(前 後)縄文(早 中)古墳平安 泉崎浦追跡 自然堤防、後背湿地 縄文 古墳・平安 近世

上野山追跡 段丘 縄文 山日遺跡 自然堤防、後背湿地 縄文(早～陶弥生古墳奈良平安 中世

5 汚EBttA違跡 段丘 縄文 平安 下ノ内浦遺帥 自然堤防 奈良 ,平安
6 汚日通B遺跡 段丘 平安 袋東連跡 自然堤防 古墳 平安
7 清岡原西遺El 段丘 縄文・平安 伊古日遺勘 自然堤防 古墳・奈良 平安
8 竹の内前遺跡 段丘 奈良・平安 下ノ内遺肋 自然提防 縄文(中 後)弥生 平安
9 紙漉山遺跡 段丘 縄文 六反田遺跡 自然堤防 縄文

`中

後弼ひ弥生古墳 奈良 平安
「Tお磋]岳小 段丘 縄文 古墳 .平安 五反田石棺墓 自然堤防 古墳

山田条里追跡 段丘 奈良～平安 五反日本構墓 自然堤防 古墳

清田原東遺跡 段丘 縄文 平安 五反日古墳 自然堤防 古墳

13 谷地前遺跡 段丘 平安 元袋Ⅱ遺跡 自然堤防 奈良 平安
14 後田遺跡 段丘 奈良 平安 71 大野日1号墳 自然堤防 古墳

八幡西遺跡 段丘 平安 大野田2号墳 自然堤防 き墳

上野遺肋 段丘 縄文 (中)奈良 平安 春日社「HIn 自然堤防 麒

17 般渡前遺跡 段丘 縄文 ,弥生 奈良 平安 鳥居塚古墳 自然堤防 馘

南ノ東遺跡 自然堤防、後背湿地 弥生す奈良 平安(中期) 元袋Ⅷ遺肋 自然堤防 奈良・平安

富田南西追跡 自然堤防 奈良 平安 長町南追跡 自然堤防 奈良 平安
富沢窯跡 丘陵斜面 古墳 奈良。平安 長町六丁目遺跡 自然堤防 奈良 平安
三神争追跡 駈 縄文(早 。前) 新日遺跡 自然堤防 奈良 ,平安

三神峯古墳群 駈 古墳 大野田遺肋 自然堤防、後背湿地 縄文(後期)弥生

金山窯跡 丘陵斜面 古墳 北屋敷遺跡 自然堤防、後背湿地 奈良・平安
土手内遺跡 丘陵 縄文 .奈良 平安 81 長町清水遺跡 自然堤防 古墳 ?

土手内窯跡 丘陵斜面 古墳木～奈良 王の壇古墳 自然堤防 古墳

砂押屋敷違肋 駈 奈良 平安 83 的場追跡 自然堤防 奈良 平安
西台窯跡 駈 奈良・平安 ? 西台畑遺跡 自然堤防 弥生 ,古墳

原遺跡 駈 弥生 古墳 ,平安 部山遺II 自然堤防、後背湿地 古墳 奈良
原東遺跡 駈 古墳 奈良 平安 】ヒロ境斯弥 自然堤防 室町 江戸
裏町古墳 駈 古墳 諏訪社古碑群 録倉(後期)

裏町東遺肋 駈 平安 矢来遺跡 自然堤防、後背湿地 占墳す奈良 平安
金洗沢古墳 駈 古墳 宅地古碑群 鎌倉(後期)
砂押古墳 駈 古墳 北目古碑群 鎌倉(後期)

二塚古墳 後背湿地 古墳 穴田東古希卑群 鎌倉 (後期)

富沢上ノ台遺跡 駈 縄文 平安 寵ノ浮8直翌弥 自然堤防 古墳 奈良 平安
富沢清水遺跡 自然堤防 奈良 平安 欠ノ上 I ttFI 自然堤防、後背湿地 古墳.奈良 平安

37 鍋冶屋敷A追跡 後背湿地 縄文 奈良 平安 欠ノ上Ⅱ遺跡 自然堤防 古墳 奈良 平安
六本松遺跡 自然堤防、後背湿地 奈良 平安 陸奥国分寺跡 自然堤防 奈慎

鍛治屋敷B遺跡 自然堤防、後背湿地 縄文 ,奈良 平安 陸奥回分寺尼寺跡 自然堤防 奈慎

冨沢館跡 自然堤防、後背湿地 室町 法領塚古墳 自然堤防 古墳 (後期)

向山高裏遺跡 丘陵 縄文(中期) 猫塚古墳 自然堤防 古墳

愛宕山横穴群 丘陵斜面 吉墳末～奈良 者醐 自然堤防 中世 江戸
43 青山二丁目違跡 丘陵 奈良～平安 南小泉遺FI 自然堤防、後背湿地 弥生.古墳 奈良 平安 中世
ニツ沢遺跡 丘陵 縄文 遠見塚古墳 自然堤防 古墳(中期)

八木山緑町遺肋 丘陵 縄文 奈良 平安 曽利松明神古墳 沖積平野 古墳

萩ヶ丘追跡 丘陵 縄文 奈良 平安 仙台束郊条理跡 後背湿地 奈良

萩ヶ丘Bttll 丘骸 縄支 梅塚古墳 沖積平野 古墳

茂ヶ崎競跡 丘陵頂部及び斜面 南北朝～室町 今泉遺跡 然堤防 弥生 古墳 平安～近世

大年寺峡穴辞 丘陵斜面 古墳木～奈良 藤口新田追跡 浜堤 弥生

郡 熱 却 丘陵斜面 古墳・奈良 下飯日薬師堂占墳 然堤防 古墳 (後期)

恨岸遺跡 ヒ陵斜面 縄文 仙台大塚山古墳 然堤防 古墳

ツ沢横穴群 E陵 古墳 豆野権現古墳 然堤防 古墳

兜塚古墳 自然堤防 古墳 久諏訪古墳 自然堤防 占墳

小兜塚古墳 自然堤防 古墳 縫 跡 自然堤防 墳

鹿里予屋鋤 妊 き墳?奈良 平安 久鞠 自然堤防 林生～中世

鹿野一丁目遺跡 駈 健文 弥生?奈良 平安 丸古墳 自然堤防 占墳
一塚古墳 斐背湿地 占墳 獲1可原遺跡 イ

1然堤防、後背湿地 弥生 平安 中世
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第 1図 宮沢遺跡と周辺の遺跡分布図

(国土地理院1/25000「 仙台西前部」・「仙台東南部」を複製)
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第 2図 宮沢遺跡平面図
0                                                            1 km



2.富沢遺跡について
富沢遺跡は仙台市南西部の富沢、泉崎、袋東、長町南等に広がる、総面積82haに及ぶ水田跡

を中心とする遺跡である。この遺跡は、名取川と広瀬川に挟まれた沖積平野―郡山低地 (経済

企画庁 :1967)― の後背湿地を中心としている。

仙台市では富沢遺跡の南に隣接する山口遺跡で、昭和57年に平安時代の水田跡の調査 (田中

他 :1984)が行われて以来、積極的に水田跡の調査に当たってきた。昭和58年には、富沢遺跡

の鍋田・鳥居原地区および泉崎地区で、弥生時代の水田跡が検出され (荒井 :1984 工藤他 :

1984)、 東北地方中部における稲作農耕の起源を解明する手掛かりを得ることができた。

富沢遺跡では、現在まで34次にわたる調査が行われている (第2図 )。 その結果、奈良時代を

除く、弥生時代、古墳時代、平安時代、中世、近世の水田跡が重層的に検出されている。また、

最近の調査では、弥生時代の水田跡のさらに2～3m下層で、後期旧石器、縄文時代早期の遺物

が確認されている。

第28次調査区は、旧地名鍋田 (新地番長町南)に位置する(第 2・ 3図 )。 JR東北本線長町駅の

西方約 l kmの 地点で、現況は水田と一部盛土 (I区 約1.5m)部分からなる。調査区の北。東・

西側の一部は、高速鉄道関係によりすでに調査が実施されている(第 2図 第 5。 7・ 13・ 16・ 17

次調査区)。 現水田面での標高は約93m前後である。

尚、当地区を含めた、富沢遺跡の歴史的環境及び地形と地質に関しては、第15次調査報告書

東北特殊鋼

市道長町、折立線

盛上部分

第 3図

)「  中
mn

I区 H区

Ⅳ区 Ⅲ区

1上 |⊥

調査区位置図
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第 4図 調査区グリット配置図

(斎野・豊島 :1987)に詳しい記載があるので、これを参照されたい。

3.調 査方法

敷地北西側境界杭を基点 (SO・ EO)と する、10mグ リッドを設定した。南北ラインはA～ E

(SO～ S50)、 東西ラインは 1～ 7(EO～ E70)で表記した (第 4図 )。 グリッド交点杭の No.

11、 No.53の 国家座標は、それぞれX=-197,406.750m Y三 十4,106.250m、 X=-197,425。 200

mY=+4,161.450mで ある。グリッド南北ラインは、国家座標Y軸に対して西偏12° 32アであ

る。調査区は、S30ラ イン、E32ラ インで 4分害」し、北西側のものから時計回りに I～Ⅳ区と

した。調査は、調査開始面 (現水田面)が周辺の道路面より1～ 1.5m下がつていたこと、また

調査深度が深いことより、安全確保のため、随時段掘りにより調査面を下げた。また、冠水を

防ぐために調査区外壁際には、排水用の側濤を入れた。このため各層位面において調査面積は

異なる。また、調査区外壁セクション図も調査面から離れた部分で図化している。

Y三 十 430m



4.基本層序
基本層序は、 1～35層 まで観察された。ただし、14層以下の層序に関しては、 I・ Ⅲ区の34

層調査区においてのみ確認された。これらの層序が1～ 35層まで完全に連続する地点は認められ

ない。1層は現水田面耕作上であるが、I区ではさらに、この上に約 1～1.5mの盛上が乗つて

いる。現水田面の標高は約92～ 9,4m、 35層上面標高は約4.8～ 5,3mで ある。総合支所建設に

伴うボーリング調査では、35層上面下約2.5m、 標高2.3～2,7mで基底礫層となる。第5・ 6図は

調査区外壁面での上層柱状図である。このうち14層以下の層を含む柱状図は、 I区の34層調査

区北壁、Ⅲ区の34層調査区南壁を調査区外壁セクション図に合成したものである。従って、同

一地点の垂直的な柱状図でないことを断つておきたい。各層の層相については以下のとおりで

ある。

1層 :5Y3/1オ リーブ黒色粘土層。層中に風化凝灰岩粒、小石、未分解植物根を含む。 5層

面まで攪乱する場合がある。層厚20cm前後で、下面は平坦。直下層の上面 (2層では

下面)に鉄分の集積層を形成する場合がある。現代の水田耕作土。

i2.5Y6/2灰責色砂質シルト層。粗砂を含む場合がある。下面に鉄分の集積層。 1層の

攪乱により面的に広がらない。 5層面まで攪乱する場合がある。層厚約2～ 6cm。 旧水

田耕作土か。

2層

層 :5YR7/1黒色粘土層。粘性が極めて強い。層中に灰白色火山灰ブロック微量と砂粒少量

と風化凝灰岩粒 (I・ H区北側では多量)を含む。上面に鉄分の集積層を形成する場

合がある。 8b層面まで攪乱する場合があり下層のブロックを下部に多量に含む。層

厚約4～25cmで下面は四凸。 1・ 2層の攪乱によって断片的な存在。旧水田耕作土か。

層 :10YR4/2灰黄褐色粘土層。粘性が極めて強い。層中に灰白色火山灰ブロック・風化凝

灰岩粒を少量含む。上面に鉄分の集積層を形成する場合がある。 8a層面まで攪乱す

る場合があり、下層のブロックを下部に多量に含む。層厚約4～15cmで、下面は凹凸。

1～ 3層の攪苦しにより断片的な存在。旧水田耕作土か。

層 :2.5Y3/1黒褐色粘土層。粘性が極めて強い。層中に灰白色火山灰ブロック、風化凝灰

岩粒少量を含む。上面に鉄分の集積層を形成する場合がある。 8b層面まで攪乱する

場合があり、下層のブロックを下部に多量に含む。層厚約10～25cmで、下面は凹凸。

1～ 4層の攪乱により平面的に連続しない。旧水田耕作土か。

層 :10YR2/2黒褐色泥炭質粘土層。粘土層を主とする粘土と泥炭 (10YRl.7/1黒 色)の互

層。層厚約10cm前後。 3～ 5層の攪乱により断片的な存在。

層 :10YR5/4・ 1,7/1・ 2/1泥炭質粘土層。にぶい黄褐色粘土と黒色泥炭の互層。層厚約4～ 15
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cm。 3～ 5層の攪乱により断片的な存在。

2.5Y4/2暗灰責色泥炭質粘土層。下層の 8b層が分解した層で、8b層未分解ブロッ

クを多量に含む。層厚約5～25cmで、下面は凹凸。 5層の攪乱もあるが、平面的に連

続しない。Ⅱ・Ⅲ区では厚く、広域に分布。

10YR6/4・ 1.7/1・ 1/2泥炭質粘土層。にぶい黄褐色粘土と黒色泥炭の互層。層厚約5～ 15

cmo H・ Ⅲ区では、分解し8a層 となり分布が認められない場所もある。

10YR4/3に ぶい黄褐色泥炭質粘土層。下層の9b層が攪拌され、分解が進んだ層であ

る。炭化物粒、下部では9b層ブロツクを含む①層厚約4～16cmで下面は凹凸。 I・

Ⅳ区の9a層水田跡非耕作域と I区の一部の地点を除き全域に分布。旧水田耕作土。

10YR5/4に ぶい責褐色泥炭質粘土層。粘土層を主とする粘土と泥炭 (10YR2/2黒 褐

色)の互層。層厚約2～7cmで、下面はほぼ平坦。 I・ IV区の9a層水田跡非耕作域及

び I区の一部に分布。

7.5YR3/3暗褐色 。10YR3/1黒褐色泥炭質粘土層。泥炭層を主とする泥炭と粘土 (10

YR5/4に ぶい暗褐色)の互層で、層中央で粘土層がやや発達する。層厚約15～ 25cm。

10YR2/1黒色泥炭質粘土層。■・Ⅲ区東狽1では、暗灰黄褐色 (2.5Y4/2)を 呈す。下

層の10c層が攪拌され分解が進んだ層であるが、泥炭分が多い。Ⅱ区南東隅付近では、

1la層面まで攪乱する場合があり、下部に下層ブロックを多量に含む。層厚約4～20cm

で、下面はやや起伏があるが、■a層面攪乱部分においては、凹凸が顕著である。H・

Ⅲ区の10b層水田跡非耕作域を除き、全域に分布。旧水田耕作土。

10YR6/3・ 1,7/1・ 2/1泥炭質粘土層。にぶい黄橙色粘土と黒色泥炭の互層。層厚約2～8

cm。 上層の10b層の影響によって断片的になる場合もあるが、ほば全域に分布。

25Y5/2暗灰黄色泥炭質粘土層。下層の10e層が攪拌され分解の進んだ層。層に分解度

の差が認められ、分解が進んでいない層ほど10e層の色調に近く、下部に10e層ブロッ

クを含む。地点によっては1lb層 まで攪乱が及ぶ場合がある。層厚約4～8cmで、下面

は凹凸である。 IoⅣ区10d層水田跡非耕作域及びH区南東隅の10b層攪乱部分を除

き、金域に分布。旧水田耕作土。

5Y7/2灰 白色泥炭質粘土層。粘土層を主とする粘土と泥炭 (10YRl.7/1)の 互層。層厚

約2～6cmo I・ IV区 10d層水田跡非耕作域及び大畦畔周辺を除き、10b層・10d層の影

響で断片的な分布。

5Y3/1オ リーブ黒色泥炭質粘土層。下層の1lb～12層が攪拌され、分解の進んだ層。大

畦畔では、分解が余り進んでおらず、泥炭分が多い。炭化物粒少量と下層ブロックを

下部に多量に含む。層厚約10～20cmで、下面は凹凸が顕著。Ⅳ区Ha層水田跡非耕作
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※スクリーントーンの属は水田耕作土あるいはその可能性が高いもの。

域及び1lc層水田跡耕作域 を除 き分布。旧水田耕作土。

10YR1 7/1・ 2/3・ 5/3泥炭質粘土層。黒色・黒褐色泥炭とにぶい黄褐色粘土との互層。

層厚約2～6cm。 1lc層水田跡耕作域及び1la層水田跡非耕作域のみに分布。

2.5Y3/1黒褐色泥炭質粘土層。1lb・ 12層が分解し、両層中にアメーバー状に広がる

層で、 8a層の状況に近似する。Ⅳ区1la層水田跡非耕作域のみ断片的に分布。

7.5YR3/1オ リーブ黒色泥炭質粘土層。下層の1ld～12層 が攪拌され、分解の進んだ

層。炭化物粒少量と下層ブロックを下部に多量に含む。層厚約5～15cmで、下面は凹

凸が顕著。 I・ H・ Ⅳ区1lc層 水田跡耕作域のみ分布。旧水田耕作土。

10YR4/3に ぶい黄褐色泥炭質粘土層。粘土層を主とする粘土と泥炭 (10YR2/3黒褐

色)の互層。層厚約2cm前後。 I・ II区の1lc層水田跡畦畔直下にのみ断片的に分布。

5Y3/1オ リーブ黒色泥炭質粘土層。下層の12層が分解した層で、泥炭分が多い。炭化
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物を含む。層厚約4cm前後。分布状況は1ld層 と同様。

10YRl.7/1・ 3/1、 2.5Y5/2泥炭質粘土層。黒色・黒褐色泥炭と暗灰黄色粘上の互層。

層厚約5～20cm。 1la層 。1lc層の攪乱があり不連続部分もあるが、ほぼ全域に分布。

5Y2/2オ リーブ黒色泥炭質粘土層。12・ 13層が分解した層で、層状況も分布も1lb′層に

近似する。

10YRl.7/1黒 色泥炭質粘土層。泥炭層を主とする泥炭と粘土(10YR5/4にぶい黄褐色)

の互層。層厚約15cm前後。

2.5Y3/1黒褐色泥炭質粘土層。泥災層を主とする泥炭と粘土(10YR4/3にぶい責褐色)

の互層。層厚約5～10cmで、下面はほぼ平坦。

10YRl.7/1黒 色泥炭質粘土層。泥炭層を主とする泥炭と粘土 (5YR3/1オ リーブ黒色)

の互層。層厚約2～ 10cm。

5Y2/1黒色泥炭質粘土層。粘土層を主とする粘土 (層中に10YR5/4に ぶい責褐色)と

泥災 (10YRl.7/1黒色)の互層。層厚約5～ 10cm。

7.5YRl.7/1黒 色泥炭質粘土層。泥炭層を主とする泥炭と粘土 (10YR5/4にぶい黄褐

色)の互層。Ⅲ区では上部が10YR2/2黒褐色となり、やや断片的。層厚約2～10cm。

10YRl.7/1黒 色泥炭質粘土層。粘土層を主とする粘土 (層中に幅2cm程の10YR5/4に

ぶい責褐色)と泥炭 (10YRl.7/1)の 互層。層厚約5～25cm。

5YR3/1、 10YR5/4・ 1,7/1泥炭質粘土層。オリーブ黒色・にぶい責褐色粘土と黒色泥

炭の互層。上部ににぶい黄褐色粘土。下部にオリーブ黒色粘土。層中に互層が分解し

ている部分が認められる。層厚約15～25cmで、下面はほば平坦。

10YRl.7/1黒 色泥炭質粘土層。粘土層を主とする粘土と泥炭 (5Y2/1黒 色)の互層の

分解が進んだ層。 I区では砂粒を微量含む。層厚約5～15cm。

10Y2/1黒色泥炭質粘土層。粘土層を主する粘土 (層中に10YR5/4に ぶい黄褐色)と 泥

炭 (10YRl.7/1黒色)の互層の分解が進んだ層。砂粒を少量含む。層厚約5～20cm。

10YRl.7/1黒 色砂質シルト。しまりがある。粗砂、泥炭を含む。層厚約15～25cmで、

下面は凹凸。

5Y5/2灰オリーブ色砂層。グライ層。しまりが極めて強い。粗砂、1～2cm大の礫を含

む。層厚約20～60cmで、下面は凹凸。

7.5GY5/1、 5G2/1泥炭質粘土層。グライ層。粘土層を主とする粘土と泥炭 (10YR2/

1黒色)の互層。上部に緑灰白色粘土、下部に緑黒色粘土。層中に互層が分解した部分

が認められる。層厚約15～30cm。

10YRl.7/1黒 色泥炭質粘土層。グライ層。粘土層を主とし、泥炭を少量含む。層厚は、
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I区では薄く約5cm、 Ⅲ区では厚く約20～30cm。

25Y2/1黒色砂質シルト層。グライ層。粗砂を含む。層厚約5～20cmで、下面は凹凸。

I区には分布せず。

2.5GY5/1オ リーブ灰色砂層。グライ粗砂層。しまりが極めて強い。0.5～ lcm大の礫

を多量に含む。層厚約15～40cmで、下面は凹凸。m区には分布せず。

2.5GY4/1暗オリーブ灰色泥炭質粘土層。グライ層。粘土層を主とし、泥炭を少量含む。

層厚約5～ 15cm。

10YR2/2黒褐色泥炭質粘土層。グライ層。粘土層を主とし、泥炭を少量含む。上部に

聯片的な火山灰(2.5Y7/2灰黄色、厚い部分で約5cm)を 含む場合がある。砂粒を少量

含み、30・ 32層上に乗る場合には、下部に少量小礫を含む。層厚約10～25cm。

2 5GY5/1オ リーブ灰色砂層。グライ層。しまりが極めて強い。Ⅲ区では上部が黒褐色

を呈す。 I・Ⅲ区とも31層以下まで落ち込む場合があり、I区では34c層面まで、III区

では35層面以下まで下がる。この部分はにぶい黄褐色粗砂となる。下面は凹凸である。

2.5GY5/1オ リーブ灰色粘土層。グライ層。黒褐色土がブロック状に散在。30層落ち込

み付近では砂粒を多量に含む。層厚約10～ 50cm。

7.5GY4/1暗緑灰色砂質シルト～砂層。グライ層。しまりが極めて強い。黒褐色上がブ

ロック状に散在。35層以下まで落ち込む場合がある。この部分は粗砂で、小礫を多量

に含む。Ⅲ区には分布せず。

7.5GY5/1緑灰白色砂層。グライ粗砂層。しまりが極めて強い。部分的に小礫を多量に

含む。層厚約10～35cmo m区 に分布せず。

10GY5/1緑灰色粘土層。グライ層。層厚約2～ 10cm。 断片的な層でШ区には分布せず。

2.5Y4/1黄灰色粘土層。グライ層。炭化物粒を少量含む。層厚約5～13cmで、下面が

やや凹凸。30・ 32層の影響でやや断片的な分布。縄文時代早期遺物包含層。

25Y5/1黄灰色粘土層。 グライ層。炭化物粒を少量含む。層厚約5～15cm。 30・ 32層

の影響を受けるが、ほば34層調査区全域に分布。縄文時代早期遺物包含層。

25Y4/1黄灰色粘土層。下層の35層 と34b層の中間的な土性。グライ層。炭化物を微量、

下部で小礫を少量含む。層厚約10～25cmで、下面が凹凸。分布は34b層 と同様。縄文

時代早期遺物包含層。

10GY5/1緑灰色シルト質粘土層。グライ層。下位になるほど砂質を帯びる。

以上、35層 までの上性を大別すると、 1～ 5層 までが粘土層、 6～ 21層までが粘土と泥災の

互層を基本とする泥炭質粘土層、22層以下が粘土層あるいは砂層 (29層 までの間は、粘土層を



主とし、泥炭を少量含む泥炭質粘土層を若干挟むが)に分類される。

水田跡が検出されたのは 9a、 10b、 10d、 1la、 1lcの各層で、これら耕作土に利用された基

本層は、それぞれ 9b、 10c、 10e、 1lb～ 12、 1ld～ 12の各層である。また、遺構は検出されな

かったが、 2～ 5層の各層とも水田耕作上の可能性が強い。

これら35層は、隣接調査区 (第 5・ 13・ 16次調査)の層位を介在することによって、富沢遺

跡第15次調査区の基本層序との対応が可能である(斎野他 :1987)。 対応関係は下記のとおりで

ある。

第28次調査基本層序 第15次調査基本層序 第28次調査基本層序 第15次調査基本層序

7～ 8層 8層 10b層 10b層

9a層 9a層 10d層 1la-10層

9b層 9b層 1la層 1la層

10a層 10a層 29 1吾 31層

23・ 27・ 30。 32の各層は、砂層の厚く堆積したもので、下層にも強い影響を与えている。各

層は短期間に堆積した状況を示し、小河川等の流路に伴う堆積土の可能性が強い。

火山灰層は 3～ 5層、29層で認められた。この内、 3～ 5層のものは同一のもので、10世紀

前半頃の降下と考えられている灰白色火山灰である (庄子・山田 :1980白鳥 11980)。 これら

火山灰は、本来 5層中に入っていたものが、 3・ 4層の攪乱により3・ 4層中に巻き上げられ

たものと考えられる。29層中の火山灰は、第 5次調査時 (斎野・荒井 :1983)の ものと同一と

同定され、この降下年代は約5500年前とされている (庄子・山田 本文 P129)。

14層までの全体的な層の傾斜としては、H区北西側に高くなり、逆にⅢ区南東側へ低 くなる

傾向を示している。ただし、 I区南西側 (C-1グ リッド北西側付近)では顕著な下り傾斜を

示しており、この地点とⅣ区北西コーナーの 9層上面、14層上面との比高差はそれぞれ約50cm、

約20cm(傾斜度約7.4cm/m、 約3.3cm/m)で ある。同様に I区北東コーナーとの比高差は約

65cm、 約40cm(傾斜度約2.Ocm/m、 約1 lcm/m)である。現水田面の比高差でもこの地点

は他区より約50cm程下がっている。また、この地点以外の I区現水田面でも他区より約10cm

下がっている。さらに、この地点の 7層から13層までの各層の層厚が他区に比べ極端に薄くなっ

ており、同様に他の I区の層厚も他区に比べやや薄い傾向が認められる (14層以下は部分的な

調査のため、他区との比較ができなかった)。 以上のように、 I区、特に南西部に顕著な他区と

の標高差、層厚差が生じている。その原因としては、 I区上のみに厚さ約1～ 1.5mの盛土があ

り、さらに、その上が 1年以上も高速鉄道工事関係の排上場となり、数 mの高さに土砂が積み

上げられたことが上げられる。その結果、土圧によって各層が圧縮されたものと考える。特に

7層以下の泥炭質粘土層においては、その土性上から影響が強かったものと思われる。また、

14







土圧も平均的にかかったとは考え難く、土圧が強くかかった地点では、より下層まで影響を受

けているものと推測される。従って、 I区南西部分の下がりは、特に土圧が強く働いた結果と

も考えられるし、本来Tがつていた地形が、さらに土圧によって増幅されたものとも考えられ

る。いずれにしても、 I区に関しては14層までの旧地形は歪められている公算が強く、各層の

地形をH～Ⅳ区と同様に考えることはできない。

各層の絶対年代であるが、29層火山灰の上下部、24層下部、1la層 中出土樹木片、9a層中出

土樹木片で
14c測定を実施した。結果は本文 P140に掲載した。

5.調査概要
調査は昭和61年 9月 1日 に開始し、翌年 8月 8日 までの、1・ 2月 の休止期間を除いた約 9ヵ

月間実施した。調査面積は 7層上面までが約2,480m2、 13層上面までが約2,350m2、 35層上面ま

でが約360m2でぁる。調査開始当時、H～Ⅳ区は水田面で、稲の刈り入れ後にならなければ調査

が実施出来ない事情があったため、盛上部分の I区を先行し調査を行った。

I区の調査では、盛土及び直下の 1層―旧水田耕作土―の下部までを重機によって排土し、

その後13層上面まで人力により調査した。 I区では 3・ 7・ 10d。 ■a。 1lc層の各上面で遺構が

検出された。 3層上面では濤跡 2条 と足跡が、 7層上面では濤跡が 1条、10d層上面・1la層上

面・1lc層上面では水田跡が検出された。また、 2～ 5層上面には、 2層以降の水田跡の影響と

考えられる擬似畦畔、段差、鉄分集積ラインが認められた。

Ⅱ～Ⅳ区は■月に入って調査を開始した。その結果、水田跡はさらに 9層上面、10b層上面で

も検出された。 3層上面では土坑が 3基追加された。その他の遺構面に関しては I区 とほぼ同

様な状況を示していた。また、畦畔は検出されなかったが、 2～ 5層の各層は水田跡の耕作土

の可能性が高い。

I区では、最終水田跡面及びその下層の12・ 13層 を調査した後、B-2グ リッドに下層試掘

区を設けた。河川堆積土と考えられる23層中に、摩城した遺物 4点 を出土したのみで、無遺物

層が続いたが、14層面から約2.5m下がった34層で、縄文時代早期の遺物包含層を検出した。こ

のため当試掘区の拡張区とⅢ区に新たな調査区を設け、34層上部層面まで重機による排土を

行った。 I区・HI区の34層調査区面積は各220。 137m2でぁる。両区からは遺物のみの出上で遺

構は検出されなかった。ただし、Ⅲ区では風倒木痕が lヶ所検出された。

出土遺物は 1層、34層 を中心として、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、赤焼土器、陶器、

磁器、土師質土器、瓦質土器、瓦、土製品、木製品、金属製品、石器、石製品、ガラス製品等

が出上した。全体的に出土量は少なく、水田跡からの出土は希薄である。出土量が多いものは

1層中心の陶器片・磁器片である。



第 II 圭早 検出遺構 とその出土遺物

1.2・ 3層上面
2層上面では擬似畦畔、 3層上面では土坑3基 (SKl～ 3)、 濤跡2条 (SDl・ 2)、 足

跡が検出された。

(1)擬似畦畔 (第7図,図版4)

全区の1層排土後の 2～ 5層上面において、以下の①～③の状況で検出された。

① :1層排土後、 2層が帯状に分布するもの (I・ Ⅱ・Ⅳ区)。

② :1層排土後、直接 2層以下となる層の上面に a:鉄分の集積ラインが平行して走るもの

(Ⅳ区)b:若干の盛り上がりや、段差が連続して続くもの (H・ Ⅲ・Ⅳ区)。

③ :①の場合の両側あるいは片側が②の状況となるもの (I区 )。

これらは、現在の水田畦畔方向 (調査グリッドと同一方向)と違っていたり、畦畔が存在し

た位置と全く異なる。また、①～③の状況は同一方向状のもののうちで連続したり、走行方向

が画一性 (あ る方向に平行するものと、これにほぼ直交するもの)を とっている。従って、①

～③のような状況は、現水田区画整理前の旧畦畔方向の痕跡と考えられる。すなわち、これら

は旧畦畔直下部分であったために、当時の耕作による攪乱を免れた部分や、現代の畦畔直下に

認められる鉄分集積ラインと同様なもので、旧畦畔が下層に及ばした影響であろう。

(2)SKl(第 8図 ,図版5)

Ⅳ区D-3グ リッド南東側に位置する。2層排土後、3層上面で検出された。平面形は上端・

下端とも径約180・ 55cmの ほぼ円形で、中段を有する (中段径約115cm)。 断面形は中段まで緩

やかな弱いオーバーハング状の傾きをもち、中段以下では傾斜は強くなり、逆台形状を呈する。

深さは、中段まで約30cm、 底面までは約75cmである。底面状態はほぼ平坦である。堆積土は

大別 2層から成る。堆積土①層は基本層位の2層で、堆積土②層は酸化鉄の量及び未分解植物

遺体の有無によりa・ bに細分される。

出土遺物は堆積土②層以下で、陶器片4点 ―瀬戸・美濃産 1(第 8図 5)、 相馬産 1(図版45-1)、

産地不明2-、 磁器片 2点―肥前産 (図版474・ 5)一、煙管 1点 (第8図 4)、 力日工材 1点 (第8図 1)、

端部に切断面を有する小枝 2点 (第 8図 2・ 3)、多量の樹木片(小枝中心で焦痕のあるものもある)、

余大 。人頭大の河原石が出上した。これらは堆積土② a層上部から底面までまんべんなく出土

し、出土状況に規則性はない。



++十十

+

十

十 十

十       十

第 7図  2層上面 ,3層上面検出遺構全体平面回

十 十

0                             10れ

十       +

十

十

十

++

+

++

※スクリーントーン部分は足跡分布範囲

+ 十



(3)SK2(第 9図 ,図版6)

Ⅳ区D-4グ リッド南西側、SKlの東側約50cmに位置する。2層排土後、3層上面で検出

された。平面形は上端・下端とも約105× 45cm。 90× 25cmの不整長楕円形である。断面形はや

や開いた「U」字状を呈し、深さは平均10cm程の浅い土坑である。底面状態はやや凹凸である。

堆積土は 2層から成り、堆積土①層は基本層位の 2層である。出土遺物はない。
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10Y R3/1黒 褐色粘土 酸化鉄少見。炭化物粒

10Y R3/1黒 褐色粘土 酸化鉄微足。炭化物粒。未分解植物遺体
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番 号 登 録 層 位 種  別 木取り 長cm 幅cn 厚cm 径cm 特 徴。備  考 写 真

1 L-29 ② a 木製品方日正材 割 材 15 上方に切断面を残す。下方欠損。一部に加工痕。 38-6

2 ② a 小枝 小枝の一端に斜位の切断面。 38-5

3 ② b 小枝 12.1 13 小枝の一端に斜位の切bT面。 38--4

番 号 登 録 層 位 金属製品 部 位 素材 寸 法 cm 特  徴・備  考 写 真

4 N-1 ② a 管煙 雁 首 銅 ? 人皿径14肩径(10 欠損品(表面腐植)。肩付き。火皿と首部で接合。 47--17

番 号 登 録 層 位 陶器 1  産 地 製作年代 1  胎土色調  1     特 徴。備 考 写 真

5 I-1 ② a 碗 1瀬戸・美濃 16～ 19c中葉1灰自色(25Y/)1標目!雫嘉年煮斎理崩写:mo1/r釉
(質入)。 44-1

第 8図  SKI平・断面図、出土遺物



(4)SK3(第 9図,図版6)

H tt B-4グ リッド南東側に位置する。 2層排土後、 3層上面で検出された。平面形は上端

が三角形状にちかい不整円形で径90cm前後、下端ラインは不明瞭であるが不整楕円形で、約

65× 45cmである。断面形は開いた「U」字状で、深さは10～18cmである。底面状態は凹状で、

南西側が低くなる。堆積土は単層で、基本層位の 2層である。出土遺物はない。

(5)SDl・ 2(第 7図,図版4)

SDlは I ttC-1～ 3グ リッド、SD2は B-2～ 3グ リッドに位置する。ともに2層あ
るいは 1層排土後、 3層上面あるいは 2層が分布しない部分では 1層直下層-5層 ―上面で検

出された。ともに上端幅、深さとも小規模なものである。いずれも連続性を欠き、SD2は か
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なり断片的である。ともに 1層排土後の擬似畦畔の脇に位置し (SDlは南側擬似畦畔の北、

SD2は北側擬似畦畔の南 )、 これと平行し、同一方向へ延びる。上端幅は10～20cmと 安定し

ておらず、断面形も不整形な「U」 字状を呈するため、下端ラインも不明瞭である。深さは底

面に起伏が多いため、約2～8cmと 安定していない。また、底面傾斜に方向性はない。堆積土は

基本層位 2層から成る単層である。

出土遺物は、SDlよ り堤焼の焙烙の小破片が 1点出土したのみである。

(6)足跡 (第 7・ 9図,図版4)

2層排土後、 3層上面あるいは 2層直下層上面 (2層が分布しない部分では、 1層直下層上

面)で、 2層が落ち込んだ状況で検出された。 I区はB-2・ 3グ リッド、H区はS16ラ イン

以南、Ⅲ区ではほぼ全域、Ⅳ区ではS37ラ イン以南に分布する。足跡の深さは、2～3cm程度の

浅いものが中心であるが、中には10cm以上の深さをもつものもある。足跡は状態が悪 く、明確

に種類を判別できるものとしては牛で、H～Ⅳ区では馬らしきものも混じる。この内、足跡の

移動方向が判るものが 1例あった。 I区で牛 1頭分と思われる足跡が、西→東方向に直線的に

移動している。歩幅約50cm間隔で、約16mほ ど続いていた。

2.7層 上面
SD3(第 10～ 12図,図版7・ 8)

H区を除く各区で、 5層つ,土後の 7層上面で検出された。 I区北西コーナー付近 (A-1グ

リッド)か らⅢ区南東コーナー付近 (E-7グ リッド)へ と蛇行しながら走行する濤跡である。

途中、 I区南半からH区の間で、 4度直角に近く屈曲し、南西側に逆「コ」字状に張り出した

形になっている。

上端幅は50～250cmと 一定していない。ただし、I区では70cm前後、Ⅲ区では中央部がやや

膨らむがlm前後と、東側へ進むに従いやや幅広になる傾向がある。下端は不明瞭で、幅も上端

同様不安定である。下端幅10～60cmで、上端幅との相関関係は無い。断面形は不整形な開いた

「U」字状を呈す。底面状態は起伏があり安定していない。深さは浅い部分で約5cm、 深い部分

で約35cmで、平均20cm前後である。

Ⅳ区D-3グ リッドでは、底面が落ち込み土坑状となっている(第 11図 5)。 この上坑状の落ち

込みは、上端平面形が約90× 70cmの不整楕円形で、下端平面形は約径50cmの不整円形である。

深さは約30cmで、北壁が約5cmオ ーバーハングする。

底面傾斜は土坑状の落ち込みを境にして北西側では方向性は認められなかったが、南東側で

は東方向の緩やかな下り傾斜となり、E-7グ リッド東壁との間では約15cmの比高差がある。



堆積土は2層から成り、堆積土②層は、堆積土①層中に濤跡壁面基本層位がブロック状に混じっ

たものである。土坑状の落ち込み内には堆積土②層が堆積していた。

出土遺物は堆積土中からのもので、ロクロ不使用の上師器片 4点 (第■図1～ 3,図版431～ 3)、

用途不明木製品 1点 (第 12図 3)、 杭材 4点 (第 11図 4・ 5)の他、樹木片、種子が出上した。尚、土

師器片 4点は同一体の可能性がある。

3.9層 上面
9a層水田跡 (第 13～ 19図,図版9～ 12・ 24)

1条の大畦畔 (H・ III区 )と 非耕作域 (I・ IV区)に よって区画された、 1次区画 (大区画)

の水田が 3区画 (G・ H・ I)検出されたのみである。 3区画とも全て部分的な検出で、全体

的な形状、規模は不明である (検出面積 G-907m2,H_606m2, I_170m2)。 また、水口、

水路等は検出されていない。他区に先行した I区の調査では、当水田跡の存在を把握できな

かったため、Ⅳ区からの非耕作域の展開を面的におさえることができなかった。尚、大畦畔は、

8b層あるいは9a層の途中で検出されている。

[畦畔の配列]1次区画を形成する直線的な大畦畔 1条 (畦畔 9)のみの検出で、畦畔方向は

N―約57° 一Wである①これはほぼ等高線に直交する。下層の10b。 10d層水田跡の大畦畔は、よ

り下層の11層水田跡の大畦畔を踏襲し、同一の位置・方向を取るのに対して、当水田跡の大畦

畔の位置は、Ⅲ区では一部重複するものの、H区では下層の大畦畔を全 く踏襲しない。ただし、

畦畔方向はほぼ同一である。

[畦畔の規模]畦畔は耕作土 と同一土壌-9a層 ―を盛 り上げて作っている。下端幅は約

1.8～ 3.8m、 平均約3mで、大きな変化はない。耕作土上面からの高さは約8～ 10cmである。

[水田範囲]Ⅳ区で帯状に非耕作域が検出されている。この部分は耕作土-9a層 ―が存在せ

ず、 9b層がひろがる(第 14図 3・ 4)。 耕作土上面とのレベル差はなく、畦畔等の区画施設はな

い。北西ぐう南東方向に分布し、東側境界ラインは大畦畔と同一方向を取る。西側境界ラインも

S40ラ イン以北では幅約5mでこれに平行するが、南側では南西側に90°程曲がり、非耕作域が広

くなる。北西側延長上の I区調査区西外壁面に、やや幅が狭 くなるが非耕作域が認められるこ

とより(第 14図 2)、 大畦畔と平行し、帯状に北西側に延びて行ったことが想定される。

[耕作土]粘土層を主とする泥炭質粘土層の 9b層 を攪拌し、耕作土-9a層 一としている。

I区を除く1次区画 G・ Hでは、耕作深度が深く、平均10cmの厚さがある。耕作上下面では、

下層上面-10a層―を巻き上げ凹凸が激しい。これに反し、畦畔直下の10a層上面は畦畔によつ

て守られ、上面が擬似畦畔となっている(第 14図 1)。 1次区画 Iでは、耕作深度が約5cmと 浅い

ためか、耕作土下に9b層が残存する(第 14図 2・ 4)。 I区内の 1次区画Gでは、調査区北・西
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番 号 登 録 地 区 層位 土師器 部 位 法量cm 面 内 面 備 考 写 真

1 C-2 D-4 ① 甕 日 縁 ヨコナデ? 不 明 ロクロ不使用。内外面磨滅。 43-2

2 C-3 D-4 ① 甕 体上半 ヘラナデ? ヘラケスリ ロクロ不使用。Cl・ 2は同一個体か。

3 C-1 D-4 ② 萎 lIN下半～底 底径5 体:ヘラナデ?底 :本葉疾 ナデ ロクロ不使用。 43-]

番 号 登 録 地 区 層位 木製品 素材 長cn 径cm 先端部加工 備 考 写 真

4 L-21 D-5 ① 杭 材 丸木 23 1方向 頭部 ,先端欠損 35-7

5 L-19 D-5 ① 杭 材 丸木 1方向 頭部・先端欠損 35-6

第11図  SD3平 ・断面図、出土遺物 1
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番 号 登 録 地 区 層位 木製品 素 材 長cm 径cm 先端部加工 備 写 真

I L-20 D-5 ② 杭 材 丸 ホ 1方向 頭部・先端欠損。 36--1

2 L-18 D-4 ① 杭 材 丸 木 1方向 頭部に焦痕。先端欠損。 36--2

番 号 登 録 地 区 層位 木製品 ホ取り 長cm 幅cm 厚cm 特 徴・備  考 樹   種 写 真
3 L-3 D-5 ② 用途不明品 割 材 よ曽翠箕覇lξ繋ツ:き善弔糞録lξ銑淳黍♂)。 ヨナラ節の一種 33-3

第12図  SD3出 土遺物 2
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9a層水田跡略図

r

1次区画H

鬱

韓

外壁面に9b層が存在する部分が見られ、Ⅱ～Ⅳ区の耕作域とは若干趣を異にする。耕作土底

面には、鉄分の集積は認められない。

[水田面の傾斜]I区 を除けば、水田面の標高は8.65～ 9。 10mの間である。 1次区画G～ Iと

もほぼ南東側への下り傾斜を示す。それぞれの傾斜の度合いは、Gでは0.45～ 2.86cm/m、 平

均1.25cm/m、 Hでは0.25～ 2.67cm/m、 平均0.65cm/m、  Iでは0.56～6.25cm/m、 平均

1.25cm/mで ある。

[杭]7本検出された (第 14図 5)。 この内、杭 6が割材で、他は全て丸木である。これらは列を

なすものはなく、畦畔 。非耕作域との係わりをもつものもなく、全て耕作土上面で検出された

ものである。また、杭 3を除けば、他は全て耕作上下25cm以内にしか刺さっておらず、杭とし

ての機能を十分果たしたかどうか疑わしい。従つて、これら杭は当水田跡に伴うものかどうか

疑間が残り、上層より打ち込まれた可能性も十分に考えられる。

[出上遺物]大畦畔を中心として出土しており、 H tt S 20、 E40ラ インを中心とする大畦畔の

上面及び畦畔中より集中して、力日正材 (L-23)、 分割材 (L-26)、 樹木片が出上した(第 14図

6、 15図 2)。 また、 I区非耕作域想定ライン内より、分割材が 2点 (L-24・ 25)が想定ライン

と平行方向に並んで出上した (第 15図 1)。 その他、畦畔中及び畦畔際耕作土中より弥生土器片が

2点 (B-1・ 2)出土している。

l次区画G

F葺葺華葺苺:装ギI非耕作域



1.大畦畔 (Ⅱ 区C-5 G� d南壁)
E標高9.50m E,6     」生

2.非耕作域 (I区 B-l G�d西壁)
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杭断面図、遺物出土状況 1第14図  9a層水田跡畦畔・
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響 点
2

0                 5 cm

∝m

番 号 登 録 地 区 層 位 弥生土器 部 位 面 内 面 備   考 写 真
1 B― ユ D-5 大畦隠半内 士霊 口 頸 ナデ→ミガキ(日縁土端は粗維) ナデ→二本一描沈線(横位鋸歯文) 沈線幅l mr以下 42-6
2 B-2 A-4 耕作土 甕 ? 体 斜位撚糸文R 不   明 内面摩減 42-7
番 号 登 録 地 区 層 位 本 製 品 ホ取り 長cm 幅cm 厚cm 特  徴・備 考 樹   種 写 真
3 L-23 C-5 大畦畔内 加工材 板目 ? 生41両柾目面に加工痕(一方に狭り)。上下端欠損。 コナラ節の一種 34-1
番 号 登 録 地 区 層 位 本製品 素 材 長cm 幅cn 厚・径cm 先端部加工1   特 徴・備 考 樹   種 写 真
4 L-8 E― ] 耕作土上面 杭(杭 6) 分

=1材
1方向 ギ離企饗溝瑞

つホれ。
クリ 35-3

5 L-10 B-6 耕作土上面 杭(杭 2) 丸 木 4方向 頭部欠損。先端つぶれe コナラ節の一種 38-3

第16図  9a層 水田跡出土遺物 1
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0                   10cm

0                         10cm

番 号 登 録 地 区 層 位 木製品 素材 長cm 径cm 先端言,加工 特 徴。備 考 樹   種 写 真

1 L-4 A-3 耕作土上面 杭(杭 1) 丸木 37 2方向 頭部欠損。 コクサギ 36-4

2 L-9 D-4 耕作土上面 杭(杭 4) 丸木 27 1方向 頭部欠損。先端つぶれ。 ク  リ 35-4

3 L-17 B-4 大畦畔内 杭材 丸木 2方向 頭部・先端欠損。上部に焦痕。 トネリコ属の一種 36-7

4 L-6 D-1 耕作土土面 枕(杭 5) 丸木 3方向 頭部欠損。 カエデ属の一種 38-2

5 L-7 E-1 耕作土上面 杭(杭 7) 丸木 113 2方向 頭部欠損。先端つぶれ。 カエ刃属の一種 36-6

第17図  9a層 水田跡出土遺物 2
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番 号 登 録 地 区 層 位 本製品 木取り 長cln 幅 cm 厚cn 特  徴。備  考 樹   種 写 真

1 L-25 C-1 9b層上面 分割材 割 材 61～ 18.2 22～72 駆裂 接 看ょ
。断面 三角形状 。

タ リ 35-1

2 L-24 C-1 9b層 下面 分割材 害1 材 面調整なし ヨナラ節の一種 34-2

第19図  9a層水田跡出土遺物 4



弥生土器 (第 16図 1・ 2,図版426・ 7):1は壺の口頚部資料で、口縁部内狽1に 2本一描沈線に

よる文様が施文されており、十三塚式に比定される。21ま地文のみのものであるが、ほぼ同時期

のものと考えられる。

加工材 (第16図3,図版341):板状に作 り出した材の両柾目面を斜位に切断し、片方の柾目

面に快 り状の加工面が残る。上下端を欠失する。何らかの未製品の可能性 もある。

分割材 (第 18図 2、 19図,図版342、 351・2):3点 ともほぼ全長を残すもので、いずれも120

cm以上の長いものである。いずれも粗い作 りのもので、調整面、加工面とも認められない。第

18図 2は一方の端面に切断面が明瞭に残る。

4.10b層 上面
10b層水田跡 (第 20～22図 ,図版12・ 13・ 25。 27・ 28)

H～Ⅳ区で1次区画(大区画)、 2次区画の水田跡と非耕作域が検出された。畦畔には、下層

の水田跡の畦畔を踏襲し、 1次区画を形成する直線的な大畦畔と、それをさらに分割し、 2次

区画を形成する小畦畔がある。明確な水口は両者の畦畔の交点で lヶ所認められた。水路等は

検出されていない。

大畦畔の多くは10a層 中頃で検出されたが、小畦畔は10a層下部で検出されている。I区では

 ヽ              1次 区画A

｀

ぐ
ヽ

、
ヽ 、
 ヽ 、｀ヽ
こヽヽ
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10b層水田跡略図
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1.小畦畔・耕作土状況 (H tt B・ C-7 Gttd東 壁)
N 
標高9 50m  S128

5,杭

E

2.大畦畔 (■区C-7 Gttd南 壁)
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I

E72
|

W
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6,出土遺物

3.大畦畔 (Ⅳ区 E-3・ 4 Gttd南壁)
E140

E

4.大畦畔 (I tt C-2 G� d南壁)
E16

|

W

□ Ю btt         m

登 録 地 区 層 位 木製品 素材 長cnl 径cm

L-11 C-4 10a層 杭 丸木 68 3

先端部加工 特 徴・備 考 樹種 写 真

3方向 頭部欠損。先端つぶれ。 カヤ 37--3 20cm

第21図 10b層水田跡畦畔・杭断面図、出土遣物



9a層水田跡同様、当水田跡を平面的に把握することが出来なかった。しかし、 I区の調査区

外壁西側セクション面で畦畔 2aが確認され、 I区 までこの畦畔が延びていたことが確認され

た (第29図 2)。 また、畦畔 6は H区の調査区外壁セクション面北東コーナーで断面として観察さ

れた(第29図 3・ 4)。

E標
高9.50m

1.非耕作域 (Π tt C-6・ 7 G� d南壁)
E162                            E160
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第22図 10b層水田跡非耕作域断面図



[畦円半の配列]大畦畔には畦畔 1～ 6がある。これらは全て下層の10d層水田跡の大畦畔を踏

襲しており、位置、方向とも同一である。畦畔 1・ 2・ 4～ 6は N―約50～ 60° 一W方向で、ほ

ぼ等高線に直交する。畦畔 3は上記畦畔とほぼ直交する方向でN―約45°一Eである。両者の明

確な交点は 2ヶ 所で、全て「T」 字状である。小畦畔は 1次区画Bで畦畔21のみが検出された。

方向は大畦畔短辺方向よりやや北向きのN-22°一E方向である。

[畦畔の規模]畦畔は耕作土と同一土壌-10b層 ―を盛り上げて作られている①大畦畔の下端幅

は、約1.5～2.Okmが 中心であるが、H区の 1次区画Aを取り囲む畦畔 la・ 3は約4.Om前後と

太い。河ヽ畦畔の下端幅は約100cmである。耕作土上面からの高さは、大畦畔が約8～18cmで、

平均約10cm(第 21図2～ 4)、 小畦畔が約6cm(第21図 1)である。

[水田範囲]耕作域は全調査区にひろがるが、 1次区画C内は非耕作域となっている。非耕作

域では耕作上がほとんど認められず (畦畔付近に部分的に分布)、 同一面で10c層が分布する。

[水田 1区画の形】犬と規模]大畦畔により、北西ぐ→南東方向を長辺とする長方形の 1次区画が

4区画検出されている (A～ D)。 畦畔 2a・ 2bの南西側に関しては、これと並行する畦畔 5

が認められるものの、途中で切れており、区画は不明である。 4区画の長辺・短辺、そして面

積は下層10d層水田跡の 1次区画とほぼ同様である。1次区画の長辺の全長が判るものはなく、

本来の面積は不明である。短辺はB・ C・ Dで約20.0・ 13.0・ 18.0～ 19.5m、 Aでは長 く約

27.5～ 31.Omを 測る。長辺の検出数値ははA・ Bが最も長く約36.Omである。検出面積はAが

829m2、 Bが 319m2、 cが377m2、 Dが363m2でぁる。1次区画の内Bは、さらに小畦畔により2

次区画 a・ bに分割されている。ともに 2次区画の面積は不明であるが、 a・ bと も方形で (a

は長方形)、 一辺の長さが約20.Omである。検出面積はaが 304m2、 bが10m2でぁる。

[耕作土]粘土と泥炭の互層である泥炭質粘土層の10c層を攪拌し、耕作土-10b層―としてい

る。10c層の攪拌頻度が少なかったせいか、10c層の分解が進んでおらず、耕作土中には全体的

に泥炭部分が多い。耕作上の厚さは平均約6cm程である。下面の起伏は余り顕著でなく、耕作

土下に10c層が認められる場合が多い。しかし、 2次区画 bでは、他に比べ耕作深度が約15cm

前後と深く、耕作は下層1la層水田跡上面まで及び、下面は凹凸が顕著である(第21図 1・ 2)。 た

だし、下層ブロックが多量に含まれており、他の区画よりさらに耕作上の分解が進んでいない

(図版254)。 また、2次区画 aでは、ほぼ全面に耕作土がひろがるが、10c層が小島状に残る部

分がみられる。底面には鉄分の集積は認められない。

[水田面のイ頃斜]I区を除けば、標高8.45～ 890mの間で、全体的には南東方向への下り傾斜

を示す。しかし各区画ごとにみると多少異なる。 2次区画 aでは東側、 1次区画Cの北半では

南西側への下り傾斜となる。各区画ごとの傾斜の度合については、次頁の表に記す。

[水口]水口は畦畔 lbと畦畔21の交点で認められたのみである。底面レベルは、耕作土上面



区 画 名 傾 斜 度 (cm/m) 区 画 名 傾 斜 度 (cm/m)

大区画A(I区 を除く) 約100～4.00 平均約1.82 大区画C北半 約100～200 平均約1.35

小区画a 約0.50～ 4.00 平均約114 大区画 C南半 約1,00～ 6.67 平均約1.50

/」 区ヽ画b 約2.00 大区画D 約0.45～ 2.86 平均約0,71

レベルと同一である。この他、畦畔 2a・ 2b・ 3の間が開いているが、畦畔間が余りにも広く

離れており、水口であるかどうかは不明である。

[杭]杭は10a層中で 1本検出されている(第21図 5。 6)。 当水田跡を合めた上下層の遺構との関

係、各層の遺構面からの深さを考慮した結果、当杭が畦畔 3に位置し、畦畔下の深さが約55cm

であることより、一応、当水田跡に伴うものとした。ただし、上層より打ち込まれた可能性も

十分に考えられる。

[出土遺物]杭以外の出土遺物は皆無であった。

5.10d層 上面
10d層水田跡 (第23～27図,図版14～ 18・ 25～ 28)

1次区画 (大区画)、 2次区画 (中区画)、 3次区画 (小区画)の水田跡が検出された。この

内、 3次区画の水田跡は I・ H区を中心としている。また、一部の 2次区画のものと、Ⅳ区南

1次区画A 2次 区画 a
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西隅は非耕作域となっている。

畦畔には、下層の水田跡の畦畔を踏襲し、 1次区画を形成する大畦畔、さらにそれらを分割

したり、耕作域を拡大するために、直線的に延び 2次区画を形成する小畦畔A、 最終的な水田

区画である 3次区画を形成する小畦畔Bの 3種類が認められる。水日はどの種類の畦畔にも付

き、小畦畔Aに は、小規模な水路を伴っているものもある。この他大畦畔間を結ぶ段差部分が

2ヶ 所検出されている。

大畦畔は10b層下部で、小畦畔Aは 10c層上面で、小畦畔Bは 10c層中で多くは検出された。

小畦畔Bは微妙な高まりのもので、加えて10d層上面は小さな起伏が多く、畦畔と10d層上面の

起伏の区別は大いに困難をきわめた。このため、調査の進行上、Ⅱ～Ⅳ区の完掘写真段階では、

小畦畔B以外の10d層上面の凸部ラインも加えた状況で撮影を行った。その後の検討により、

小畦畔Bと して明確に断定できるもののみ図化した。従って、平面図と写真では小畦畔Bの数

が異なるが、平面図が写真に優先する。

尚、畦畔 6は 10b層水田跡と同様に、H区の調査区外壁セクション面北東コーナーで断面とし

て観察された (第24図 3)。 また、畦畔11と 水路は畦畔 2の南西側では検出されなかったり、断片

的になったり、遺構の遺存状況が悪かった。しかし、延長部分にあたるⅣ区の調査区外壁セク

ション面 (第25図 2)に断面が確認されていることを考慮すれば、畦畔■と水路は畦畔 2以南に

も引き続き連続していたと判断される。

[畦畔の配列]大畦畔には畦畔 1～ 6・ 8があり、これらは全て下層1la層水田跡大畦畔を踏襲

したもので、位置、方向とも同一である。小畦畔Aに は18～20があり、当水田跡で新たに力日わつ

た畦畔である。方向は大畦畔と同一である。以上の畦畔の内、畦畔 1・ 2・ 4～ 6・ 18・ 19は

N一約50～ 60°一W方向で、 I区を除けばほぼ等高線に直交する。他の畦畔は上記畦畔と直交す

る方向でN―約45°一Eである。両方向の大畦畔の明確な交点は 3ケ所あり、いずれも「T」 字

状である。小畦畔Bは畦畔が弯曲したり、断片的になったりはするが、畦畔方向の多くは大畦

畔や小畦畔Aと ほぼ同一方向をとる。この他小畦畔Bに は上記方向に対して斜位方向となる畦

畔も認められる。斜位方向を除く畦畔Bの畦の交り方は「十」字状のものが主体となる。

[畦畔の規模]畦畔は耕作土と同一土壌-10d層―を盛り上げて作られている。下端幅は大畦畔

が16～ 2.3m、 小畦畔Aが 60～ 120cm、 小畦畔Bが40～ 120cmを 中心とする。これらの内、大畦

畔では、畦畔 laが畦畔 3と の交点で幅約7.6mと 幅広くなり三角形状を呈している。さらに、

畦畔 3では水口状に寸断される部分が多く、特に 1次区画Dの北西側ではそれが顕著である。

小畦畔Aでは、畦畔19が B-2グ リッドの地点で、長さ約5mの 間、幅約3m程 2次区画 a側に

張り出す部分がある。小畦畔Bでは、全体的に畦幅が不安定なものが多く、中には、小畦畔Aよ

り幅広くなるものも数例認められる。また、 1次区画E内の小畦畔Bでは、区画が狭いものを
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区画する畦畔は、他に比べ平均幅約20cmと 狭い。耕作土上面からの高さは大畦畔が約8～ 16

cm、 平均10cm(第 24図2～ 6、 25図 1・ 3・ 6)、 小畦畔Aが約4～8cm、 平均約5cm(第24図 1・ 7、

25図 2・ 4・ 5)である。小畦畔Bは良好な部分で約3～4cm(第24図 1、 25図 7～9)を測るが、これは

希で、大多数は1～2cmの 高さで、明確さを欠く。

[段差部分]大畦畔間を結ぶ段差部分が 2ヶ 所認められた。畦畔 5と 畦畔 8を結ぶ段差部分①

は、高低差約3～5cmである。畦畔 2bと 畦畔 3を結ぶ段差部分④は畦畔 2b付近では高低差が

約3cmであるが、畦畔 3に近づくに従って段差はなくなる。いずれの段差部分も、下層1la層水

田跡の大畦畔上に位置する。

[水田範囲]耕作域は全調査区にひろがるが、畦畔 2a・ 19と段差部分④に囲まれた 2次区画

b、 畦畔 5と 18の間の 2次区画 kの北側、そして畦畔18の西側は非耕作域となっている。非耕

作域では全く耕作上が認められず、10e層 となっている(第24図 1・ 2、 25図 4～ 6)。

[水田 1区画の形状と規模]大畦畔と段差部分によって、北西ぐ)南東方向を長辺とする長方形

の 1次区画が 6区画検出されている (A～ F)。 これら1次区画の長辺 。短辺、そして面積は、

下層1la層水田跡の 1次区画とはほぼ同様である。 1次区画Aでは畦畔 laが太くなっている

分、短辺が約26.5～ 29.5mと 短くなっている。 1次区画はさらに、小畦畔Aの畦畔19・ 20に よ

り、大きく2分割され 2次区画が作られている。このように区画された 2次区画にはa～ jの

10区画がある。分割面積は、大区画A・ C・ Dでは均等でなく (Fも 同様か)、 極端に狭い細長

の長方形部分 (2次区画 b・ e.g)と 残りの広い長方形部分 (a・ f・ h)に分割される。

分割は畦畔19と 畦畔20では異なり、畦畔19は 1次区画の短辺、畦畔20はそれぞれ長辺を分割す

る。この他、 2次区画にはkがある。これは上記の 1次区画を分割し形成したものではなく、

畦畔18に よって新たに水田域となった区画である。形状も他と異なり「 L」 字形となると考え

られる。畦畔 5と 畦畔18、 畦畔 8と段差部分①との間はともに約2.5～40mで、 b・ e・ g.

iの短辺とほとんど変わらず狭い。 2次区画はさらに、小畦畔Bに よって、最終段階の 3次区

画の水田に分割されている。また、 1次区画Eでは 2次区画はされず、直接 3次区画がなされ

ている。これら最終区画の水田跡は、 2次区画a.ced・ f、 1次区画Eで、それぞれ105。

32・ 17・ 12・ 59区画の合計225区画が検出された (こ の内、 1区画が不明なものは161区画)。 2

次区画 e・ g～ kの 6区画では、明確に小畦畔Bと 認定できるものは検出されなかった。また、

2次区画 Cedef、 大区画Eの各南東側では、小畦畔Bが不明瞭となり、小畦畔Bの連続を

検出することができなかった。小畦畔Bは残存状態が悪く、検出状況は弯曲していたり、連続

性に欠けたり、畦畔幅も不安定であった。従つて、 3次区画の形状は整形のものはほとんどな

いが、大づかみにみれば、方形、三角形を基調としているようである。 1区画が明確なもので、

主体となる形状は方形である。1区画の面積は、0.2m2の 極めて狭いものから12.5m2の ものまで



1次 区 画 次 区 画

名称 形  状 規 模 m 面積∬ 名称 形 状 規 模 面積ド

A 長方形 (40.0)× 26.4～ 29.6 (792) 長方形 (38.8)× 21.4～ 23.0 (578)

長方形 (40.0)× 5。 2 (175)

B 長方形 (36.8)X196 (327) 方形 (20,3)X19.6 (180)

d 方形 (15.5)× 19.6 (133)

C 長方形 (32.2)X13.4 (370) 長方形 2.8  ×13.4

f 長方形 (25.0)X13.4 (324)

D 長方形 (26.4)X18.4 (351) 長方形 3.4～ 4.3  ×18.2

長方形 (22.2)× 18.4

E 長方形 (26.6)× 7.0～ 9.3 (176)

F 方形 (5.4)× (7.4) 長方形 X

〕 方形 ×

k L字形
NW→ SE 2.6～ 4.0。 (17.4)

NE… SW 2.6～ 4.0・ 13.4

第 2表 10d層水田跡各区画の形状と規模
※ ( )内数値は部分検出値

2.3次 EXl回 ※ ( )は 推定のものを含め

区  画  猪 2次区画a 2次区画c 2次区画d 2次区画 f 1次区画E 区画全体

3

次

区

画

数

1∬ 未 満 44140 6990

1 ～ 2.9∬ 3709 5郎D

3 ～ 5,9∬ 17110
2地0

6 ～ 9.9ド

10∬ 以 上

最小面積～最大面積∬
0.3～12.5

r∩ R～lR∩Ⅲ

0.9～ 7.0

rn A～7 nl
0.9～ 2.6
rn O～ ,7ヽ

1.3～56
1負～A7Ⅲ

0.2～ 2.2
rn,～ク2、

0.2～ 12.5

rn 2～ lR oⅢ

平 均 面 積 ポ 24(27) 30(3.Ol 1.9(2.1) 2.7(3.21 0.4(0.41 1,99,0

あるが、3m2未満のものが主体で、平均では1.9m2でぁる。lm2未満の極めて狭いものは、2次

区画 aの北西側と1次区画Eの北俣1に多く、特にEの北側では44区画程集中している(第2表 )。

[耕作上]粘土層を主とする泥炭質粘土層の10e層を攪拌し、耕作土-10d層 一としている。10

e層の分解の度合は 2次区画各に異なる。最も分解の進んでいる区画は 2次区画 a・ c・ d・ f

で、その逆の区画は2次区画 eogei・ kで、 2次区画 h・ j、 1次区画Eは その中間的な

分解度を示す。最も分解が進んでいない区画では、耕作土下に10e層が残存する場合が多い (第

次



24図 5。 7、 25図2～ 4)。 耕作上の厚さは平均約6cmで、下面に凹凸が認められる。底面には鉄分

の集積は認められない。尚、畦畔20を除く大畦畔、小畦畔Aでは、耕作が及ばなかったためか、

畦畔直下及びその脇に10e層 が擬似畦畔状に残存する例が多い。

[水田面の傾斜]I区を除けば標高840～8.85mの間で、全体的には南東方向の下り傾斜を示

す。ただし、 2次区画 (1次区画Eも含む)ご とにその傾斜をみると、傾斜方向はまちまちで

ある。しかし、この内 d・ fohを水路から幅約20mの部分で区切り、この区画の残りの部分

を除外すると、各々の区画の下っている部分 (C～ j)、 あるいは下って行く方向 (a.boE・

k)に水路が存在する。すなわち、水路の北西側、南東側を問わず、下り傾斜方向が全て水路

に集中する状況になる。また、この下り傾斜方向に位置する大畦畔や小畦畔Aは、とぎれてい

たり、水口が取り付けられたりしている。除外した d・ f・ hの南東側の傾斜方向はd・ hで

は不明であるが、fでは南東側への下り傾斜となる。2次区画の内、3次区画が確認されなかっ

た e・ g～ k、 非耕作域 b・ kのイ頃斜の度合は下記のとおりである。

区 画 名 傾 斜 度 (cm/m) 区 画 名 傾 斜 度 (cm/m)
e 143～3.85 平均2.34 J 1.88

g 1.67～8.33 平均2.00 k(耕作域 ) 0.63～ 0.83 平均0,75

h 0.33～ 1.67 平均0.45 k(非耕作域 ) 0,71～294 平均144

1 1.43～2.50 平均1.82 b(I区 を除く) 0.56～5.00 平均1.18

I区を除 く、最終区画である 3次区画の耕作土上面の
'ヒ

高差は1.5～ 11.5cm(I区を力日えると

1.0～ 11.5cm)ま でのものが認められ、平均は4.5cm(同 3.7cm)である。多くは5cm未満で、

10cm以上のものは 2例 (同 3例)しかない (以上は 1区画が明確な161区画に基づ く)。

[水路]畦畔20の南側に隣接する小規模な水路が 1条検出された。小畦畔Aである畦畔20と セッ

トになっており、方向も同一方向をとる。そのため濤と直交方向となる大畦畔 lb・ 2b・ 4・

6を切っている。上端幅は平均45cmで、耕作土上面からの深さは6～14cmである。断面形はひ

らいた「U」 字状を呈する。堆積土は5Y4/1灰色泥炭質粘上の単層で、炭化物を少量含む。底

面の傾斜方向を示すような標高差は認められなかった。この水路とセットになる小畦畔Aは他

の小畦畔Aと は異なり、畦畔直下に10e層が残存せず、耕作土と積み土との間に、うすい黒褐色

のラインが認められた(第24図 7、 25図 2)。

鞍
差
範囲lcw 平均い 5 cm未満∽

差
範囲en 平均cHl 5 cm未満∽

a(I区を除く) 1.5～ 10.0 f 3 5-‐ 7 0

a(I区を含む) 1 0～ 10,0 E 1,0～ 9.0

C 2.0～ 115 全体 (I区 を除く) 15～ 11 5

d 2.5～ 7.0 全体 (I区 を含む) 1.0～ 11.5
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番 号 登 録 地 区 層 位 木製品 木取り 長cm 幅cm 厚帥 特 徴・備  考 樹 種 写 真

1 L-27 C-2 大畦田子上面 板 材 柾 目 24～ 52104～ 11 甲梨籍岸4弄裏面と雫,1工ぼ平〕,。 トネリコ属の一極 33-3

番 号 登 録 地 区 層 位 木製品 素 材 長cm 径cm 先端部加工 特  徴 。備  考 樹 種 写 真

2 L-14 A-1 1l c層 杭(杭 2) 丸 本 7] 3方向 頭部欠損。先端つぶれ。 カエデ属の一種 37-1

3 L-16 A-1 14層 杭(杭 1) 丸 木 3方向 頭部欠損。先端つぶれ。 ク  リ 37-4

4 L-12 C-2 小畦畔上面 杭(杭 3) 丸 ホ 4方向 頭部欠損。先端つぶれ。 エゴノキ属の一種 36-5



[水口]大畦畔・小畦畔Aでは明確な水口が検出されている。大畦畔はその交点部分に水口を

設けた場合が多いが、畦畔 5・ 8の ように交点以外の部分や、畦畔 3の南西側のように数ヶ所

畦畔を寸断し、不規則な水口状の開放部を作っている部分もある。小畦畔Aは大畦畔との交点

や、それ以外の部分でも設けられている。特に畦畔20では水口が設けられる箇所が多い。大畦

畔・小畦畔Aと も水国の底面は耕作土上面と同一レベルである。ただし、畦畔 3と 1の交点の

水口は、 2次区画 Cの耕作土上面よりやや高い。だヽ畦畔Bは畦畔の高さがないために、図化し

た部分が、本来の水口なのか、自然の窪みなのか判然としない。しかし4辺の畦畔の中央部の

みが切れたり、各区画の同一ヶ所が切れ、それが同一方向に連続したり、また、大畦畔や小畦

畔Aと の接続部分が切れたりすることを考慮すれば、図化した内の多くは、水口として考えて

もよいかも知れない。

[杭]3本検出された (第26図 3～ 5)。 10d層上面で検出されたものは杭 3のみで、杭 1・ 2はそ

れぞれ下層の14層・1lc層で検出されている。いずれも I区で検出され、杭 1・ 2は隣接してい

るが、杭 3は 2本から離れている。打ち込み面が10d層上面とした場合の杭の耕作土下の深さ

は、杭 1が約65cm、 杭 2が約60cm、 杭 3が浅く約20cmである。これら杭は、当水田跡を含め

た上下層の遺構との関係を考慮した結果、これら杭が、いずれも畦畔19や その脇に位置してい

ることから、一応当水田跡に伴うものとしたが、検出層位 (杭 1・ 2)、 杭の深さ (杭 3)の点

で、明確に当水田跡に伴うものとは断定できない。

[出土遺物]板材 (第27図 1,図版333)が 1点出土したのみである。この板材は、 I ttC-2グ

リッドの大畦畔傾斜面 (畦畔 2b)か ら出土した (第26図 7)。 トネリコ属の材質の柾目板で、全長

約80cm、 幅約5cm、 厚さ約lcmの薄手の板である。明確な力日工面は認められないが、表裏面と

も調整が加えられたらしく平坦である。上下端とも欠失する。

6.1l a層上面

1l a層水田跡 (第28～33図,図版18～ 24・ 26～ 28)

1次区画 (大区画)、 2次区画 (小区画)の水田跡と非耕作域が検出された。畦畔には1次区

画を形成する大畦畔と、それをさらに細かく分割し、 2次区画を形成する小畦畔があり、いず

れも直線的に延びる。水日は両者の畦畔に認められるが、全てのものにではない。また、大畦

畔の延長部と区画内で段差部分が 3ヶ所検出されている。水路は検出されていない。

これら畦畔の内、大畦畔は10d層中で、小畦畔は10d層下部あるいは10e層上面で検出された。

尚、畦畔6は、10d層水田跡と同様に、H区の調査区外壁セクション面北東コーナーで断面とし

て観察された(第29図 3・ 4)。

[畦畔の画己列」大畦畔には畦畔 1～ 8がある。この内、 la。 2a。 3は下層1lc層水田跡の大

―――――――――――一



畦畔を踏襲したものである。 lb・ 2bは、 la。 2aを さらにその畦畔方向に延長したもので

あり、これを含む他の 4～ 8の畦畔も、新たに耕作域を拡大した際に最初に取り付けられた畦

畔である。後者の畦畔は全て前者の畦畔方向・規模を踏襲しながら、大区画を形成している。

大畦畔の内、 1・ 2・ 4～ 6は、N―約50～ 60° 一W方向で、 I区を除けば、ほぼ等高線に直交

する。他の畦畔は上記畦畔とほぼ直交する方向でN―約45° 一Eである。両方向の交点は4ヶ 所

あり、いずれも「T」 字状である。小畦畔には畦畔10～17がある。この内、10～ 12は、大区画

長辺方向の大畦畔と同一方向をとり、13～ 17は これと直交方向一大畦畔短辺方向―をとる。交

点は5ヶ 所あり、いずれも「十」字状となる。

[畦畔の規模]畦畔は耕作土と同一土壌-1la層―を盛り上げて作られている。下端幅は、大畦

畔が約1.6～ 2.6m、 小畦畔が約50cm前後を主とする。これらの内、大畦畔では畦畔 laが他の

ものに比べて太く、下端幅が約35～5.5mである。また、小畦畔では、畦畔12・ 14が太く、下

端幅が約80～ 160cmである。耕作土上面からの高さは、大畦畔が約8～14cmで平均約10cm(第

29図 1～ 5・ 8・ 11、 30図 1・ 4)、 小畦畔が約2～6cmで、平均約4cm(第 29図 6。 7・ 9・ 10。 12、 30

図2)である。小畦畔の内、畦畔幅の広かったものは、高さは低く、畦畔12の ように断片的にし

か検出されなかったものもある。

[段差部分]3ヶ所検出された。段差部分①は大畦畔の畦畔 5と 畦畔 7を結ぶもので、高低差

田跡略図水層‐
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は約6cmである。段差部分②は大畦畔の畦畔8の延長上に位置し、高低差は約7cmである。と

もに耕作域と非耕作域を分ける部分に位置する。段差部分③は大畦畔の畦畔 5と小畦畔の畦畔

12を結ぶもので、1次区画の短辺方向と同一方向をとる。高低差は約2cmで前 2者のものより

段差が少ない。

[水田範囲]耕作域は全調査区にひろがるが、畦畔 5、 段差部分①、畦畔 7、 畦畔 8、 段差部

分②を結んだラインの南西側と1次区画A内は非耕作域となっている。非耕作域では全く耕作

上が認められず、同一面で1lb層が分布する(第30図 3・ 4)。

[水田1区画の形状と規模]大畦畔と段差部分① o②によって北西⇔南東方向を長辺とする長

方形の 1次区画が 6区画検出されている(A～ F)。 これらの内、 1区画分が全て検出されたも

のはなく、明確な値が判るのはA～ Eの短辺のみである。短辺の長さはAが約25.3～ 288m、 B

が約20.2m、 Cが約13.4m、 Dが約18.2～ 20,Om、 Eが約8.0～ 9.5mで、Aが最も長く、検出区

画面積も約790m2と大きい。 1次区画の内、B・ C・ Eは、さらに小畦畔や段差部分③によって

整然と分割される。このように区画された 2次区画には、a～qま での17区画がある。形状は全

て方形で、■次区画B内では長方形、 1次区画A内ではほぼ正方形のものが中心となる。面積

は16.9m2の ものから、115.6m2以 上になるものまであるが、 1次区画C内では45m2前後のもの

を主体としている。また、 1次区画C内に比べると、 1次区画B内の方が、面積が広いものが

多い。1次区画E内の pと qは唯一段差部分によって分害Jさ れているものである。当区画内は、

小畦畔の遺存状態が他区と比べて悪 く、小畦畔の畦畔12な どは残存高が低い上、途中大きくと

ぎれていたり、 I区では検出されなかったりしている。従って、当区内の状況を考慮すれば、

段差部分上に本来、小畦畔が取 り付いていた可能性もある。以上、 1・ 2次区画の形状・規模

は第3表にまとめておいたので、これを参照されたい。

[耕作土]泥炭質粘土層の1lb層から12層まで攪拌し、耕作土―■a層 ―としている。耕作深度

が深い部分では、13層上面をも攪拌している。耕作上の厚さは平均約12cmで ある。下面は凹凸

が顕著で、下部には12・ 13層ブロックを多量に含む。底面には鉄分の集積は認められない。尚、

大畦畔部分では、耕作が及ばなかったためか12層以下が擬似畦畔として残っており、1lc層の畦

畔と重複する部分では、1lb層が擬似畦畔状に残存する部分も認められた (第29図 1～ 5・ 8・ ■ ,30

図1・ 4)。 また、大畦畔部分の耕作土も他の水田面の耕作土に比べ、泥炭分が多く分解が進んで

いない。

[水田面のイ頃斜]I区を除けば、標高835～8.80mの 間で、全体的には南東方向の下り傾斜を

示す。ただし、 2次区画各に下り傾斜方向をみると、南東方向― f・ n.0。 p.q、 東方向―

doi・ j、 北東方向―a.b.e、 西方向― C・ h。 1・ m、 南西方向― g・ kと まちまち

である。この内、水国の位置と方向が一致するのは、 C・ d・ e・ hの 4区画である。 I区を



第3表 1l a層水田跡各区画の形状・規模と耕作土上面の傾斜※()内は部分検出値、傾斜度はI区を除いたもの

1 次 区 画 次 画

五舛犬 規 模 m 面lan 1酷胡缶m/n 脇択 規 模 In 面Iml 高低差m 協犬 規 模 m 面積研 高低rcm

A (371)× 253～ 288 091～ 333 平凱 32

B 長方形 (3781X202 (p36)

長方形 (90)X107 (381) d 長方形 (1761× 75～86 (■ 56) (210)

b 長方形 (37)X107 (110) 長方形 37X64X81-86

長方形 (32)× (37) (62) (60) f 長方形 (110)X8〕

C 長方形 (322)× 134～ 110

正方形 71× 58～63 145 正方形 74× 66～69 160

正方形 66～72X68 115 1 正方形 64～62X66

正方形 正方形 74× 64

長方形 (66)X64 (110) 長方形 (96)× 64

D 長方形 (26o× (182～207) (缶 1り 042～ 500 平幼 83

E 長方形 (270)X(80～ 98) (1700

長方形 (106)×26 (26り (170 長方形 (106)X42～ 52

正方形 42X42 60

F 方 形 (65)X(34) (278) )63～333 平均100

除いた 1次区画・2次区画の耕作土上面の傾斜の度合、高低差は第3表のとおりである。 2次区

画の高低差では約6cm(q)か ら約21cm以上 (d)の ものまでみられ、明確に10cm以下のも

のは 2区画 (m・ q)のみで、15cm以上のものは9区画と多い。

[水口]大畦畔、小畦畔で検出されたが、全ての畦畔に取り付いているわけではない。また、

小畦畔の水回は、畦畔上部の起伏との区別が困難で、図化したもの全てが水口とは断言できな

い。大畦畔では畦畔 2・ 3・ 7・ 8の交点で三叉状のものが lヶ 所検出された。水回の底面は

1次区画Aの耕作土上面とほぼ同じであるが、 2次区画 O、 1次区画 Fの耕作土面よりはやや

高い。河ヽ畦畔では12ケ所で水口が検出されたが、これらの内、明確に畦畔が離れるものや、耕

作土上面の下り傾斜方向にあるものは、水日としての可能性が高い。これらの取り付く箇所は、

畦畔の交点が多いが、中間地点に取り付く例も認められる。小畦畔の水口底面は、耕作土上面

とほぼ同じである。

[杭]2本検出された (第30図 5。 6)。 杭 2は 1la層中、杭 1は 13層上面で検出されている。打ち

込み面が1la層上面とした場合の杭の耕作上下の深さは、杭 1は約100cm、 杭 2が約38cmであ

る。これら杭は、当水田跡を含めた上下層の遺構との関係を考慮した結果、これら杭が、いず

れも大畦畔上に位置していることから (杭 1-畦畔 2a、 杭 2-畦畔 3)、 一応当水田跡に伴う

ものとした。しかし、検出層位 (杭 1)、 杭の深さ (杭 2)、 単独の出土という点で、明確に当

水田跡に伴うものとは断定できない。

[大畦畔上樹木片集中地点]大畦畔の lb上部から樹木片が集中して検出された部分がある。

II・Ⅲ区間のベルト部分からIII区にかけての位置で、長さ40cm、 径5cm前後の枝を中心とする



小樹木片が 9点程出上した。これらには全て焦痕が認められたが、焼上、炭化物の広がりは検

出されなかった (第31図 2)。

[出上遺物]大畦畔上部を中心として木製品、石器、上記以外の樹木片が出上した。木製品は

鍬 (L-1)と 用途不明品 (L-2)の 2点が出上している。鍬は畦畔 8の水口付近 (D-3

グリッド南側)の畦畔上部で出上した (第31図 1)。 用途不明品は畦畔 lbの樹木片集中地点のす

ぐ北側 (C-7グ リッド南側)で出土した(第30図 6)。 ただし、Ш区排水用側濤のため、一部を

欠失した。石器はスクレイパー (K-33)と 礫器 (K-34)が各 1点出上した。スクレイパー

は、 2次区画北西側の畦畔 3上部で、礫器はⅣ区非耕作域 (E-2グ リッド)上面 (1lb層上面)

で出土した。

鍬 (第32図,図版32):身 の部分のみの出上である。柾目板を縦に用い、上部に舟形隆起を有

する着柄孔をもつものである。材質はクヌギ節である。上端・刃部・右側 (外面から観た場合)

を一部欠失する。長さ39。 lcm、 刃部幅10.2cm、 厚さlcm前後である。両側縁は直線的で、刃部・

上端は丸味をもつ。縦・横の比は約 4:1である。刃部・右側端は内外面から、上端は内面か

らの加工により、薄くなっている。着柄部分の外面には舟形隆起が造り出されている。舟形隆

起は長さ19.7cm、 高さ3.9cmで、着柄孔はほぼ中央にあけられている。着柄孔は4.4× 3.6cm

(内面5.4× 4.2cm)の隅丸方形で、着柄角度は68～ 75°である。鍬の下半は内外面とも平滑であ

るが、上半は内外面とも凹凸がみられる。加工痕は刃部の内外面と着柄孔の付近で観察された

が、他の部位に関しては、明瞭な加工痕は残されていない。尚、左側縁は右側縁と異なり、薄

く加工されておらず、また、舟形隆起が中央ラインよりやや左側にそれていることより、左側

端は使用中にすでに剣離していた可台Z陛がある。

用途不明木製品 (第33図 1,図版331):板 目材を素材としたもので、材質はクヌギ節である。

上端 。下端・中央部を欠失する。残存長約16cm以上、幅5.5cm、 厚さ中央部で1.2cmである。

両側縁が、内側に0.5cm程弯曲し、幅が狭 くなる部分が認められる。裏面はほぼ平坦であるが、

表面は中央部が厚く、両側縁側に行 くに従い薄くなり、横断面が低い山形状となる。両側面は

丸味をもち、角をもたない。明確な力日工痕は残されていないが、表面、側面はとても丁寧に仕

上げられている。

スクレイパー (第33図5,図版554):剣片の打面及び側縁部に切断面をもち、打面側から腹

面部に向かって、集中的に象J離を行い、刃部を作出している。石材は安山岩である。

礫器 (第33図4,図版553):節理面によって分割された礫片を素材とし、その節理面の一端

から集中的に剣離による二次力日工が行なわれている。二次加工の反対側に位置する刃部には、

使用によると思われる不規則な小象J離痕が散見される。石材は安山岩である。
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番 号 登 録 地 区 層 位 木 製 品 木取 り 長 cm 幅cm l 厚cm l   特 徴。備 考 樹 種 写 真

1 L-2 C-7 大畦H半内 用途不明品 板  目 45～ 55106～ 121甲雫鼻11齢里駈姿孫̂ クスギ節の一種 37-]

番 号 登 録 地 区 層 位 木 製 品 素材 長 cm 径伽1先端部加工1   特  徴・備  考 樹 種 写 真
2 L-13 B-5 耕作土 杭(杭 2) 九  木 4611方向  1頭部欠損。先端つぶれ。 イノキ属の一種 35-5

3 L-15 B-2 13層 杭r杭 1) 九  木 7713方向  1頭部欠損。先端つぶれ。 カエデ属の一種 37-2

番 号 登 録 地 区 層 位 石 器 素材 長 cm 幅 ctr 厚cm 重量g 備 考 石 材 写 真

4 K-34 E-2 1l b層上面 礫 器 分割礫片 1155 1185 54950 安山岩 55-3

5 K-33 C-4 大畦畔上部 スクレイノ伴 劉 片 2055 安山岩 55-4

第33図 1l a層水田跡出土遺物 2



7.1lc層 上面
1l c層水田跡 (第34図,図版24・ 28)

1la層水田跡の分布域とは逆で、1la層の 1次区画A部分でのみ検出された。1lc層水田跡の

上面は1lb層 に被われている。水田跡は 1次区画 (大区画)が 1区画 (A)検出されたのみで、

これを取り囲む大畦畔は、1la水田跡の削平を受け残存状況が悪い。 I・ II区では畦畔下部の一

部を残すが、Ⅳ区の大部分では畦畔の盛り上がりがほとんど認められず、1lc層の分布域しか確

認できない部分もあった。区画外は1la層水田跡によって耕作が力日えられたため、区画外の当時

の地形は明確でない。しかし、後述するように1la層水田跡の耕作上が、1lc層 とほぼ同一な基

本層を耕作土として使用しており、区画外のHa層上面の地形は1lc層当時とあまり変化はな

かったものと思われる。尚、耕作土排土後、区画内より12層の擬似畦畔が検出されている。

[畦畔の配列]畦畔の内、畦畔 la。 2aは N―約48～ 66° 一W方向で、 I区を除けばほぼ等高

線に直交すると思われる。畦畔 3は前者にほぼ直交する方向で、N―約37°一E方向である。

[畦畔の規模]畦畔は耕作土と同一土壌-1lc層 ―を盛り上げ作られている。畦畔は全て大畦畔

である。調査区内で検出されたものは全て、その下端幅、高さとも本来の値ではない。残存下

端幅は畦畔 laで約3.8m、 2aで約1.5m、 3で約2.Omで ある。耕作土上面からの高さは、 I

区の調査区外壁セクション面で、一部本来の高さを残す部分が認められた (第34図 3)。 それによ

ると高さは約8cm程である。
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[水田範囲]区画外は非耕作域で、耕作土は存在しない。また、上層の1lb層 も1la層水田跡の

耕作によって失われている (ただし、1lb層は1la層水田跡非耕作域には存在する)。

[水田 1区画の形状と規模]1次区画Aの形状は長方形で、短辺約24.8～ 29.4m、 検出値長辺約

35.6mで、検出面積は827m2でぁる。本来の面積は約960m2以 上になるものと思われる。

[耕作土]粘土と泥炭の互層である泥炭質粘土層の12層 と、その上層の薄い1ld・ e層を攪拌し、

耕作土-1lc層 ―としている。耕作深度が深い部分では、13層上面をも攪拌している。この耕作

土は、基本的には■a層水田跡の耕作土と同一土壌が使用されている(1la層 の場合には上層の

1lbも 攪拌する)。 そのためか、土性・色調とも1la層耕作土とほぼ同様である。耕作上の厚さ

は平均約10cmで、下面は凹凸が顕著で、下部に12・ 13層のブロックを多量に含む。底面には鉄

分の集積は認められない。尚、畦畔部分は耕作が及ばなかったためか、1ld層以下が擬似畦畔と

して残っている(第34図 1・ 2)。

[水田面の傾斜]I区を除けば、標高は8.45～ 8.75mの 間である。区画は I区を中心としてい

るため、 I区を除くと全体的な傾向性を把握することは不可能である。 H・ Ⅳ区ではともに南

東側への下り傾斜を示す。それぞれの傾斜の度合は、H区では0.71～ 3.85cm/m、 平均1.39

cm/m、 Ⅳ区では0.77～ 3.85cm/m、 平均1.00cm/mで ある。

[擬似畦畔]耕作土排土後の12層上面で、12層 の擬似畦畔が検出された (第34図 4・ 5)。 幅約80

cm前後で、畦畔 2aと ほぼ同一方向をとる。畦畔 2aと の間隔は約4.9～ 10.lmで、この間隔

は畦畔 3の長さの約1/3の値である。この擬似畦畔の存在は、当水田跡の大区画に、短辺方向

を分割する畦畔が取り付き、 2次区画がなされていた可能性を示唆する。

[出上遺物]出土遺物は皆無であった。

8.34層

(1)遺物出土状況 (第 35・ 36図,図版29～ 31)

I区 とⅢ区で34層の調査区を各 lヶ 所ずつ設けた。 I区はBoC-2・ 3グ リッドを中心と

する東西約14m、 南北約16mの調査区、m区はD-5。 6グ リッドを中心とする東西約21m、 南

北約6.5mの調査区である。34層上面の標高は、I区では5.6～ 5.8m、 Ⅲ区では5。 1～5.3mで あ

る。34層は若干の色調、土質の差で a、 b、 Cの 3層 に分層される。ただし、分層をしたのは、

壁セクション図化段階で、遺物の取り上げ段階では、分層は行っていない。34層全体の層厚は

30～35cm程で、各層の平均はa層が7cm、 b層が12cm、 C層が17cmで下層になる程厚い。I・

Ⅲ区とも各層は南東側に下り傾斜を示しており、傾斜の度合は各層ともほぼ同様である。傾斜

の度合は I区では1.21cm/m、 Ⅲ区では1.38cm/mで、m区の方がやや傾斜が強い。

遺物は、 I区では土器片を中心として49点が出土した。内訳は、土器片が46点、石器3点であ
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る。土器片は数量が多いが、l cm以下の細片が主体を占める。これら土器片は 5個体分程の資

料で、実測可能なものはない。石器は、スクレイパーが 2点、象↓片が 1点である。Ⅲ区では373

点出上した。内訳は土器片162点、石器211点である。土器片は I区同様細片が主体である。11

個体分程の資料で、実測可能なものはない。石器は石鏃が 8点、ドリルが 2点、ポイント・石

匙 。打製石斧が各 1点、二次加工のある剣片が11点、微細剣離痕を有する象1片が 5点、礫石器

S14
1

1.I区西壁遺物出土状況 (投影)

S12
1

S10
|

2.Ⅲ区東壁遣物出土状況
S30

N         I                      s

３
．

４６

‐

Ｅ

Ⅲ区南壁遺物出土状況

風倒木痕土層註記

① 25Y4/1黄灰色粘土
② 5Y5/1  仄色粘土
③ 75GY6/1緑灰色粘上

④ 25Y5/1黄灰色粘土

●土器 ★石器 ☆小礫
しまりなし、基本層位34b層 に相当。
しまりなし、緑灰色の粒をしもふり状に合む。基本層位34c層 に相当。
しまりをし,基本層位35層が倒本の際盛りあがったもの。
灰色粘土をブロック状に合む。

しまりなし。倒木の際基本層位34b層が流入したもの。
35層の緑灰色粘土をブロック状に含む。

0                           2m

第 35図 34層 I・ Ⅲ区外壁 セクシ ョン



が 7点の他は、全て象!片とチップであった。この内接合関係を示す資料は8点あった (石斧と

象」片が 1点、二次加工のある剰片が 1点、微細剣離痕を有する象」片とチップが 1点、礫石器が

1点、剣片あるいは象」片とチップが 4点 )。

前述したように遺物は分層して取り上げていない。調査区壁面出土遺物状況 (第35図 2・ 3、

2は小礫であるが、当層中では遺物と同じ分布域で小礫が少量出上している)や、 I・ IH区の出

土レベルを壁面に投影した結果 (第35図 1)を見る限り、遺物はa層 にわずかに含むが、C層上部

からb層 を中心とする約20cmの間に集中し、C層中頃以下からは全く出上していない。C層は

b層 との間の土質・色調の変化が、 a.b層間におけるよりも顕著であったため、平面調査の

際にもC層中頃以下から遺物が出上していないことは確認されている。

これら出土遺物を平面的にみると、 I区では北西側の径4m程の範囲に集中して分布してい

る(第36図 1)。 Ⅲ区では 3ヶ 所で I区 と同じような範囲で遺物の集中がみられる (これらを西側

より第 1集中部、第 2集中部、第 3集中部とする。第36図 2)。 集中部分の遺物をみると、 I区及

びⅢ区第 3集中部では土器片を中心としており、Ⅲ区の他の集中部では石器を中心としている。

上器・石器の接合資料あるいは同一個体資料は、H区出上の礫石器の 1例を除き、全て同一集

中部分内での分布である。

これら遺物集中部分あるいはそれ以外の部分からも遺構は検出されなかったが、Ⅲ区では第

2・ 3集中部の南側の C層上面で、風倒木痕が lヶ 所検出されている。3× 5m以上の不整楕円

形状の上坑状のもので、35層以下の深さについては未掘のため不明である(第35図 4)。

(2)出土遺物

A.上器 (第 37・ 38図 ,図版40～ 42)

I・ Ⅲ区から合計208点出上している。これらは全て破片資料で l cm以下の細片が主体で

あつたが、接合関係を示したり、明らかに同一個体であるものが多く、16個体分程に分類され

る。しかし、法量まで求められる資料はない。

以上の16個体分程の資料の器形は、すべて深鉢形で、回縁部資料が 3点の他は全て体部資料

で底部資料はない。また、外面に段などの器形的特徴を持つものもない。器厚は4mm前後の薄

いものと7.5mm前後の厚いものに大別される。これら土器の大部分は、内外面に条痕が施され

ている。条痕幅は薄手の上器ではlmm前後、厚手の上器では3mm前後である。条痕方向は外

面は右下がりの斜位のものが主体で、縦位のものが数例認められる。内面は横位あるいは右下

がりの斜位を主体とする。胎上には石英主体の砂粒を含み、厚手の上器の多くが植物繊維を含

むが、含有量は少ない。外面の色調はにぶい黄橙色のものが中心である。



これら資料は文様的特徴、条痕幅、器厚により以下の I～Ⅳ類に分類される。

I類 :隆線文のもの (第37図 1)。 体部上半資料が 4点出上したが、全て同一個体である。内外

面とも狭い条痕が施され、外面ではさらにその上に隆線文が施される。隆線は幅2mm、 高さ

lmm前後の断面山形状の細いものである。隆線は貼付によるもので、隆線沿には隆線方向の

ナデが明瞭に認められる。隆線文は、平行四辺形の組み合わせによる幾何学的な文様で、平

行四辺形は帯状の細長いものと、それをさらに長辺方向に細分したものからなる。器厚は3～5

mmと 薄 く、胎土に植物繊維を含まない。外面の色調はにぶい褐色である。
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H類 :沈線文のもの。これらは、以下のA・ Bに細分される。

HA類 :沈線が細 く、器厚の薄いもの (第37図 2,図版402b)。 体部上半資料が 2点出上した

が、同一個体である。内外面とも狭い条痕が施され、外面ではさらにその上に沈線文が施

される。沈線は幅約0.5mmの 細いものである。沈線は 3本あるいは 4本単位で引かれてい

る。沈線文は斜位の平行線間をさらに逆方向の斜位の直線でつなぐ幾何学的な文様で、 I

類の文様構成と類似する。器厚は3～5mmと 薄く、胎土に植物繊維を含まない。外面の色

調はにぶい責橙色である。

HB類 :沈線が大 く、器厚が厚いもの (第 37図 3)。 口縁部資料が 1点出土した。内面がやや

外反するもので、口唇部は丸味をもつ。内外面とも摩滅が著しく、内面の条痕の有無につ

いては不明であるが、外面の条痕は太いものと思われる。外面には、幅3.5mmの 太い沈線

文が施されている。沈線文は日縁部上端から体部へ向う2条の斜位の直線からなるが、一

部分のため明確な文様は不明である。器厚は 7～ 8mmと 厚 く、胎土には植物繊維は合ま
ない。外面の色調は橙色である。

m類 :内外面とも条痕のみのもの。これらは条痕幅・器厚によって、以下のA・ Bに細分され

る。

ⅢA類 :条痕が細 く、器厚の薄いもの (第 37図 5)。 国縁部から体部上半にかけての資料が16

点出土したが、全て同一個体である。やや外反する平坦口縁のもので、内外面とも幅1 5mm

の狭い条痕が施されているのみである。口唇部は平坦で無文である。器厚は3～5.5mmと

薄く、胎上に植物繊維を含まない。外面の色調はにぶい責橙色である。

Ⅲ B類 :条痕が大 く、器厚の厚いもの (第38図 1)。 口縁部から体部にかけての資料が37点出

土したが、全て同一個体である。外反する平坦口縁のもので、内外面とも幅2.5～ 3mmの

太い条痕が施されているのみである。国唇部は平坦で、この上に約3.5mm程の間隔をおい

て3mm幅の刻みが加えられている。刻みは棒状施文具の押圧によって作出されている。器

厚は6～9mmと厚 く、胎上に植物繊維を含む。外面の色調はにぶい黄橙色である。

IV類 :その他のもの。 I～Ⅲ類以外のもので、条痕のみのものであるが、当資料だけでは文様

の有無が判らないものを一括した。いずれも体部資料である。これらは条痕幅・器厚によっ

て、以上のA・ Bに細分される。

Ⅳ A類 :条痕が細 く、器厚が薄いもの (第37図 4・ 6)。 2個体分の資料が出土した。ともに条

痕幅がlmm程で狭い。また、ともに器厚が5mm前後と薄手で、胎土に植物繊維を含まな

い 。

Ⅳ B類 :条痕が太 く、器厚が厚いもの (第37図 7～ 10、 38図2～ 6)。 9個体分の資料が出上し

た。いずれも条痕幅が3mm前後と太く、内には37図 7の外面のように4.5mmと かなり太
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番号
登 録
丞  暑 出土地区 部位 外 面 内 面 器厚mm

物

難

植

幼 備 考 分類
真

順

写

同

1 A一 I区 体上半 斜位条痕→隆線文→ナデ 横位条痕 3～ 5 征
い

I 40-1

2 A― I区 体上半 斜位条演→沈線文 横位・斜位条猿 3～ 5 鯉
い 沈線3～ 4本単位 40-2

3 A一 Ⅲ区第3集中部 日 縁 斜位条痕→沈線文 不 明 7～ 8 鉦
〔
内外面摩滅 40-3

4 A― I区 体 斜位条涙 斜位条猿 45～ 55 征
い
A-15と 同一個体 ? ⅣA 40-4

5 A― I区 口～体上 斜位条痕 斜位・横位条痕 3～55 鉦
い 平坦日縁。内外面炭化物付着 ⅢA 40-5

A一 Ⅲ区第3集中部 体 斜位条痕 横位条痕 45～ 55 征
小 ⅣA 40-6

7 A-6 Ⅲ 区 体 斜位・縦位条痕 斜位条痕 65～ 8 合 ⅣB 40-7

A-9 Ⅲ区第3集中部 体 斜位条線 7～ 8 鉦
〔 内面炭化物付着 ⅣB 40-8

A-2 Ⅲ区第3集中部 体 斜位条痕 斜位・横位条痕 65～ 8 合 A-1と 同一個体? ⅣB 40--9

10 A-5 Ⅲ 区 体 斜位,縦位条痕 斜位条痕 65～ 8 合 ⅣB 40-1(

第37図  34層 出土土器 1
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姓
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鋭 備 考 分類
真

肺

写

同

1 A― ] Ⅲ区第3集中部 日～体上 斜位条痕 斜位条痕 6～ 9 平坦日縁。日唇部刻み 41-― ]

2 A-8 Ⅲ区第3集中部 体 斜位条痕 横位条痕 8～ 95 鉦
〔 外面二次加熱痕 (赤色化) ⅣB 42-1

3 A-12 I区 体 斜位条痕 横位条痕 65～ 75 ⅣB 42-2
4 A-4 Ⅲ 区 体 縦位条痕 横位・斜位条痕 6～ 7 A-3と 同-1団体 ? ⅣB 42-3
5 A-3 Ⅲ 区 体 斜位条痕 斜位条痕 65～ 9 合 ⅣB 42-電
6 A-7 Ⅱ区第3集中部 体 斜位条痕 65～ 8 含 ⅣB 42--5

第38図  34層 出土土器 2



いものもある。また、いずれも器厚が7mm前後と厚手で、37図 9、 38図 8を除き胎土に植物

繊維を含む。

B.石器 (第39～45図,図版48～ 55)

I・Ⅲ区から合計214点出上している。この内、 8資料で接合関係が認められ、158点が剣片・

チップである。石材にはシルト岩、砂岩、凝灰岩、凝灰角礫岩、チャート、流紋岩、石英安山

岩、安山岩、玄武岩、黒曜岩がある(第 5表 )。 各器種の詳細については、以下の記載及び第4表

34層出土石器観察表のとおりである。

石鏃 (第39図 1～8):石鏃は完形品が 5点、破片が 3点出土している。1は裏面に素材面を残す。

平面形は三角形で、基部・両側縁ともにやや外側に湾曲する。21ま表裏ともに先端部分に素

材面を残す。平面形は先端部分が丸味を帯び、側縁はやや外側で弯曲する。裏面の基部に

は、調整の最終段階に快り込みを意図したと考えられる、集中的な象!離がみられるが、素

材の厚さを克服できず、ほぼ直線的に割っている。 3は表面に自然面、裏面に素材面を残

している。平面形はほぼ三角形で、先端がやや丸味を帯び、両狽1縁・基部ともにほぼ直線

状を呈する。4は表裏面に大きく素材面を残す。平面形は三角形で、素材面を残す先端部は

丸味を帯び、一側縁と基部の表裏に調整剣離がみられ、ともに直線状となっている。5は表

裏ともに象」離面によって覆われている。平面形は先端が尖り、両側縁はやや外側に弯曲し、

基部は著しい挟り込みにより二つの脚部を形成し、その一方は欠損している。6は先端・基

部ともに破損しており、基部をより多く失っている。表裏ともに崇」離面によって覆われて

いる。7は一側縁部と基部が残された破片である。折れ面は先端、基部方向からの力による

と思われる複数の争」離面によって構成されている。8は先端部及びその直下の両側縁のみを

残すものである。表裏ともに剣離面によって覆われている。

尖頭器 (第39図9):1点出土している。表裏ともに素材面を大きく残す。平面形は先端が丸味を

帯び、両側縁、基部ともに外側に弯曲し、石鏃と共通する。しかし、石鏃に比べ断面は厚

く、また調整剣離も直接打撃によるものと考えられ、剣離面も粗く大きく、前者と区別さ

れる。

石錐 (第39図 10・ 11):2点出土している。10は素材の打面、末端、一側縁にかけて調整象J離が

行われ、側縁部に刃部を作出している。刃部は先端が丸味を帯び、横断面は、凸レンズ状

を呈する。Hは複数の折断面をもつ象J片を素材とし、その側縁部に刃部を作出している。

刃部は細かな快り込みにより尖っており、横断面は三角形を呈する。

石匙 (第39図 12)11点 出土している。縦長象J片を素材とし、打面部直下につまみ部分を形成し

ている。刃部は表面右側縁、裏面右側縁と対照的に二次加工がみられ、横断面形はやや片
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刃状を呈する。

スクレイパー (第40図 1・ 2):2点出上している。11よ大形の象!片を素材とし、側縁部に粗い剣

離により内弯する刃部を作出している。刃角は82° と鈍角である。2は劉片の側縁部から末端

部にかけて、刃部を作出している。刃角は88°で鈍角である。 2点 とも背面から主要象」離面

にむかって、二次加工が行われている。

石斧 (第42図 ):本資料は、 2点からなる本体と接合する6点の祭」片、及び同一母岩象↓片 1点か

らなる。素材は、打面から両側縁にかけて自然面を残しており、楕円形の円礫を輪切りし

たような象J片である。二次加工は表裏とも右側縁に集中的に行われ、さらに一側縁に刃部

作出を意図したと考えられる部分に接合資料 1～ 5が象」離されている。まず裏面を打面と

して 1が象J離され、 1と 節理面を共有して 2がほぼ同様に象J離されたものと思われる。さ

らに裏面左側縁に、3, 4が象」離され、7bの状態になる。さらに 5が象J離され、平面形を

大きく損なっているが、この段階でも刃部は作出されていない。さらに剣片 6が象↓離され

ているが、その接合面は他の剣離面に比べ粗く、またバルブの発達も乏しい。さらに表面

の二次力日工部分及び主要象」離面を除き、スス状の付着物に覆われており、表面の火はね状

象↓落痕、側縁部の節理面の変色部分を合わせて被熱の影響が考えられ、祭」片 6も 熱の影響

を受けたものとも考えられるが詳細は不明である。同一母岩 7は本体同様背面にスス状の

付着物をもつ。以上のように二次力日工は、最終的に有意な平面形・断面形を作出できずに

終わっており、未製品とすることが妥当であろう。

二次加工のある剣片 (第40図3～ 7、 41図 1～6,図版499):12点 出土している。これらは、二次

加工の途上に破損したと考えられるもの (第40図3～ 5。 7、 41図 1・ 3・ 4)と 意味付けが不明

なものの二者があるが、いずれも詳細は不明である。尚、第41図 41ま破損後、表面右側の個

体だけが被熱を受けており、本来黄褐色を呈していた部分が赤色化し、左個体とは区別さ

れる。

微細剣離痕を有する象J片 (第41図7～■):5点出土してる。いずれも使用によって生じたと考

えられる、微細剣離痕をその一部にもっている。そのうち9aは、表裏とも被熱によると考

えられる、火はね痕によって覆われており、火はねによって生じた9bが接合している。

礫石器 (第43～45図 ):第43図 1は、平面形が楕円形を呈し、長軸の一端を破損している。正面

左俣1縁部磨痕と象」離痕を有し、右側縁は磨痕による平面を形成する。先端部は打撃痕、磨

痕が観察される。第43図 21よ、不整円礫に磨痕のみがみられる例である。第43図 31ま半割さ

れた円礫である。正面中央に二ヵ所集中的な打撃痕がみられ、磨痕がほぼ全面にみられる。

第44図 1は、平面形が精円形を呈する礫である。周辺部及び片面に打撃痕、両平面に著しい

磨痕を持ち、側縁部にも少し磨痕がみられる。また、図上下半部表裏には、被熱によると
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思われる黒色の変色部分がある。第44図 2は不整円礫で、ほぼ全面に僅かに磨痕がみられる。

また、破損面を除くほぼ全面に被熱によると思われるスス状の付着物がみられる。第45図

1は、平面形が四角形、断面形が楕円形を呈す。正面。裏面のほぼ中央部に打撃痕と磨痕を

有する。また、側縁部に被熱によるものと考えられるスス状の付着物がみられる。第45図

2は、表面及び裏面に著しい磨痕がみられる。



第 4表 34層 出土石器観察表  ※項目だて・計測方法・分類は富沢遺跡
第15次調査報告書(及川 :1987)に準ずる

石 鏃

尖頭器

図

番 号

椰
郵

口
”

登

番
出土地区 長さ怖け 幅 h� 厚さImml 襲

い
石 材

鶏
形
調整 破損部位

残存素材

剣 離面

郷
ｍ
凹
長
瑯
ｍ
凹
深
凹 度
r深/長 )

真

版

写

図

39-1 K-2 V区第1集中部 25 凝灰岩質シルト岩 平 両面 両面 48  1

39-2 (-3 ul区第1集中部 75 珪質頁岩 凹 両面 先  瑞 両面 10 48-2

39-3 K-8 Ⅱ区第1集中部 石英安山岩 凹 両面 基部右縁 両面 48-3

39-4 K-5 Ⅱ区第 1集中言Ⅲ 凝灰岩質シルト岩 凹 両面 基部右縁 両面 48   4

39-5 K-7 ul区第2集中き[ イ82〕 (35) チャート 両面 先端嚇略| 48  5

39-6 K-9 ul区第2集中部 イ40 石英安山岩 両面 t端・基J 48--6

39-7 K-6 Ⅱ区第1集中部 (75) r35) 駐質石英安山岩質擬灰岩 両面 鶏 Ⅲ 48 7

39-8 K-4 Ⅱ区第1集中部 55 35 硬質頁岩 平 両面 両面 48-8

図

番 号

輝
琢

口
万

登

番
よ土地区 長さ侑ml 幅 nml 厚さhm→ 藝

い
材石
鶏
形
調整 破損き[位

残存素材

剣 離 面
瑯
ｍ

凹

長
卿
ｍ

凹

深

度

長

凹

探

真

版

写

図

39-9 K-1 Ⅱ区第2集中部 石英安止1岩 平 両面 両面 4卜 9

石 錐

図
番 号

府跡

口万

登

番 出土地区 麟
ｍ
幅
ｍ
隣
ｍ
襲
い

石 材
先  端  部 (mm) 素材と先端

部の位置

材

形面

素

打

損

位

破

部

真

版

写

図
長さ 幅 厚さ 断面形

39-10 K-10 Ⅱ区 珪質凝灰岩? 凸レンズ状 正 48-10

39-ll K-25 Ⅲ区第1集中音[ 石英安山岩 三角形 48-11

石 匙

図

番 号

椰
瑯
百
万

登

番 出土地区
最大長
m
最大幅
(mml

最大厚

(mm)

重 量

(宮 )

先端角 石 材
つ支み部 lml 真

版

写

図長さ 最大幅 最小幅 厚 さ

39-12 K-13 Ⅱ区第1集中部 凝灰岩質シルト岩 48-12

スクレイパー

図
番 号

相欽
苫
万

登
番
艦
躯
酔
ｍ
幅
ｍ
酔
ｍ

量

ナ

重

‘ 石   材
の

態輌
状

表面の面構成 働
位
破
部 刃角

刃部湘質
lmn

真
版
写

図

40に-1 K12 I区 100.0 8415 凝灰岩質シルト岩 綿 面 I 8″ 4卜 1

4併 2 K-11 I区 4960 硬質頁岩 原面 8g 4併13

石 斧

図番号
Ｈ
琢

口
万

登

番 出土地区
長 さ

lmm)

幅
鯨
隣
ｍ

三塁
ヽ
ア

重

ィ 石材 備 考

士具

口
々

写

番

42--7 c K-14 Ⅲ区第1集中部 107.5 53.5 113.05 ンルト岩 接合資料。42図 8は同一母岩剣片

二次加工のある最」片

図番号
府
琢

口
，

登

番 出土地区 難
ｍ
幅
ｍ
最大厚

m
襲
①
刃角 打角 石 材 表面の面構成

二次加工

部の方向
破損 備   考

写

図

40-3 K― 5 Ⅲ区第2集中部 石英安山岩 両 面 O 石器の破片 49-2

40-4 K一 7 Ⅲ区第3集中部 225 石英安山岩 両 面 O 石器の破片 49-4

40-5 K一 8 Ⅲ区第1集中部 凝灰岩質シルト岩 裏→表 O 石器の破片 49--6

40-6 K 9 lll区第3集中部 H″ 石英安山岩 1 両 面 O 49-3

40-7 K-16 Ⅲ区第2集中部 6 30 48～ 5が 凝灰岩質シルト岩 O 石器の破片 49-5

-1 K-22 Ⅲ区第2集中部 石英安山岩 I 裏→表 O 石器の破片 49-7

-2 K-42 Ⅲ区第2集中部 砂岩 I十Ⅳ 裏→表 49-8

-3 K-23 Ⅲ区第1集中部 翔天岩質シルト岩 I 裏→表 ○ 石器の破片 49-1(

-4 K-20 Ⅱ区第2集中部 225 珪質頁岩 I 両 面 O 悴熟接憲養恩破 50-1

5 K-24 Ⅱ区第2集中部 6『 珪質凝灰岩? I十 Ⅱ+Ⅱ十1V 両 面 49-H

-6 K-26 Ⅲ区第2集中部 珪質頁岩 I十 Ⅱ十Ⅲ十Ⅳ 裏→表 50-2

K-21 Ⅲ区第2集中部 125 不明 被熱 49-9



微細最J離痕を有する剥片

図番号
加
琢

口
万

登

番 出土地区
さ

ｍ
，

長

僑
幅
ｍ
最大厚
m
襲
り
刃角 打角 石 材 表面の面構成

微細剤離
痕の言,位

破損 備   考
真

版

写

図

4ユー7 K-27 Ⅲ区第3集中部 115 輩質頁岩 I+Ⅱ +Ⅱ +Ⅳ 縁部 50-3
4ユー8 K-28 Ⅲ区第2集中部 65 玄武岩 ? I+Ⅱ 縁部 50-4
4トー9 K-30 Ⅲ区第2集中部 280 515 9げ ウッド・オパール I+Ⅱ 縁部 50-6
41-10 K-29 Ⅲ区第1集中部 355 鉄石央 [+Ⅱ 縁部

被 黙
人 は ね 片 と接 介 50-5

41-H K-31 Ⅲ区第2集中部 石英安山岩 I 折断面 O 50-7

礫 石 器

図番号
加
琢

口
万

登

番 出土地区 離
ｍ
鱚
凹
　
ｍ

隣
ｍ
重 量 億) 石 材 薇材

痕

位

磨

部 打撃痕部位 備 考
真

版

写

図

43-1 K-37 Ⅲ区第2集中部 71 41880 安山岩 円礫 縁部 縁部 被熱 53-1
43-2 K-36 Ⅲ区 54365 凝仄角礫岩 円礫 全面 53-3
43-3 K-35 Ⅲ区第1集中部 35425 安山岩 円礫 平面 平面 被熱 53-2
44-―ユ K-38 Ⅱ区第2集中部 113 445 73310 安山岩 円礫 平面 縁部十平面 被熱 54-8
44-2 K-39 nl区第1・ 3集中部 97 15475+11495 安山岩 円礫 平面 被熱 二個体に剣離されている 54-2
45-] K-41 Ⅲ区第1集中部 177 205 38705 安山岩or溶結凝灰岩 円礫 平面 平面 被熱 55-1
45-2 K-40 Ⅲ区第1集中部 53960 安山岩 円礫 平面 被熱 55-2

第 5表 34層 出土石器石材一覧表

器種
石材 石 鏃 尖頭器 石 錐 石 匙

スクレ

イノギー
石 斧
二次加
工象↓片
微細剰
離剥片
表↓片・

チップ
礫石器 合 計

ンルト岩

硬 質 頁 岩 ユ 1 2 4

珪 質 頁 岩 ユ 2 1 6

シ ル ト 岩 I 1

凝灰岩質シルト岩 2 1 1 3

砂 岩 1 1

珪質石英安山岩質凝灰岩 1
ユ

珪 質 凝 灰 岩 ? 1 1

凝 灰 角 礫 岩 ユ l

チャート

鉄 石 英
1 14

チ ャ ー ト 1
1

ウッド・オパール
1 3 4

流 紋 岩
1 ]

石 英 安 山 岩 2 ユ 1 4 ユ 12

安 山 岩
6 6

玄 武 岩 ?
1 1

黒 躍 岩

不 明 ユ 8 9
ハ
ロ 計 1 2 1 2 ユ 5 7



第 HI章 その他の出土遺物

各遺構の他、基本層位 1～ 5。 10c・ 23層の各層からも遺物が出土している(第5表 )。 この内、

層位別では 1層からの出土量が最も多く、全体の約73%を 占める。種類別では陶器 。磁器を合

わせると全体の約58%と 多いが、ともに 4層以下からは出土していない。

1.1層 出土遺 物 (第 46・ 47図 )

土師器、須恵器、赤焼土器、陶器、磁器、土師質土器、瓦質土器、瓦、土製品、金属製品、

石器、石製品、ガラス製品の他、タイル、レンガ等が1823点出土した。出土遺物中多かったも

のは陶器と磁器である。遺物は全て細片で、須恵器、陶器、古銭が数点図化できたのみある。

また、遺物の所属年代も、現代のものが中心である。

陶器は831点出上した。唐津産、美濃産 (黄瀬戸・志野・織部)、 瀬戸産、相馬産、堤産、県

内産、産地不明のものがみられる。この内、瀬戸産の 1点 (図版4311)と 県内産の 2点 (図版

461・ 2)と産地不明 1点 (図版463)は、製作年代が中世頃のものである。

磁器は530点出土した。中国産、肥前産、産地不明のものがあり、この内、中国産の青磁 (図

版466)は 、中世頃のものである。

古銭は 5点出土した。文永通宝 (第47図 10)が 1点、寛永通宝 (第47図 11・ 12)が 3点で、他の

1点 は小破片のため不明である。

石器は14点出上したが、全て剣片である。

2.2・ 3・ 4・ 5層出土遺物

(1)2層出土遺物 (第 46・ 47図 )

土師器、須恵器、陶器、磁器、土師質土器、瓦質土器、瓦、土製品、石器、ガラス製品が90

点出土した。全て細片で、須恵器、陶器、磁器が数点図化できたのみである。

陶器は34点出上した。唐津産、美濃産、瀬戸産、相馬産、堤産、産地不朝のものがみられる。

製作年代の判るものには、江戸初期以前の瀬戸産のもの (図版4312)か ら産地不明の明治以降の

ものまである。

磁器は32点出土した。肥前産 と産地不明のものがあり、産地不明のものには製作年代が明治

後半以降になるものもある(第47図 7、 図版47-10～ 12)。

瓦は 7点出土したが、全て燻瓦である。土製品は堤人形の小破片で、何を模したかは不明で

ある。ガラス製品は 4点出土したが、この中にはオハジキが 1点含まれる。尚、石器は 2点出

上したが、いずれも祭」片である。



(2)3層 出土遺物 (第 46・ 47図 )
土師器、須恵器、赤焼土器、陶器、磁器、土師質土器、瓦、土製品、金属製品、石器が91点

出土した。全て細片で、土師器、須恵器、陶器、土製品が数点図化できたのみである。

上師器は43点出上した。第46図 5の不は、製作に際してロクロが使用されている。内面はヘラ

ミガキの後、黒色処理がされている。底部の切り離し技法は回転糸切りで、無調整である。

須恵器は 3点出上した。第46図 7の杯は、底部の切 り離し技法は回転ヘラ切りで、その後周辺
部に手持ちヘラケズリが施されている。

陶器は17点出上した。、美濃産、瀬戸産、相馬産、産地不明のものがみられる。製作年代は全

て江戸時代で、相馬産のものには幕末のものがある(第47図 5、 図版45-9)。

磁器は 9点出上した。肥前産、産地不明のものがみられる。製作年代は陶器同様全て江戸時
代で、産地不明のものには幕末のものがある(図版4714)。

瓦は 2点出上した。平瓦と丸瓦で、いずれも燻瓦である。上製品は5点出上した。 2点は土
錘 (第47図 8。 9)、 1点は土鈴の細片、 2点は堤人形の細片である。金属製品は 3点出上したが、
細片のため識別不能である。石器は 3点出上したが、全て剣片である。

(3)4層 出土遺物
土師器が 2点 (内 1点邪)出上したのみである。いずれも細片で、製作に際してロクロを使
用していない。

(4)5層 出土遺物 (第 46・ 47図 )
弥生土器、土師器、須恵器、本製品、石器が17点出上した。全て破片資料で弥生土器、土師

器、須恵器、木製品が数点図化できたのみである。

弥生土器は破片資料が、 2点出上した(第46図 2・ 3)。 2は体部上半の資料で、横走縄文の地文
のみのものである。3は体部下半から底部の資料で、体部には斜行縄文がわずかに認められる。

内外面摩滅のため、底部の状況は不明である。体部下端が外側に肥厚する。2と 同一個体の可能

性があり、いずれも後期のものと考えられる。

第46図 4・ 6は ともに上師器の不である。4は製作に際してロクロは使用していない。丸底状の

底部で、内外面ヘラミガキの後、内面は黒色処理が施されている。6は製作に際してロクロが使

用され、内面はヘラミがキの後、黒色処理が施されている。底部の切り離し技法は回転糸切り

で、無調整である。

第46図 8は須恵器の邪である。底部の切り離し技法は回転糸切 りで、無調整である。

木製品は杭材が 1点出上した。また、石器が 1点出上したが、象」片である。
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番号 登 録 地 区 層位 種別 器種 部 位 法acm 外 面 内 面 備   考 写真

1 A-18 B-2 縄文土器 深鉢 体 縦位隆線 ミガキ? 内外面序減

2 B-3 D-2 5 弥生土器 甕 ? 体上半 斜位LR縄文 不明 (摩減) 外面炭化物付着 42-9

3 B-4 D-3 5 弥生土器 甕 ? 体下半～底 体 :横位LR縄文 底 :不明 不明 内外面嘩滅 42-8

4 C-5 D-5 5 土師器 17N 体～底 底径 88 ヘラミガキ ヘラミガキ→黒色処理 ロクロ不使用 43--4

5 D-2 B-5 3 土師器 体～底 底径イ66) 体 :不明(庵滅)底 :回転糸切り ヘラミガキ→黒色処理 ロクロ使用 43--6

6 D-1 C-2 5 土師器 体～底 ほ径イ64) 体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切り ヘラミガキ→黒色処理 ロクロ使用 43-5

7 E-5 B-6 3 須志器 斥 体～底 底径イ90) 体:ロクロナデ氏:Π材ヘラ切り→手持ちヘラケズリ ロクロナデ 43--8

8 E-1 B-3 5 須恵器 〕不 体～底 底径イ68) 体 :ロ クロナデ 底 :回覇沐切り ロクロナデ 43--7

9 E-7 E-7 1 須恵器 甕 顕 ロクロナデ→lEl大沈線文 ロクロナデ

E-8 C-3 1 須恵器 甕 顕 ロクロナデ→機位沈線支・櫛構波状沈線支 ロクロナデ

E-2 A-1 5 須恵器 獲 体土半 平行ロコき目 ヘラケズリ

E-3 C-3 2 須恵器 甕 体 平行叩き目→カキロ 同心円押え目

E-6 A-7 3 須恵器 甕 体 平行叩き目 同心円押え日

E-4 A-3 2 須恵器 甕 体 平行叩き目 同心円押え目

第46図 基本層位出土遺物 1
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耕 登 録 地 区 層位 陶 器 産  地 製作年代 胎土色調 特   徴・備 考 写 真

1 I-12 E-6 I BIn 美濃 (黄瀬戸) 17c前半 灰自色(25Y%)
底部高台付。日径155)cm。 器高3694。 高台径 176)cln。

型打ち成形。貫入不明。体部下半～高台内鴎 。
44-4

2 I-10 C-2 ユ 小壺 瀬戸・美濃 17C? 灰自色 (10Y R乃 茶入れ。底径2 7cm。底部回転添切。鉄釉。体部下半～底部露胎。 44-2

3 I-21 C-2 2 範 相馬 19C前半 ? 灰白色 (10Y R乃
掛け分け碗。底部高台付。高台T43 8cm。

外面上半・内面灰釉 (貫角 。外面下半鉄和。畳付露胎。
4許 3

4 I-38 C-3 2 爛 不明 不明 灰色● 5Y幼 底径(1001師 。底部回朝糸切。鉄釉。 46--5

5 I-11 C-7 3 糟鉢 瀬戸・美濃 17～ 18C 灰白色(25Yχ ) 底径仕2.Ol cne底部回転糸切。鉄釉。 44-3

6 I生33 D-5 1 盾鉢 堤 i81鈴語
にがい亦写孫p%｀ 鉄釉。外面日緑部に突帯 1条。 45 45

番号 登 録 地 区 層位 磁  器 産  地 製 作 年 代 特   徴・備 考 写真

J-14 B-4 2 盃 不明 19C末葉以降 白磁。底部高台付。日径5 6em。器高3 0cI。 高台径2 6cn。 47-7

誘 登 録 地 区 層位 土製品 長 さ cm 外径em 孔径kln 重量冨 特  徴 備   考 写 真

P-1 A-2 3 土錘 紡錘形。外面オサエ痕。 47-15

9 P-2 B-2 3 土錘 紡錘形。外面オサエ痕。 47-16

誘 登 録 地 区 層位 金 属 製 品 番号 登 録 地 区 層位 金 属 製 品  I番号 1登 録 1地 区 1層位 1  金 属 製 品

N-2 B-2 1 吉銭 文久永宝 11 N-3 C-1 1 吉銭 党永通宝    1121N-41B-71 1 1古 銭 寛永通宝

謡 登 録 地 区 層位 石 器 素材 長さcm 幅m 厚cm 重量打1            備         考            1 石材 写 真

K-32 B-5 石鏃 争けキ 111045 0,751基部欠損。                             1流 敷岩 ? 55--5

謡 登 録 地 区 層位 木製品 素材 長さem 径cm l先端部加工 1             特    徴 備   考 写 真

L22 E-6 5 稀 オ 九木 2513方向  1頭部・先端欠損。 3鮮 1

第47図 基本層位出土遺物 2



3.10c・ 23層出土遺物

(1)10c層 出上遺物 (第47図 )

10b層水田作土下の10c層より、石鏃が 1点出土している(第47図 13)。 平面形二等辺三角形を

呈し、茎部を有する。表裏面とも押圧象」離による二次力日工でおおわれている。素材は不明であ

るが、恐らく象1片であろう。

(2)23層出土遺物 (第46図 )

縄文土器片 3点 と、象」片 1点が I区より出土した。土器片はいずれも摩滅している。第46図

1は体部資料で、外面に垂下する隆線が 1条みられ、上方で 2条に分かれる。地文はない。縄文

時代中期末葉のものと思われる。この他に 2点体部資料が出土したが、 1点 は撚糸文の地文の

み、他の 1点は摩城のため文様、地文とも不明である。

第 6表 出土遺物総数量表
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1l a層水田跡 2 2 6
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層 3 1 4
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第 IV章 分析・同定
第28次調査では水田跡の関連諸科学からの究明、34層の性格把握、古環境の復元等の目的よ

り、花粉分析、プラント・オパール分析、土壌分析、種子同定、樹種同定、14c年代測定の分析・

同定を実施した。第48図 1は、それぞれの分析 。同定資料の採集地点を示したものである。

i.分析試料採取地点

+       + 十

No 8

十

★ 花粉分析

+        +        +

●プラント・オパール  ☆土壊分析  。種子同定

2.花粉分析採取地点土層柱状図
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第48図 分析試料採取地点、花粉分析採取地点土層柱状図



1.富沢遺跡 (第28次調査 )の花粉分析

東北大学理学部生物学教室  守田 益宗

はじめに

富沢遺跡は仙台市の南西部、仙台市富沢にある。本遺跡では、これまでの調査により、弥生

時代 8時期、古墳時代 2時期、平安時代 3時期、中世 1時期、近世 1時期の水田跡が確認され

ている。今回の第28次調査の調査区は、遺跡の北東部に位置し、総合支所の建設に伴う調査と

して行なわれた結果、弥生時代の水田跡が 5時期検出されたほか (1lc。 1la。 10d・ 10b・ 9a層

水田跡)、 平安時代以降の水田耕作上の可能性のある層が 4層認められている (5・ 4・ 3・ 2

層)。 今後、本遺跡の他地区の調査でも水田跡の検出される可能性が大きいが、その際、あらか

じめ水田跡の存在する層位が推定されていれば、調査をより効率的に行なうことが期待できる。

こうした状況を考慮して、今回の調査では、花粉分析による事前調査により水田跡を精度よく

推定するための基礎資料を得ることに重点を置いた。

本報告では、遺跡周辺の過去の植生とともに、水田跡の検出された層位とそうでない層位に

おける花粉出現率の違いについて考察した。

試料 と方法

花粉分析の試料は、調査地区内の No.1地点より1～17層までの18試料、No.2地点より 1

～12層までの14試料、 No 3地点より1～ 12層までの14試料、 No.4地点より1～ 12層までの

16試料、 No.5地点より1～ 17層 までの19試料、No.6地点の10b層から1試料、No.7地点の

10d層から1試料の計83試料を地層断面から直接採取した。第48図にその位置と層位を示す。

試料は、KOH ZnC12~Acetolysis法 を用いて処理した。花粉・胞子の同定は、顕微鏡の倍率

を250～1250倍 にして行なった。各試料について樹木花粉 (Arboreal PollenAP)が 200粒以上

に達するまで同定し、その間に出現するすべての花粉・胞子を記録した。APに含めた花粉は、

下記の諸属である。

2%1/s(マ ツ属),4う″s(モ ミ属),偽響  (ツ ガ属),βttα (ト ウヒ属),働″協s(ヒ マラヤス

ギ属),Cリタン麗紀α(ス ギ属),駐力あ妙ゲ炒s(ヨ ウヤマキ属),Pチι幻翻ゅα(サワグルミ属),デ昭励%s

(ク ルミ属),励妨物 (シ ラカンバ属),a塑幼欽気クマシデ属),F騨s(ブナ属),02ιπ笏 (コ

ナラ属),②ιんうα励%ψSλ (ア カガシ属),働 s力 %θα(ク リ属),働物豚―乃跨θ防 (エ レ属―ケヤ

キ属),働′流 れ″α%α%励ι(エノキ属―ムクノキ属),働πケ′わ力′励吻 (カ ツラ属),4ειγ (カ

エデ属),η協 (シナノキ属),4盗ε夕′器 (ト チノキ属),



0クz,(イ ネ属)花粉の同定は、各試料について100粒の Gramineae(イ ネ科)花粉を中村 (1974)

に基づき、位相差像の観察により行なった。

花粉・胞子の出現率は、樹木花粉ではAPを、非樹木花粉 (Non Arboreal PollenNAP)及

びシダ胞子 (Fern Sporα FS)ではNAPと FSの合計したものをそれぞれ基本数として百分率

で求めた。なお、文中で学名は花粉を示すものとする。

結果と考察

各地点の分析結果を第49図 と第7～ 12表に示す。各地点の分析結果を概観すると、APは地点

間で類似した消長を、NAP、 FSは地点間で異なった消長を示していることがわかる。これは、

先に記した APは主として遺跡周辺丘陵あるいは山地に由来するものであり、これらの植生を

反映しているのに対し、NAPと FSの大部分は比較的近距離から由来し、分析地点周辺の植生

に直接関連するためと考えられる。

そこで以下では 2つの項目にわけて論議することにする。

a)稲作と分析地点付近の植生

各地点とも、全層を通じて FSと Gramineae、 Cyperaceae(カ ヤツリグサ科)が多くを占め

る。他の NAPは、4滋%た力(ョ モギ属)を除き、極めて低率であり特徴的な消長を示さない。
Gramineaeの 野生型 (Wild Type)、  Cyperaceae、  FSは地点間で消長が異なり、これらは分

析地点付近の植生を反映していると考えられるが、各地点ともに水田跡および 0ヮzα が検出さ

れているので、これら三者の花粉・胞子も稲作と関連のあることは疑いない。以下、0ヮzα の検

出状況と水田跡の有無およびこれらの花粉・胞子の関係を中心として記述する。

第6表に、各層における水田跡の有無と 0ク紀 の出現率の関係を示す。鈴木。中村 (1977)の

基準 (0ヮ勉/Gramineaeが 30%以上は水田と考える)では、古い時代でやや対応が悪くなる。

これは、この基準が現在程度の水田を基準にしていることが原因であろう。Oη紹/Gramineae

の値を低下して適用しても、水田ではない層まで水田と考えることになり改善はほとんどない。

大昔の水田では、イネ科雑草だけでなく他の植物も多かったと予想されるので、NAPと FSの

合計したものを基本数として 092α の出現率を計算したところ、0ク紹が 5%以上を基準にす

るとよい対応が得られた。

一般に Oη紹/NAPttFSが 5%に満たない層では、Gramineae(野生型)、  Cyperaceae、
FSの三者いずれか又は三者が組合わさり高率で出現し、これらの植物が優勢な植生であった

と推定される。No.7地点10d層や各地点の10b層のように 0ヮ効が低率でも水田跡の確認され

ている場合がある。このような場合、次の 2つの推定が成り立つ。①雑草の多い水田であった。



②開田後、短期間に放棄され水田としての利用期間が短かった。②の場合、花粉分析では氷縞

粘上のような特別な堆積物を対象とする場合を除き、通常は、幾年にもわたって堆積した花粉

を一括して分析することになり、単年度ごとの花粉組成は明らかにできないことによるもので

ある。No.7地点10d層 は、この地点のみが低率であることから①・②の場合が、10b層では多

地点で低率なので②の場合の可能性が高い。

Oη″α/NAPttFSが 5%以上検出される層について、9a層以上では Gramineae(野生型 )、

Cyperaceae、 FSは比較的低率であるのに対し、それ以下ではこの三者が高率で伴う場合が多

い。これは、稲作の集約度、水田としての利用期間、水田耕作の形態の違いなどが原因として

考えられる。特に、水田形態に関連して 5層以上の 4ル吻ぬ力の増加が注目される。この植物が

乾燥した立地を好むこと、0ゅ紹 の出現率が高いことから、乾田の利用が拡がった可能性も考え

られる。1lb層や No.3地点の8b層など、09効 が多く検出されても水田跡が確認されていな

い場合もある。0ゅ筋 は、モミ殻内や稲ワラ上に多量に残留するので、これらによる二次散布の

可能性が指摘されている(中村1983)。 今回の場合、このことが原因かどうかは分析結果が少な

く不明である。

水田跡の有無と Oηzα の出現状況にはかなりよい一致が認められるものの、一致しない場合

も若干認められた。一致しない原因としては、上述したようにいくつかのことが考えられるが

結論は下し得ない。この点の解決を含め、発掘時に遺跡の環境をより正確に把握するには、今

後、過去の同一時間面 (ま たは同一層準)でグリッドサンプリングを行ない、各花粉の分布状

態を層準ごとに検討する必要がある。

b)遺跡周辺の丘陵地の植生

APの消長はいずれの分析地点でも、10b層 より下部では O%%笏 が最優勢であり、Я雪%s、

物ゆ励笏、δ硫 パー豹跨ουαなども10～20%前後の値を示す。10b層 より上部では 02%熔 がゆ

るやかに減少を始め、逆に Fを塔 がやや増加傾向を示す。この傾向は9a層以上でより明瞭と

なる。しかし、物ゅ滅然、3硫熔―ル跨ουαではこのような傾向はほとんど認められない。現植

生から判断して、02ιπarsは ヨナラ、ミズナラ、物妙力熔 は大部分がアカシデ、助物雰―ル胸θ%

のカカOυαはケヤキから由来したものであり、いずれも丘陵帯以上に生育するものである。

物 盗 は主として山地帯に生育するブナと丘陵帯のイヌブナを花粉形態から区別することが

ほぼ可能であるが (内山1980)、 今回、両者の区別を試みたところ、両者の中間型の花粉も少な

からず観察された。そのため、図表には両種を区別して表示することは避けたが、ブナの花粉

がイヌブナのそれに比べやや多かつたことを付記しておく。以上のことから、当時、遺跡周辺

の丘陵には、ナラ類を主とし、アカシデ、ケヤキを多く混じえ、多くはないがイヌブナなどを



伴う落葉広葉樹林 (いわゆる暖帯落葉樹林)が繁茂していたと考えられる。ウθ力協励禦ハたは

連続して出現するが、その値はひくく、上述のブナのように遠距離からの飛来の可能性もある

ので、カシ類がこれらの林に伴っていたかどうかは不明である。なお、Ottα (コ クサギ属)、

資力笏 (ウルシ属)、 助 炒 励 (タ ニウツギ属)な ど二次的な植生によく認められる植物の花粉も

散発的に出現するのみであり、アカマツから由来したと考えられる Fι%クsも 低率であることか

ら、植生に対する人為干渉は大きくなかったと推定される。

1層では、それまでの落葉樹花粉が減少し、かわって物 塔 が優勢となり、Cリタレ%物 も地

点間でバラツキがあるものの増加する。これは、近年になって急速に人為干渉が大きくなり、

アカマツの二次林やスギ植林が拡大したためと考えられる。

以上のような結果は、鍋田遺跡 (畑中1982)、 泉崎前遺跡 (三好1982)、 富沢遺跡第15次発掘

調査 (守田1982)と ほぼ同様である。
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2.富 沢遺跡第 28次調査 におけるプラン ト・ オパール分析

古環境研究所  杉山 真二

1. はじbに

富沢遺跡第28次調査では、弥生時代の水田跡が 5時期にわたって検出され、最下層の水田跡

から約3m下では、縄文時代早期の遺物包含層が検出されている。

今回の調査は、水田跡の分析的確認と生産量の推定、その他の層における水田跡の探査、お

よび古環境の推定などを目的として行なわれたものである。

以下に、プラント・オパール分析調査の結果を報告する。

2.謝

試料が採取されたのは、第48図に示した No.1～No.20の 20地点である。このうち、No.1地

点の 1層～17層および28～35層、No.13地点の全試料は昭和62年 8月 5日 に古環境研究所に

よつて採取され、No.1地点の19層～25層およびその他の地点は、仙台市教育委員会によって採

取されたものである。

基本層序は 1層～35層に分層された。このうち、 9a、 10b、 lo d、 1l a、 1l Cの 各層は、

弥生時代の水田跡とされ、34層は縄文時代早期の遺物包含層とされていた。

試料は土層壁面において、各層ごとに5～ 10cm間隔で、容量50ccの 採土管ならびにポリ袋を

用いて採取された。

採取された試料数は計128試料であり、これらすべてについて分析を行なった。

3.分析方法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をも

とに、次の手順で行なった。

(1)試料上の絶乾 (105° C・ 24時間)および仮比重測定

(2)試料土約 lgを葎量し、ガラスビーズを混入 (直径約40μ m、 約002g)

※電子分析天葎により、 1万分の lgの精度で枠量

(3)脱有機物処理 (電気炉灰化法または過酸化水素法)

(4)超音波による分散 (150W・ 26kHz・ 15分間)

(5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去

(6)乾燥ののち封入剤 (オイキット)中に分散し、プレパラート作成

(7)検鏡・計数



同定は、機動細胞に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)をお

もな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行なった。計数は、ガラスビーズ個数が300以上になる

まで行なった。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

試料に混入したガラスビーズの個数 (個/g)に 、計数結果 (プラント・オパールとガラス

ビーズ個数の比率)をかけて、試料 lgあたりのプラント・オパール個数を求めた。これに仮

比重をかけて、試料 1ばあたりのプラント・オパール個数を求めた。

このようにしてイネのプラント・オパール密度を測定していくと、水田跡が埋蔵されている

層にピークが現れるのが通例である。また通常、イネのプラント・オパールが試料 lgあたり

5,000個以上検出された場合に、水田跡の可能性があると判断している。

こうして求められたプラント・オパール密度に、第13表の換算計数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体各部乾重)をかけて植物体量 (t/10a・ cm)を算出した。これに層厚をかけて、

その層で生産された植物体の総量 (t/10a)を 求めた。

第13表 各植物の換算係数 (単位 :10-5g)

藤原 (1979)の第 1表を一部改変

植 物 名 葉   身 全地上部 種  実

イ  ネ

ヒ    エ 12.20

ヨ    シ

ゴキダケ

ス ス キ 0.38

4.分析結果

同遺跡で検出されたプラント・オパールの分類群は、次のとおりである。イネ科について、

イネ、ヨシ属、ウシクサ族 (ススキなどが含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含まれる)、 ジュズ

ダマ属、シバ属、サヤヌカグサ属。タケ亜科について、ネザサ節、クマザサ属、その他。不明

について、Aタ イプ、Bタ イプ、棒状、その他。およびカヤツリグサ科、樹木起源である。

なお、不明Aタ イプは偏平で長軸方向に棟をもつ珪酸体、Bタ イプは棒状で長軸方向に棟を

もつ珪酸体である。これらは、埼玉県川国市の泥炭層 (杉山・藤原、 1987)な どでも多数検出

され、花粉分析との対応関係からカヤツリグサ科の可能性が考えられているが、珪酸体標本と

しては未確認である。樹木起源はブナ科に類似しているものが多い。(以上については、顕微鏡

写真を参照のこと)



No lと No.13地点については、上記の分類群について同定・定量を行ない、分析結果の数値

データを第18表に示した。また、環境の指標となるおもな分類群 (イ ネ、ヨシ属、ジュズダマ

属、ネザサ節、クマザサ属、不明A)に ついて、プラント・オパール密度のグラフを第50図に

示した。

その他の地点については、水田跡の調査が主目的であるため、主要な 5分類群 (イ ネ、ヨシ

属、タケ亜科、ウシクサ族、キビ族)についてのみ同定・定量を行ない、分析結果の数値デー

タを第16表に示した。また第17表に、各層の深度 (標高9,00mか らの深さ)や層厚および仮比

重の値などとともに、イネの推定生産量を示した。

5。 考 察

(1)水田跡の分析的確認

同調査区では、 9a、 10b、 lo d、 1l a、 ■ c、 の各層から畦畔が検出され、弥生時代の水

田跡と見られていた。これらの各層におけるイネのプラント・オパールの検出状況を第55・ 54・

53・ 52・ 51図に示したので参照されたい。

これらの層では、全体的にイネが検出された地点の割合は低く、密度もほどんどが3,000個 /
g未満と低いのが特徴的である。以下に、各層における稲作の有無と、そのひろがりについて考

察を行なった。

① 9a層

同層は 4地点で試料が採取された。このうちイネのプラント・オパールが検出されたのは、

No.1地点のみであった(第55図 )。 No.1地点の同層では、イネのプラント・オパール密度 (以

下、イネの密度と略記する)は、900個 /gと 微量である。しかし、直上の8b層ではイネは全

く検出されていないことから、上層からプラント・オパールが落ち込んだことは考えられない。

したがつて、同地点もしくは近傍で稲作が行なわれていた可能性が考えられる。

②10b層

同層は10地点で確認され試料が採取された。このうち、イネのプラント・オパールが検出さ

れたのは、No.2、 No.3、 No.13の 3地点である(第54図 )。

このうち No 13地点は、イネの密度は3,600個/gと やや低い値であるが、直上の10a層では

全く検出されていないことから、上層からプラント・オパールが落ち込んだことは考えられな

い。したがって、同地点もしくは近傍で稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

No.2、 No.3地点でも、イネの密度は1,700～2,700個 /gと 低い値である。直上層が採取さ



れていないため、上層からの落ち込みについては検証できないが、No.13地点と同様に稲作が行

なわれていた可能性が考えられる。

③10d層

同層は15地点で確認され試料が採取された。このうちイネのプラント・オパールが検出され

たのは、No。 1、 No.2、 No.6、 No.9、 No.12の 5地点である(第53図 )。

このうち、No.1地点はイネの密度は3,500個/gと やや低い値であるが、直上の10C層では

全く検出されていないことから、上層からプラント・オパールが落ち込んだことは考えられな

い。したがって、同地点もしくは近傍で稲作が行なわれていた可能性が高いと考えられる。

その他の 4地点では、イネの密度は800～1,900個/gと 低い値であるが、No.1地点と同様に

稲作が行なわれていた可能性が考えられる。

④ll a層

同層は12地点で確認され試料が採取された。このうち、イネのプラント・オパールが検出さ

れたのは、No.8、 No.9、 No.12、  No.14、 No.15の 5地点である(第52図 )。

このうち、No.14地点は、イネの密度は3,600個/gと やや低い値であるが、直上の10d層で

は全 く検出されていないことから、上層からプラント・オパールが落ち込んだことは考えられ

ない。したがって、同地点もしくは近傍で稲作が行なわれていた可能性が高いと考えられる。

その他の 4地点では、900～2,600個 /gと 低い値であるが、No.14地点と同様に稲作が行なわ

れていた可能性が考えられる。

⑤■ C層

同層はNo.1、 No.5の 2地点で確認され試料が採取された。イネのプラント・オパールは、

これらの両地点から検出された (第51図 )。

このうち、No.5地点は、イネの密度は34,500f固/gと極めて高い値である。したがって、同

層で稲作が行なわれていた可能性は高いと考えられる。なお、No.1地点では1,300個 /gと 低

いことから、なんらかの理由で周囲の稲藁が No.5地点にあつめられた可能性も考えられる。

以上のように、水田跡と見られていた各層で稲作が行なわれていたことが分析的にも確かめ

られたが、そのひろがりは比較的限定されたものであったと考えられる。



(2)その他の層における水田跡の可能1上について

上記以外の層でイネのプラント・オパールが検出されたのは、次表に示した各層である。た

だし、( )中の記号はイネのプラント・オパール密度を表わし、○は5,000個 /g以上、△は

5,000個/g未満を示している。

第14表 イネのプラント・オパールの検出状況

(水田跡が検出された層を除く)

層 位 イネが検出された地点 (密度 )

1 1(○ )、 13(○ )

3 1(○ )、 13(△ )

5 1 (△ ) (△ )

6 (△ )

8b (△ )

10a-3 (△ )

1 (△ ) (△ ) 11(△ )、 (△ ) (△ )

5(○ )

1 (△ )

以上のように、イネのプラント・オパールが検出されたのは、 1、 3、 5、 6、 8b、 10a、

10c、 1le、 13の各層である。このうち 1層 は現地表面であり、最近の水田耕作に由来するプラ

ント・オパールが検出されたものと考えられる。

3層 (近世)、 5層 (平安時代)、 およびne層の各層は、畦畔は検出されなかったものの、水

田作上の可能性が考えられていた。このうち、 3層 (No.1地点)は 15,000個 /g、 1l e層は

21,800個/gと非常に高い密度である。したがって、これらの層で稲作が行なわれていた可台ヒ

性は高いと考えられる。一方、5層 は2,800イ回/gと
'ヒ

較的低い密度である。したがって、この

層で稲作が行なわれていた可能性は考えられるものの、他所からプラント・オパールが混入し

た可能性も否定できない。

6層、8b層、10a層、10c層、および13層では700～3,400イ回/gと 低い密度である。このう

ち、10c層 と13層はそれぞれ10b層水田跡と■c層水田跡の直下層であり、6層 は水田作上の可

能性がある 5層の直下層である。したがって、これらの各層で稲作が行なわれていたことは考

えにくく、上層などからプラント・オパールが混入した可能性が考えられる。



(3)稲概の生産量の推定

水田跡が検出された各層について、そこで生産された稲靱の総量を推定し、次表にまとめた。

なお、生産量の算出過程は第17表を参照されたい。

第15表 各水田跡における稲糊生産総量の推定 (単位 i V10a)

(イ ネのプラント。オパールが検出された地点のみ)

以上のように、9a層では面積10aあたり0.16t、 10b層では平均0.24t、 10d層では平均0,42

t、 1l a層では平均0.87t、 1l C層では平均3.17tと 推定された。当時の稲柳の年間収量を面積 10

aあたり100kgと仮定すると、稲作が営まれていた期間は、1l C層で数十年間、それ以外の各層

では数年間と、比較的短期間であつたものと推定される。

なお、以上の値は、収穫方法が穂刈りで行なわれ、稲わらがすべて水田内に還元されたこと

を前提として求められている。ここで推定した稲概の生産総量ならびに稲作期間は、あくまで

も目安として考えられたい。

(4)古環境の推定

ネザサやクマザサなどのタケ亜科植物は、

'ヒ

較的乾いた土壌条件のところに生育し、ヨシ属

やジュズダマ属は比較的湿った土壌条件のところに生育している。このことから、両者の出現

地点 水田跡が検出された層位

9a 10b 10d 1la 1lc

ユ

2

3

5

6

8

9

平 均 0.87



傾向を見ることによって土層の堆積環境 (乾湿)を推定することができる。

No.1地点は、 1層 (現地表面)か ら最下層の35層 まで、ほぼ連続的に分析が行なわれた。そ

の結果、第50図①のように29層から34層ではタケ亜科が、それより上層ではヨシ属が卓越して

いることが認められた。なお、No.13地点でも同様の傾向が認められた。

このことから、29層から34層の時期は、ネザサ節やクマザサ属が繁茂するような、比較的乾

いた上壌条件であったものと推定される。ネザサ節の卓越は、縄文時代早期の遺物包含層であ

る34a、 34b層で特に著しくなっている。ネザサ節は、林床では生育しにくく、何らかの原因

で森林群落が破壊された結果、侵入するといわれている (室井、1960)こ とから、当時は森林

で覆われたような状況ではなく、ネザサ節が生育するような比較的開かれた環境であったもの

と推定される。

その後、29層を境に何らかの原因で湿地化し、ヨシ属が侵入して繁茂したものと推定される。

ヨシ属の卓越は10層 まで継続しているが、途中数回の増減が見られる。このことの原因として、

洪水などの自然災害による影響、または水田耕作などによる人為的な作用などが考えられる。

また、同遺跡で検出された弥生時代の水田跡は、ヨシ原を開墾して造成されたものと推定され

る。
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No l地点
試料名

第16表 試料 19あ たりのプランド・オパール個数

タケ亜科 ウシクサ族  キ ビ族タケ亜科 ウ シ クサ族

1,800    11,800         0         0
0    14,100     4,400       800

6,900     5,900         0         0
1,800     2,700         0         0
900       900         0         0
0    10,600       800        0
900    15,800         0         0
0     6,400         0         0
8,900        0        0        0
0    14,200        0        0

16,000        0        0        0
6,500     4,300     1,000         0
0     3,100        0        0

4,200     5,700         0         0
7,400    19,100        0        0
3,300     8,000       600        0
16,500     5,500        0        0
7,300     2,700        0        0
4,400     6,200        0      800
30,100     4,000        0        0

No 7地点
試料名

No 8地点
試料名

No 9地点
試料名

No10地点
試料名

10a-3
10b
ll a

Noll地点
試料名

10c
10d
ll a

N012地点
試料名

No13地点
試料名

1

3
5
6
7
8a
8b
9a
10a-1
10a-2
10a-3
10b
10c
10d-1
1l a
12
13
14
15
16
17

8,800
7,300
8,500

5,500
12,100
6,300

7,400
9,800
4,800

3,600
9,400
16,200

4,100
9,900
5,900

N014地点
試料名

No15地点
試料名

10b
10c
10d
ll a

N016地 点
試料名

8c
9a
10a… 1

No17地点
試料 名

0
0

3.600

5,400
2,800
7,200

ヨシ属

3,700
2,700
800
5,300

ヨシ属

1,900
1,800
900

ヨ シ属

2,700
3,500
12,600

ヨ ン属

5,500
800
2,800

ヨシ属

3,600
13,000
9,900

0
0

1.800

タケ亜科 ウシクサ族  キ ビ族

1

3
5
7
8a
8b
9a
9b
10a-1
10a-2
10a-3
10b
10c
10d
ll b
ll c

13
14
16
17

No 2地点
試料名

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

　

　

０

　

　

　

　

　

０

０

　

０

０

ｃ

ｄ

　
ａ

0        0
0        0
0       900

Ｃ

Ｊ
ｕ

　

ａ

タケ亜科 ウンクサ族  キ ビ族
タケ亜科 ウンクサ族  キ ビ族

Ｃ

ａ
ｕ

　

ａ

ｃ

ｄ

　
ａ

0
0

1,800

900
1,900
900

2,200
0
0

1,800
1,000
0

ヨシ属

900
900
3,800

ヨシ属

6,300
0
0

ヨ ン属

3,300
0

2,900

ヨシ属

4,100
0

1,900

ヨシ属

0
1,100
900
1,300
0
600
0
800
14,400
0

4,700
1,800
1,600
900
4,200
2,300
23,400
6,600
12,300
4,300
24,800

10c
10d
ll a

10c
10d
ll a

4,600
2,700
6,100
7.100

2,800
14,400
900

5,400
3,500
4,200

1,800
3,500
4,600

タケ亜科 ウンクサ族  キ ビ族

タケ亜科 ウシクサ族  キ ビ族

タケ亜科 ウシクサ族  キ ビ族

タケ亜科 ウンクサ族  キ ビ族

1,800     3,600       900       900
1,800     6,300        0        0
0    11,100        0        0

ヨシ属  タケ亜科 ウンクサ族  キ ビ族

タケ亜科 ウシクサ族  キ ビ族
ｂ

ｄ

ｂ

０

０

１

No 3地点
試料名

2,700
900
0

1,700
0
0
0

タケ亜科 ウ ン クサ族  キ ビ族

4,400
8,700
8,800

タケ亜科 ウシクサ族  キ ビ族

No18地 点
試料名 タケ亜科 ウンクサ族  キ ビ族

10b
10c
10d
ll b

No 4地点
試料 名

10b
10c
10e
ll b

No 5地点
試料 名

9,400
0

6,400
9,100
7,300
2,900
盗,700
2,700

ヨ ン属

9,400
46,700
2,700
1,800
5,400
4,900
3,800
5,400

9,200
10,400
3,700
3,400
700
2,700
3,300
16,400
10,800
4,700
2,800
2,700
6,700
10,100
3,300
11,800
5,800
4,600
900
1,700
0

7,100     3,500        0        0
7,500    12,300        0        0
0     8,200        0        0
0     9,000         0         0

1,000
900
900

36,900
1,100
2,800
3,400
0
0
0
0
0
0
0

3,600
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0

1,900 No19地点
試料名

8b
9b
10a-1
10a-3
10b
10c
10d
ll b

No20渕也テミ

試料名

8b
9a
10a-1
10a-3
10b
10c
10e
ll a

ll b

12

タケ亜科 ウシクサ属  キ ビ族

０

０

０

０

０

タケ亜科 ウシクサ族  キ ビ族

1,700    11,500        0        0
3,600     2,700        0        0
900     4,900        0        0
0     4.200      800        0

ヨン属  タケ亜科 ウンクサ族  キギ族

1,800    21,400       900        0
1,600    15,900        0        0
8,300     8,300        0        0

タケ亜科 ウシクサ族  キ ビ族

タケ亜科 ウンクサ族  キ ビ族

1l c

ll e

12

No 6地点
試料名

10b
10c
10d
ll a

34,500
21,800
0

7,200
1,700
800
4,100

1,800
900
4,900
11.500
1,800
8,100
4,700
0

16,400
4,800

7,200     1,000         0
3,500         0         0
7,100         0        0
8,200         0         0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

タケ亜科 ウンクサ族  キ ビ族

2,800
5,700
900
2,800
2,700
5,100
900
3,600
4,800
2,900

121・ 12つ



第17表-1 イネの生産量の推定(1)
占
小
地
名

陥
層 P.O.数   仮比重

f固ノ/g
P.O.数  稲 わ ら重
イ回/cc    t/10a.cm

稲 柳 重  稲籾総量
t/10a.cm     t /10a

深 さ 層 厚

1

3
5
7
8 a
8b
9a
9b
10a_1
10a_2
10a_3
10b
10c
10d
ll b
ll c

13
14
16
17

N02地 点
層  名   深 さ

0.93
1.16
0.71
0.50
0.50
0.50
0.53
0.53
0.28
0.28
0.27
0.27
0.50
0.55
0.35
0,35
0.26
0.26
0.15
0.15

P.O.数  仮比重
f固 /g

０。。

４。。

６。。

。

。

。

４。。

。

。

。

。

。

３。。

９。。

。

４。。

２。。

。

。

。

７。。

０。。

９。。

。

。

。

９。。

。

。

。

０

０

７。。

５。。

。

３。。

９。。

。

。

。

・０

３

・０

１５

・８

・９

２４

２８

３。

３５

３６

４。

４２

４５

４９

５３

５７

６３

６９

７２

一

一

4.01
3.32
0.11
0.00
0.00
0.00
0.08
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.06
0.36
0.00
0,08
0.04
0.00
0.00
0,00

2.16
1.79
0.06
0.00
0.00
0.00
0.04
0.00
0.00
0.00
0,00
0.00
0.03
0.20
0,00
0.04
0.02
0.00
0.00
0.00

15.14
23.30
0.31
0.00
0.00
0.00
0,16
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.09
0.78
0.00
0.16
0.12
0.00
0.00

層 厚 P.O.数   稲わら重  稲 籾 重  稲籾総量
イ回/cc      t/10a.cm    t/10a.cm    t /10a

10b        27
10d       32
1l b       37

2,700      0。 27
900      0.55
0      0.35

0.13
0.08
0.00

稲 わ ら重
t/10a.ctn

0,07
0.04
0.00

0.36
0.21

N03地点
層  名 層厚   P.O_数

cm  個 /g
仮比重   P.O.数

個 /cccc
稲 榔 重  稲籾総量
t/10aocm     t /10a

深 さ

10b
10c
10d
ll b

2
3
3
4

層 厚

1,700
0
0
0

P.O.数
個 /g

0.08
0,00
0.00
0.00

0.04
0.00
0.00
0.00

0.08
0.00
0.00

0。 27        400
0.50         0
0.55         0
0.35          0

No 4地点
層  名   深 さ イ反′ヒ重 P,O.数   稲わら重

イ固/cc     t/10a.cm
稲 柳 重  稲柳総量
t/1oa .cln   t /10a

10b       38
10c       41
10。       44
1l b       50

No 5地点
層  名   深 さ 数

・
Ｏ
．／ｇ

Ｐ
個

0.27
0.50
0.50
0.35

0       0.00
0       0.00
0       0.00
0       0.00

0.00        0.00
0.00        0.00
0.00        0.00
0.00

稲 概 重   稲柳総量
t/10a.cm     t /10a

層 厚 仮比重  P.O.数
個 /∝

稲わら重
t/10a.cm

1l c       39
1l e        44
12         51

0.35      12,000
0.35       7,600
0.50           0

1.24        6.18
0.78        5。 48
0.00

34.500
21,800
0

P.O.数
個 /g

2.29
1.45
0.00

N06地点
層  名 イ反とし重 稲わら重  稲 柳 重  稲秘総量

t/10a.cla    t/10a.cm     t /10a
深 さ 層 厚

数
。
Ｏ
．
れ

Ｐ

個

10b
10c
10d
ll a

0.27
0.50
0.55
0.35

0.00
0.00
0.08
0.00

0.00
0.00
0.04
0.00

0.00
0.00
0。 16



漆

ｃｍ

占
〔
地
名

配
層 層 厚

第17表-2 イネの生産量の推定(21
.数  仮 比 重

・
０
／
ｇ

Ｐ

個 后デと
数  夢紺轟  夢1語 .最  甲フ総ξ

0.50
0.55
0.35

イ反士ヒ重

0.00
0.00
0.00

0.00
0.00
0.00

0.00
0.00

No 8地点
層  名 数

・０。れ
Ｐ
個

数
・
Ｏ
．／
ｇ

Ｐ

個機
的

層 厚 稲わら重  稲 秘 重  稲概総量
t/10a.cm    t/10a.cm     t /10a

10c
10d
ll a

No 9地点
層  名

0
0

1,800

0.50
0.55
0.35

1反士ヒ重

0.00
0.00
0.11

0.00
0.00
0.06

0.00
0.00
0.60

稲 柳 総 量
t/1o a

数

。
。
６。。
　
　
　
。
Ｏ
．施

Ｐ
個

数
・
Ｏ
．／
ｇ

Ｐ

個

４

５

・０

３５

３９

４４

　

　

漆

ｃｍ

層 厚 稲 わ ら重  稲 柳 重
t/10a.cm    t/1oa.cm

７

７

・９

900
1,900
900

0.50
0.55
0.35

イ反上ヒ重

400
1,000
300

0.08
0.19
0.06

0.04
0.10
0.03

0.29
0.72
0.57

稲標総 量
t/10a

N010地点
層  名   深 さ 層 厚 数

・Ｏ．施
Ｐ
個

数
・
Ｏ
．／
ｇ

Ｐ

個
稲 わら重  稲 柳 重
t/10a.cm    t/1oa.cm

10a-3
10b
ll a

N011地 点
層  名

42
51
60

深 さ 層 厚

９

９

・３

数
・
Ｏ
．／
ｇ

Ｐ
個

0.28
0.27
0.35

仮比重  P.O.数
イ固/∝

稲 柳 重  稲秘総量
t/1oaocm     t /10a

0.00
0.00
0.00

稲 わ ら重
t/10a.cm

0.00
0.00
0.00

0.00
0.00

10c       50
10d       55
1l a        61

No12地 点
層  名   深 さ

2,200
0
0

0,50       1,10o
O.55           0
0.35           0

仮 比重   P.o.数
個 /cc

0.21
0.00
0.00

稲 わ ら重
t/10a.cm

0.11       0.57
0.00        0.00
0 00

稲 柳 重  稲秘総 量
t/10a.cm     t /10a

層 厚 数
・
Ｏ
．／
ｇ

Ｐ

個

10c
10d
ll a

No13地 点
層  名 深 さ  層厚

８

６

・３

数
・
Ｏ
．／
ｇ

Ｐ

個

0.50
0,55
0.35

イ反士ヒ重

0.10
0.08
0.06

稲 わ ら重
t/10a.cm

0.05
0.04
0 03

0.41
0.25
0.39

稲料総 量
t/1o a

重

ｃｍ

糎

Ｏａ

脂
／

数

５。。
４。。
３。。
　
　
　

・
Ｏ
すれ

Ｐ
個

1

3
5
6
7
8a
8b
9a
10a_1
10a-2
10a-3
10b
10c
10d-1
1l a
12
13
14
15
16
17

0.96
0 83
0.61
0.60
0.57
0.47
0.50
0.53
0.26
0.26
0.21
0.27
0.50
0.55
0.35
0.50
0.26
0.26
0.12
0.15
0.15

500
900
700
000
0
0
0
0
0
0
0
900
0
0
0
0
0
0
0
0
0

6.78
0。 17
0.32
0.38
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0 00
0.00
0.17
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

3.66
0.09
0.18
0。 21
0.00
0,00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.09
0.00
0 00
0.00
0.00
0.00
0 00
0.00
0.00
0.00

65.82
0.56
0.70
1.44
0.00
0,00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.28
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

９。。

１。。

８。。

４。。

。

。

。

。

。

。

。

６。。

。

。

。

０

０

０

０

０

０

３６

１

２

３

　

　

　

　

　

　

　

３

・８

６

４

７

７

８

２

８

７

４

７

３

３

４

・２

３

７

５

８

４

・０

・２５

・７
・１
３
・０
・７
２５
２７
３５
４２
４６
５３
５６
５９
６３
７５
７８
８５
９。
９８
・０２



No14地点
層  名  深 さ

第17表-3 イネの生産量の推恵 3)

層厚  P.O.数  仮比重  P.O.数   稲わら重
cm    f固 /g              f固 /cc     t/10a,cm

稲 籾 重  稲料総量
t/10a.cm    t /10a

４

５

５

Ｃ

ａ
ｕ
　
ａ

N015地 点
層  名   深 さ

盗           0
6           o
12       3,600

層厚   P.O.数
cm   個 /g

0.50
0.55
0.35

0
0

1,200

0.00
0,00
0.23

稲 わ ら重
t/10a.cm

0.00
0.00
0.12

0.00
0.00
1.44

仮比重   P,O.数
個 /∝

稲 靱 重  稲秘総量
t/10a ocln    t /10a

10b       45
10c       48
10d       51
1l a       56

No16地点
層  名   深 さ 層厚   P.O.数

cm    イ固/g

３

３

５

１５

0.27
0.50
0.55
0.35

,更士ヒ彊臣

0.00
0.00
0.00
0.17

0.00
0.00
0.00
0.09

0.00
0.00
0.00
1.35

数
・
Ｏ
．施

Ｐ

個
稲わら重  稲 籾 重  稲柳総量
t/10a.cm    t/10a.cm    t /10a

8c
9a
10a_1

N0171t点
層  名   深 さ 層厚  P.O.数

cln  個 /g
P.O.数
個 /∝

８

１０

４

0.50
0.53
0.28

1反士ヒ重

0.08
0.00
0.00

0.04
0.00
0.00

0.33
0.00

稲わら重  稲 柳 重  稲秘総量
t/10a.clla    t/10a.cn    t /10a

10c       48
10d       53
1l a        58

900        0.17
0        0.00
0        0.00

0.09        0.46
0.00        0.00
0.00

0.50
0.55
0.35

点地

名

・８陥

層 深 さ 層 厚 P.O.数  仮比重
個 /g

PoO.数   稲わら重  稲 柳 重  稲秘総量
イ固/cc      t/10a.cm    t/10a.cln    t /10a

10c
10a
ll a

４

６

Ｈ

0      0.50
0      0.55
0      0.35

P.O.数  仮比重
個 /g

0       0.00
0       0.00
0       0.00

0.00
0.00
0.00

0.00
0.00

No19コ也五ミ

層  名  深 さ 層 厚 数
・
Ｏ
．角

Ｐ

個
稲わら重
t/10aocm

稲 秘 重  稲料総量
t/10a.cm    t /10a

8b        13
9 b        21
10a-1     26
10a-3     35
10b       39
10c       45
10d        47
1l b      51

No201tL点
層  名   深 さ

8
5

9
4
6

2
4
3

0      0.50
0      0.53
0      0.28

1,800      0.28
0      0.27
0      0.50
0      0.55
0      0.35

P.O.数   仮 比重
個 /g

0.00
0.00
0.00
0.10
0.00
0.00
0.00
0.00

稲 わ ら重
t/10a.cm

0,00
0.00
0.00
0.05
0,00
0.00
0.00
0.00

0.00
0.00
0.00
0.21
0.00
0.00
0.00

層 厚 P.O.数
個 /cc

稲 秘 重  稲秘総量
t/10a o cln    t /10a

8b
9a
10a_1
10a-3
10b
10c
10e
ll a

ll b

12

0.50
0.53
0.28
0.28
0.27
0.50
0.50
0.35
0.35
0.50

0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

12
19
23
28
37
39
45
47
49
51

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0



①Nol地点

標高 騨
9m―

(18・ 21。 23。 26・ 27層 は未分析)
イネ      ヨン属  ジュラ

8
8
10
10

②Nα13地点 (18～ 28層は未分析)

イネ   ヨン属
層位   O  1  2  o  l

縮
ぃ９ｍＬ　　８ｂ．却】【‐Ｏｄ勝　鮮

第50図 No l地点・No1 3地点におけるプラント・オパール分析結果 (単位×104TH/9)





3.富沢遺跡第28次調査の上壌と火山灰
東北大学農学部  山田 一郎

庄子 貞雄

1.土壌の諸1生質

第28次調査区の上壌は大きく3つ に区分できる。上位部は 1層から5層 までで、この部分は、

鉄の斑紋が認められることからわかるように,ヒ較的水はけの良い土壌である。中位部は 6層か

ら21層 までで、黒泥や泥炭が多く認められる部分である。これらの上壌は黒泥や泥炭が発達し

ていることから、水はけの悪い湿
′隆な土壌であることがわかる。また、これらの上壌中に認め

られる無機質層はいずれもHC(重粘土)の粘土層である。下位部は22層以下である。これらの

層は 4つ に細分できる。上から23層～25層、27～ 28層、29～33層、34～35層である。断面観察

からみて、これら4区分は4回の土砂の流入があったことを示している。下位部には砂層やシ

ルト質層が多く認められることからみて、水はけの良い土壌であったと考えられる。ただし、

縄文時代早期後葉の遺物が出上した34層は粘土含量が高く、水はけはやや悪い環境であつたと

考えられる。

弥生時代の水田跡は9a層、10b層、10d層、■a層、■c層の 5層よりみい出されている。

これらの上壌は、重粘土 (9a、 10b、 10d)、 黒泥 (1la、 Hc)であり、いずれも湿性な上壌環

境であったことを示している。試料 No.7と 8、 11と 12、 13と 14、 15と 16、 17と 18は いずれも前

者が水田跡がみい出された層、後者がそれに対応する非耕作土である。非耕作土は粘土と黒泥

の不攪乱の互層になっているが (10c層、12層 )、 作上では攪乱のためこの互層が消失している

(10b層、Hc層 )。

2.29層の火山灰

29層上部にはシルト質のガラス質火山灰がブロック状にみい出された。この火山灰の火山ガ

ラスの化学組成を第20表に示した。この火山ガラスは Si02含量が74%と 珪長質な無色ガラス

である。表には示さなかったがこの火山ガラスの形態はほとんどが発泡性の良いスポンジ型で

あつた。第20表には富沢遺跡第 5次調査区33層の火山灰の火山ガラスの化学組成も示した。両

火山灰の火山ガラスの化学組成は極めて類似しており同一の火山灰と考えられる。第 5次調査

区33層の火山灰の年代は
14c年代より5,500年前と考えられている。両火山灰は年代の類似性よ

り、十和田火山起源の中標火山灰の可能性が考えられるが、この点についてはさらに検討する

必要がある。



第19表 土壌の諸性質
サンプルNo 採取位置 層位 土  色 土 性 腐植 斑紋(鉄 ) 遊離鉄% 備 考

l Ⅱ区東壁C-7 1 5Y/ CL 富む 糸根状含む 1層直下に鉄の集積層

2 E区東壁C-7 3 5Y% LiC 宮む 糸根状合む

3 Ⅱ区東壁C-7 4 10Y R/ HC 含む 管状合む

4 Ⅱ区東壁C-7 5 5Y% HC 富む 管状あり 灰自色火山灰を含む

5 I区東壁C-7 7 10Y Rユ・/(黒泥)

10Y R%(粘土) HC 含む

6 Ⅱ区東壁C-7 10Y R%(粘土) HC 含む 粘土、黒泥、泥炭の互層

10Y Rl・ /(黒泥)

10Y R/(泥炭)

7 Ⅱ区東壁C-7 10Y R% HC 含む 弥生時代水田跡

8 Ⅳ区南壁E-1 10Y R% HC 合む 非耕作土、炭化層?あ り

9 Ⅱ区東壁C-7 10Y%(泥炭)

Ⅱ区東壁C-7 10Y RL/(黒泥)

ll I区東壁C-7 R% HC 含む 弥生時代水田跡

Ⅲ区東壁D-7 10Y R%(粘土) 非耕作土、

粘土、泥炭の互層Nl・ /(炭化物?)

5 Yl・ /(黒泥)

I区東壁B-4 25Y/ HC 合む 弥生時代水田跡

Ⅳ区前壁E-1 25Y% HC 合む 非耕作土

Ⅱ区東壁C-7 25Y/(黒泥) 弥生時代水田跡

I区北壁A-2 10Y R%(泥炭) 非耕作土

I区東壁B-4 5Y%(黒泥) 弥生時代水田跡

Ⅲ区東壁D-7 5YR%(粘土) 非耕作土、

粘土、黒泥の互層2.5Y%(粘土)

5Y/(黒泥)

19 I区商壁C-2 25Y% LiC あり 火山灰を含む

I区北壁B-2 25GY/ HC あり

21 I区北壁B-2 5Y/ HC 含む 植物遺体あり

I区北壁B-2 5Y% LiC 含む 植物遺体あり

I区北壁B-2 2.5Y/ CL 含む 0,70 植物遺体あり

I区北壁B-2 10G Y/ HC 上
の 0,86

第20表 火山ガラスの化学組成 ※単位%
試 料 名 Si02 A1203 Fe203 MgO CaO Na2 0 K20 MnO Ti02

富沢遺F/BI第 28次調査 (総合支所)29層
(n=20) 74 03 14 77 2 55 0 92 2 65 3.33 0 03 0 41

富沢遺跡第 5次調査 (′鳥居原) 33層
(n=20) 73 06 14 45 2 60 0 96 2 72 4 48 0.43



4.富沢遺跡 (総合支所予定地)出土材同定
パリノ・サーヴェイ株式会社  高橋 不町彦

1.試料

試料はL-1～L-17、 L-23～L-27、 L-32の 23点で、弥生時代桝形囲式期のものとされる

1la層水田跡、同桝形囲式期～十三塚式期のものとされる10b・ 10d層水田跡、同十二塚式期の

ものとされる9a層水田跡および平安時代以前のものとされるSD 3か ら検出された木製品と

杭である (第21表 )。

2.方法

剃刀の刃を用いて、試料の木口・柾目・板目三面の徒手切片を作成、ガム・クロラール (Gum

Chloral)で封入、生物顕微鏡で観察。同定した。同時に、顕微鏡写真図版 (図版63～66)も 作

成した。

3.結果

同定結果を一覧表で示す (第21表 )。

次に、各試料の主な解剖学的特徴や一般的性質などについて種類ごとに述べる。

・カヤ (拘 79α η%θ披筋) イテイ科 L ll

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞、樹脂道はない。放射仮道

管はなく、分野壁孔は小型の半有縁壁孔対。放射組織は単列、 1～15細胞高。仮道管内壁には

対をなしたらせん肥厚が認められる。

カヤは、本州 (岩手・山形県以南)。 四国。九州の常緑広葉樹林中に点生する常緑高木で、樹

高25～30mに もなるが生長は極めて遅い。庭木として植栽されることも多く、いくつかの変・

品種がある。その材は針葉樹としては重い方で、強度は中程度、割裂性は大きく、加工は容易、

保存性特に耐水性に優れる。建築・各種桶類 。本地・器具・家具材など各種の用途が知られ、

碁盤としては最高級品とされる。種子は食用となるほか、搾油 (食用・燈用・頭髪用)さ れた

り駆虫薬としても使われた。

・オニグルミ Jttιa%Sαケ協%減ヵ励) クルミ科 L26.

散孔材で年輪界付近でやや急に管径を減少させる。管孔は単独および 2～ 4個が複合、横断

面では楕円形、管壁は薄い。道管は単穿孔を有し、壁孔は密に交互状に配列、放射組織との間



では網目状となる。放射組織は同性～異性Ⅲ型、 1～ 4細胞幅、 1～ 40細胞高。

線状、周囲状および散在状。年輪界は明瞭。

オニグルミは、北海道から九州までの川沿いなどに生育する落葉高木である。

程度、力日工は容易で狂いが少なく、保存性は低い。銃床として用いられるほか、

具材などの用途も知られている。種子は食用となり、栄養価に富む。

柔組織は短接

材の硬さは中

各種器具 。家

・ コナラ属 (コ ナラ亜属ヨナラ節)の一種 [02ιπ姑 (subgen.L砂″防α力η%S Sect.き� 熔 )

sp.]ブナ科 L3,L10,L23,L24.

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列す

る。大道管は横断面では円形～楕円形、小道管は横断面では多角形、ともに単独。単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では棚状～網目状となる。放射組織は同性、単列、

1～20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

コナラ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (いわゆるドングリ)が 1年目に熟す

るグループで、モンゴリナラ (Oクιπ笏 吻οηgθ肪)と その変種ミズナラ (O ηθηgο′ケεα var,

ξ℃SStt3γ冤筋)、 コナラ (O,s物力)、 ナラガシワ (o.α鯵%,)、  カシフ (o力η物効)と い
くつかの変・品種を含む。モンゴリナラは北海道・本州 (丹波地方以北)に、ミズナラ・カシ

フは北海道 。本州・四国。九州に、ナラガシワは本州 (岩手・秋田県以南)。 四国。九州に分布

する。このうち平野部で普通に見られるのはヨナラである。ヨナラは樹高20mに なる高木で、

古くから薪炭材として利用され、植栽されることも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具・

機械。檸材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ (o.αεクぬs″%α)に次ぐ優良材である。

枝葉を緑肥としたり、虫えいを染料とすることもある。

・コナラ属 (コ ナラ亜属クヌギ節)の一種 [⑨廃π姑 (subgen.L砂蒻οうα協紹姑 Sect.働知万s)sp.]

ブナ科 Ll,L2,L5,L32.

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら放射状に配列す

る。大道管は横断面では楕円形、小道管は横断面では角張った円形、ともに単独。単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では棚状となる。放射組織は同性、単列、 1～20細

胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属の中で果実が 2年目に熟するグループで、クヌギとアベマキ (O.

υαηα♭ゲ流)の 2種がある。クヌギは本州 (岩手・山形県以南)。 四国。九州に、アベマキは本州

(山形・静岡県以西)・ 四国。九州 (北部)に分布するが、中国地方に多い。材の解剖学的特徴

のみで両者を区別することはできないが、試料はクヌギである可能性が高い。クヌギは樹高15



mに なる高木で、材は重硬である。古くから薪炭材として利用され、人里近くに萌芽林として

造林されることも多く、薪炭材としては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材、

精木などの用途が知られる。樹皮・果実はタンエン原料となり、果実は染料・飼料ともなった。

・クリ (Cαs″%ια εttηα″) ブナ科 L-8,L9,L16,L25.

環孔材で孔圏部は 1～ 5列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列す

る。大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放射)方向

に複合、横断面では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放

射組織との間では概状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1～15細胞高。柔組織は周囲

状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国 。九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。

材はやや重硬で、強度は大きく、カロエはやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築
。器具・

家具 。薪炭材、悟木や海苔粗柔などの用途が知られている。樹皮からはタンニンが採られ、果

実は食用となる。

・シイノキ属の一種 にお力%ψstt sp。 ) ブナ科 L-13.

半環孔性の放射孔材で、大道管は単独、横断面では楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が

斜 (放射)方向に複合、横断面では角張った楕円形～多角形で、単穿孔を有する。放射組織は

同性、単列、 1～ 20細胞高。柔組織は周囲状、散在状および短接線状。年輪界は明瞭。

シイノキ属には、ツブラジイ (コ ジイ)(G2s″ %砂sλ ε姿″物″)と その変種スダジイ (C.

物ψケカカVar.s″う激″)がある。カシ類とともに暖温帯常緑広葉樹林の主要構成種である。ツ

ブラジイは本州 (伊豆半島以西南)。 四国・九州に、スダジイは本州 (福島・新潟県以南)。 四

国 。九州・琉球に分布し、また植栽される高木である。一般には、スダジイが沿海地、ツブラ

ジイが内陸地に生育する。材はやや重硬で、割裂性は大きく、加工はやや容易、耐朽性は中程

度～低い。材質的にはツブラジイはスダジイより劣るものとされている。薪炭材としての用途

が最も多く、器具・家具 。建築材などにも用いられる。種子は食用となり、樹皮はタンニン原

料となる。

・コクサギ (0ゅ紹 ブ妙ο%ケ能) ミカン科 L4.

紋様孔材。道管は複合し火炎状に配列、横断面では多角形、単穿孔を有し、壁孔は交互状～対

列状に配列する。放射組織は異性H型、単 (～ 2)列、 1～20細胞高。柔組織はターミナル状。

年輪界は明瞭。



ヨクサギは本州・四国・九州の丘陵地に生育する落棄低木で、石灰岩地では群生する。低木

であるため材の用途は特に知られていない。葉を緑肥や堆肥とするほか、殺虫剤としても利用

された。

・カエデ属の一種 (4εσγ sp.)カ エデ科 L6,L7,L14,L15.

散孔材。道管は横断面ではやや角張った楕円形、単独および 2～ 4個が複合、単穿孔を有し、

内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1～ 10細胞幅、100細胞高を越えるものも

ある。柔組織はターミナル状、周囲状または随伴散在状、接線状。年輪界はやや不明瞭。

カエデ属には、イタヤカェデ (4οιγ ttθ%0)や イロハモミジ (4クα′吻α蕨%)な ど約25種が

自生し、また多くの品種があり植栽されることも多い。属としては琉球を除くほぼ全上に分布

する落葉高木～低木である。一般に材はやや重硬・強靱で、加工はやや困難、保存性は中程度

である。器具・家具 。建築・装飾・旋作 。薪炭材などに用いられる。

・エゴノキ属の一種 (乾輝笏 sp。)エ ゴノキ科 L12.
散孔材で管壁は薄 く、横断面では楕円形、 2～ 4個が複合または単独で、年輪界付近で管径

を減ずる。道管は階段穿孔を有し、段 (bar)の数は 5～ 10。 放射組織は異性H型、 1～ 3細胞

幅、 1～20(50)細胞高。 柔組織は短接線状および散在状。年輪界はやや不明瞭。
エゴノキ属には、エゴノキ

“

り勧 ,妙ο%″め、ハクウンボク (Sοうpss力 )、 コハクウンボク

G磁 捻 力%α)の 3種がある。エゴノキは北海道 (渡島)・ 本州・四国 。九州・琉球に、ハク
ウンボクは北海道 (北見・石狩以南)・ 本州・四国。九州に、コハクウンボクは本州 (栃木県以

南)・ 四国。九州に分布する落葉高木～低木である。材はやや重硬で割裂しにくく、力日工はやや

容易、旋作・器具・薪炭材などに用いられる。果皮にはエゴサポエンを含み、洗剤や魚毒とし

て用いられた。またハクウンボクの種子から搾られた油月旨からはロウソクが作られた。

・ トネリコ属の一種 (ご年転力鉢 sp。) モクセイ科 L17,L27.
環孔材で孔圏部は 2～ 4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管は横断面では

円形～楕円形、単独または 2個が複合、複合部は厚くなる。単穿孔を有し、壁孔は小型で密に

交互状に配列する。放射組織は同性 (～異性Ш型)、 1～ 3細胞幅、 1～ 20細胞高。柔組織は周

囲状およびターミナル状。年輪界は明瞭。

トネリコ属には、シオジ 働 焼熔 夕ヵ助
"力

)、 トネリコ (ニ ア妙ο%ゲεα)、 アオダモ (F
力Υ ttθ能)な ど約 8種が自生する。このうちヤマ トアオダモ (2物んgic%ψた)・ マルバアオダ
モ (Fs″うθテ″テαηα)。 アオダモは北海道・本州・四国・九州に、ヤチダモ (F ttαηぬ力2万θα var.



力知%たα)は北海道・本州 (中部地方以北)に、 トネリコは本州 (中部地方以北)に、シオジは

本州 (関東地方以西)・ 四国・九州に分布する。いずれも落葉高木である。材の性質は種によっ

て異なるが、一般には中庸～やや重硬で、靱性があり、カロエは容易で、建築・器具 。家具・旋

作・薪炭材などの用途が知られる。

4 考察

試料はいずれも力日工痕の認められる木製品であるが、用途の明らかなものはL-1の鍬、L―

32の杵と、L-4～ L-16の杭である。鍬・杵にはともにクヌギ節 (ク ヌギと考える)が用いら

れていた。出土層位からみて弥生時代中頃のものと思うが、東北地方での検出例はほとんどな

い。この時代の農具類には西南日本ではカシ類を、関東地方ではクヌギ (類)を用いる例が多

く知られている。またクヌギと同じ落葉ナラ類に属するコナラ節の検出例は少なく、当時の人々

が両者の材質の違いを認識したうえで樹種の選択を行なっていたと推測されている (鈴木・能

城 1986)。 本遺跡でも用途不明の加工材などにはヨナラ節も用いられているものの、同様の推

測が成り立つものと考える。また、木質遺物 (加工材)におけるコナラ節とクヌギ節の関係は、

山形県西沼田遺跡から検出された古墳時代のものとされる建築材でも認められており (パ リ

ノ・サーヴェイ株式会社 1986)、 今後の課題として留意したい。

杭は、弥生時代十二塚式期～桝形囲式期のものとされる9a・ 10b・ 10d・ 1la層の 4層の水田

跡から計13点検出され、カエデ属 (4点 )、 クリ (3点 )、 カヤ・コナラ節・クヌギ節・シイノ

キ属・コクサギ・エゴノキ属 (各 1点)が同定された。試料数に比して多くの樹種が用いられ

ているといえよう。隣接する富沢遺跡第15次調査地では桝形囲式期のものとされる杭の34点中、

29点をクリ1種が占めていた (高橋 1987)こ ととは対照的である。ただ、試料は水田跡から検

出されているものの、同時代のものとは断定できないようである。第15次調査地ではクリの極

端な選択性が時代とともに薄れる傾向もある (高橋 前出)と されており、今回の結果は、試料

がより新しい時代のものであることを示しているものかもしれない。

一方、杭の中にシイノキ属が 1点認められている。現生のシイノキ属は上述のように暖温帯

常緑広葉樹林の主要構成種である。仙台市周辺ではアカガシ・アラカシの自生は認められてい

るものの、シイノキ属の自生は認められず、スダジイの太平洋岸での分布北限は福島県原町市

とされている(福島県植物誌編さん委員会 1987)。 試料は、樹皮のついた径 4 cmほ どの小材で

あることから搬入材またはその転用材の可能性は考えにくく、また杭であることからも採取地

のごく近 くに生育していた樹木から伐られたものと思う。出土状況を含めて検討する余地があ

ろう。

9a層水田跡から検出された杭のうち、L-5と L-7は 試料の最外側に樹皮が残ってい



た。樹皮のついた材試料からは、当時も現在と同じ季節変化と樹木の生長があったと仮定でき

るならば、その材の死亡 (伐採)季節の推定が可能である。L-5は 4年生の小枝で、 4年目
の早春 (おそらく新葉の展開期の前後)に、L-7は夏～秋に伐られたものと推定できる。し
たがつて、伐採した木材を杭として使用するまでの時間差がほとんどないとすれば、両杭の使

用時期にはほぼ半年の差があることになろう。

引用文献

福島県植物誌編さん委員会 1987 福島県植物誌,481pp.

パリノ・サーヴェィ株式会社 1986 西沼田遺跡出土建築材同定 。種子分析報告,「山形県埋蔵

文化財調査報告書第101集 西沼田遺跡発掘調査報告書」, 山形県・山形県教育委員
会, 91-105pp.

鈴木三男・能城修-1986 新保遺跡出土加工木の樹種,「新保遺跡 I 弥生・古墳時代大濤編
関越自動車道 (新潟線)地域埋蔵文化財発掘調査報告書第10集」,群馬県教育委員会・

(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団,71 94pp.

高橋 不U彦 1987 富沢遺跡出土材同定,「仙台市文化財調査報告書第98集 富沢 富沢遺跡第15
次発掘調査報告書」,仙台市教育委員会,379 412pp.

第21表 富沢遺跡 (総合支所予定地)出土材の樹種 ※L-32は 第29次調査区出土のもの
試料番号 種 別 遺 構  名 出土層位 名種

L-1
L-2
L-3
L-4
L-5
L-6
L-7
L-8
L-9
L-10
L―-11

L―-12

L―-13

L-14
L―-15

L―-16

L―-17

L―-23

L―-24

L―-25

L―-26

L―-27

L―-32

鍬
用途不明
用途不明
杭
杭

杭
杭
杭
杭
杭

杭
杭
杭
杭
杭
杭

杭材
加工材
分割材
分割材
分割材
板
杵

1l a層水田跡
1l a層水田跡
SD3
9a層 水田跡
9a層 水田跡
9a層 水田跡
9a層 水田跡
9a層 水田跡
9a層 水田跡
9a層 水田跡
10b層 水田跡
10d層 水田跡
1l a層水田跡
10d層水田跡
1l a層水 田跡
10d層水田跡
9a層 水田跡
9a層 水田跡
9a層水田跡
9a層 水田跡
9a層 水田跡
10d層水田跡
10d層水田跡

大畦円半Jヒ吉E
大畦畔内
堆②層

小畦畔上面

大畦畔内
大畦畔内
9b層下面
9b層上面
大畦畔上面
大畦畔上面

耕作土上面

コナラ属 (コ ナラ亜属 クヌギ節)の一種
コナラ属 (コ ナラ亜属 クヌギ節)の一種
コナラ属 (ヨ ナラ亜属 コナラ節)の一種
コクサギ
コナラ属 (コ ナラ亜属 クヌギ節)の一種
カエデ属の一種
カエデ属の一種
クリ
クリ
コナラ属 (コ ナラ亜属 コナラ節)の一種
カヤ
エゴノキ属の一種
シイノキ属の一種
カエデ属の一種
カエデ属の一種
クリ

トネリコ属の一種
コナラ属 (コ ナラ亜属 コナラ節)の 一種
コナラ属 (コ ナラ亜属 ヨナラ節)の一種
クリ
オニグル ミ
トネリコ属の一種
コナラ属 (コ ナラ亜属 クヌギ節)の一種



5.富 沢遺跡第 28次調査 出土種子鑑定結果

東北大学農学菩Б  星川 清親

庄司 駒男

出土種子の鑑定結果は、第22～24表に示すごとくである。サンプル Nol～ 6は モモ (現在の

水蜜系のモモではなく、在来のワモモの種子である。)、 No.7は スモモと判定した。No.8～ 25

(No,15を除く)イよ全てオニグルミであるが、いちじるしい個体変異がみられる。No 15は トチ

である。

No 26～ 30は土塊であるが、これをほぼ5cm× 5cm× 3cmに切 りとり、ウォーターセパレー

ションしてみると、色々な草の種子が見出された。各サンプルについての鑑定結果は第23・ 24

表に示した。いずれも水田跡耕作土とのことであるが、まさにその土中から見出されるものは、

全て水生雑草、水湿性雑草の種子であった。No.30サ ンプルからは、イネの概片が 2個見出され

た。図版6930に 示すごとく、靱はかなり破壊されており、日本型かインド型かの区別は明らか

ではなかった。しかし、この上壌において稲作がおこなわれていたことを実証するものといえ

るだろう。

第22表 宮沢遺跡第28次調査出土種子鑑定結果 1

資料NO 違 構 名 地区名 層 位 時 代 点数 鑑定結果 長さmm 一帥 厚さInlr 誰 図版番号

〕 D-5 5層 平安時代以降 モ モ 67-1

2 E-5 5層 平安時代以降 モ モ 67-2-① ②
3 E-5 5層 平安時代以降 モ モ 67-3

4 堆①層 平安時代以前 モ モ 67-4

5 堆①層 平安時代以前 モ モ 67-5

6 SD3 堆O層 平安時代以前 モ モ 67-6

7 鞠0層 平安時代以前 スモモ 67-7

8 9a層水田跡 C-6 耕作土 弥生時代(十三塚式期) オニグル 11 半分 67-8

9 10d層水田跡 C-4 耕作土 弥生時代 オニグルミ 半分 67-9

10d層水田跡 B-5 耕作土 弥生時代 オニグルミ 半分 67-10

11 10d層水田跡 C-6 耕作土 弥生時代 オニグルミ 半分 67-

12 1l a層水田跡 D-3 耕作土 弥生時代t桝形囲式期) オニグルミ 半分 67-

13 Ha層水田跡 E-5 耕作土 弥生時代(桝形囲式期) オニグルミ 半分 67-

1l a層 水田跡 E-5 耕作土 弥生時代(桝形囲式期) オニグルミ 半分 68-14

15 Ha層 水田跡 D-6 耕作土 弥生時代t桝形囲式期) トチ 68-―

1l a層 水田跡 D-3 耕作土 弥生時代t桝形囲式期) オニグルミ 半分 68-

17 1l a層 水田跡 B-6 耕作土 弥生H手代(桝形囲式期) オニグル 一部欠け 68-

C-3 1l b層 弥生時代t桝形□式期以前) オニグルミ 半分 68-18

19 C-4 1l b層 弥生時代t桝形□式期以前) オニグルミ 3 半分 68-19

B-4 1l b層 弥生時代t桝形囲式期以前) オニグルミ 8 半分 68-20

21 1l c層 水田跡 A-3 耕作土 弥生時代(桝形囲式期以前) オニグル 2 半分 68-21

1l c層 水田跡 A-3 耕作土 弥生時代防形囲式期以前) オニグル 半分 68-22

E-5 12層 弥生時代(桝形囲式期)以前 オニグルミ 2 半分 68-23

B-2 14層 弥生時代t桝形囲式期)以前 オニグルミ 3 半分 68-24

B-2 17層 弥生時代t桝形囲式期)以前 オニグルミ



第23表 宮沢遺跡第28次調査出土種子鑑定結果 2
資llNO 進 構 名 地区名 時 代 層 位 植物 (種子)名 点数 長さInm 嚇 厚さmm 註 図版番号

9a層水田跡 E-6

(南壁)

弥生時代

(十二塚式期)

耕作土 タニソバ ユ 17 69-26

チドメグサ 15

コゴメガヤッリ 4

ミズガヤツリ 1

ヒロハイヌノヒゲ 3

ヌマハリイ 15

不明(1)

不明(2) l

10b層 水田跡 C-7

(東壁)

弥生時代 耕作土 ヒメジソ 69-27

ミゾソバ 1 1,7

コナギ 1

イボクサ 2

ヘラオモダカ 3

ウンクグ 1 1.6

コゴメガヤッリ

アゼガヤツリ

サンカクイ

ホタルイ 14

イヌホタルイ

ヌマハリイ 17

ヒロハイヌノヒゲ l

不明(ll 1

不明(2)

昆虫片 2

10d層水田跡 B-4

(束壁)

弥生時代 耕作土

引Э

ヒメクグ 2

クグガヤツリ 1

サンカクイ 7

ホタルイ 4

耕作土

鞄

ヒメジツ l

ヒメクグ 2

ミクリ 3

ウキヤガラ ]

サシカクイ

イヌホタルイ 2

耕作土

引⑦

サンカクイ 69-28

イヌホタルイ 2

ヒロハイヌノヒゲ I

耕作土

―④

ヒメノソ ]

ヤノネグサ 1

サンカクイ 7



第24表 宮沢遺跡第28次調査出土種子鑑定結果 3

資料NO 遺 構 名 地区名 時 代 層 位 植物 (種子)名 点数 長さntr 齢 厚さmr 註 図版番号

1l a層水田跡 E-6

(南壁)

弥生時代

t桝形田式期)

耕作土 ヒメジソ ユ 62-29

シロネ 3 ?

ヘビイチゴ 4 13 07

ミゾソバ 1

イボクサ 1

ヘラオモダカ 1 14

ヨナギ ユ

クグガヤツリ 1 14

コゴメガヤツリ 2 14

サンカクイ 1 15

イヌホタルイ

ヒロハイヌノヒゲ 2

不明(1) 1 14 07

不明(2) 2 15 黄色

不明(3) 黄白色

昆虫片

1l c層水田跡 B-4

(束壁)

弥生時代

(桝形岡式期以前)

耕作土 イネ概片 2 69-30

アキノウナギツカミ ユ

ヘビイチゴ ユ

オモダカ ユ

サジオモダカ ユ

ヨナギ 5

イボクサ 1

クグガヤツリ 3

ホタルイ 1

イヌホタルイ

サンカクイ 3

ヒロハイヌノヒゲ ユ

不明(1) 2

不明(2) 3



6.富沢遺跡 (総合支所予定地)14c年代測定
パリノ・サーヴェイ株式会社

1   削

試料は No.1～ 5の 5点で、試料の採取地点等については第25表に示した。

2 測定

学習院大学放射性炭素年代測定室が行った。

3 結果

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書参照。

第25表  14c測定試料表
サンプルNd サンプル種別 遺物番号 地 占

ヽ 層 位 考備
醜

血

血

配

血

基本層29層

基本層29層

基本層24層

樹木片

樹木片

． 　
． 　
．　
７２３

３７８

I区 C-2 Grld

I区 C2Grid
ltt A 3Gr越

1・ Ⅱ区 C,D7Grid
ltt B-4 Grid

29層

29層

24層

■a層

9a層

火山灰直下

火山灰直上

24層下部

Ha層水田跡大畦畔上樹木片集中地点出土
9a層水田跡大畦畔中出土

学習院大学放射‖生炭素年代測定結果報告書

なお年代値の算出には14cの半減期として LIBBYの半減期5570年を使用しています。また

付記した誤差はβ線の計数値の標準偏差 σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONE
SIGMA)に相当する年代です。また試料のβ線計数率と自然計数率の差が2σ以下のときは、
3σに相当する年代を下限の年代値 (BP。)と して表示してあります。また試料のβ線計数率と現

在の標準炭素 (MODERN STANDERD CARBON)に ついての計数率との差が2σ 以下のと
きには、MOdernと表示し、δ14c%を付記してあります。

Code NO.     試料 年代 (1950年 よりの年数)

GaK-13514          
罵:al造 i°

ili豊

:m淳」民ギ阜地 . 29月事                :I!I き、ci40
GaK 13515   

罵:も idittP涙が1::4【 .29帰巨     ::fIま c:00
GaK-13516    

晨:atず叱智
n厚」民ξ陥.2娼     歩ち;Iす c:20

GaK■罰7  
雑胃∵4昂讐控.Dマ Gnd.  :::Iま c∵0

GaK―13518   
惚背‐Ottfイ嘲 Gnd.     貿:Ъ .ち40110

以 上

木越 邦彦



第 V章 考察とまとめ

1.2～ 7層の遺構 と各層 について

(1)2～ 5層の性格 と捨の年代

2～ 5層の各層は下面が乱れ、下層を攪乱し、下部に下層ブロックを含む層で、畦畔は検出

されなかったが、層の状況より水田耕作上の可能性の高い層である。この内、 2・ 3・ 5層は

花粉分析、プラント・オパール分析においても同様な結果が得られている (4層 に関しては分

析しておらず)。 これら各層は、その出土遺物等より以下のような所属年代が与えられる。

2層 :明治以降の陶器・磁器の外、オハジキ等のガラス製品出土より……近代以降 現代以前

3層 :江戸時代の陶器・磁器出土より・……近世

4層 :年代決定資料に欠けるが、下層の年代より……平安時代以降 近世以前

5層 :ロ クロ使用の上師器・不 (底部糸切り無調整・内面黒色処理)出上、10世紀前半に降下

したと考えられている (白鳥 :1980)灰白色火山灰 (庄子・山田 :1980)検出より。……

平安時代

修)検 出遺構の所属年代 と性格

2層上面では擬似畦畔、 3層上面ではSKl～ 3、 SDl・ 2、 足跡、 7層上面ではSD3

が検出された。この内、 2層上面検出の擬似畦畔は、遺構説明の際にもふれたように、区画整

理前の新しい畦畔が下層に及ばした痕跡である。ただし、これら畦畔中には、下記のように、

古い時代のものを踏襲したものを含む可能性もある。

SK2・ 3、 SDl・ 2

ともに 3層上面で検出されている。各遺構 とも小規模で、しっかりした形状を示さず、堆積

土も上層の基本層 2層が入 り込んでいる。これらは 2層が水田耕作土であるとすれば、耕作の

際に下層に及ばした影響のものである可能性が濃い。従って、いずれも所属年代は近代以降と

考えられる。

SDl・ 2は 2層上面検出擬似畦畔の協に平行して検出されたものである。擬似畦畔の位置・

方向性 と無関係のものとは考え難いが、両者は同一時期のものではない。おそらく2層時にも

同一上に畦畔が存在し、その際に畦畔際に残された耕作土底面の耕作痕ではないかと考えられ

る。

足跡

3層上面で検出された。足跡の窪には、基本層 2層が入っていた。しかも、足跡中の 2層に

は、粗砂のものと、これを含まないものとの両者が認められた。調査時においては、両者 とも



同時期のものとしてとらえ区別しなかったが、前者は3層上面 (2層堆積直前)、後者は 2層上面

で付けられた公算が強い。いずれにしても、近代以降の新しい足跡と考えられる (図示した牛

の足跡は前者のもの)。

SKl

3層上面で検出された。遺物も江戸時代の陶器・磁器を出上しており、 3層の時代に伴うも

のと考えられる。 3層が水田耕作上であれば、何らかの水田に伴う施設であったものと思われ

るが、その性格は不明である。ただし、遺物出土状況からすると、最終段階では、ゴミ捨て場

的な存在であった可能性もある。なお、 2層堆積時にはほぼ埋まり切って、土坑としての機能

は消失している。

SD3

出土土師器は古墳時代以降、奈良時代以前のものと考えられる。直接この遺構の年代決定資

料となり得るかは、出土量、出土状況の点で疑間が残るが、一応、濤跡の所属年代は古墳時代

以降としておきたい。下限は上層 5層の所属年代より、平安時代以前が与えられる。この濤跡

の性格であるが、濤跡を杖む上下層には、水田跡或は水田跡の可能性の高い層が存在し、居住

域に係わる遺構が検出されていない状況から察すれば、水田に伴う水路の可能性もある。

2.水 田跡 について

(1)所属年代

9層以下で、9a層・10b層・10d層・1la層・1lc層の5期の水田跡が検出されている。これ

ら各期の水田跡の年代であるが、今回の調査内では、時期決定資料にかけ不明である (9a層水

田跡で十三塚式期の上器片 1点のみ)。 しかし、隣接第13次調査区 (斎野 :1985)等の層位を介

在することによって、9a層～1la層 の各層は第15次調査Ⅳ～vII区 (斎野 :1987他)の基本層序

と対応が可能で、対応層からは時期決定資料も得られている。従って、当調査区の 5期の水田

跡の所属年代は、第15次調査区との層の対応関係によって推定した。層の対応関係、所属年代

は以下のとおりである。

各調査区の層の対応関係

第28次調査区   第13次調査区   第15次調査区 (出土遺物所属年代)
9a層・………………7 層―・………Ⅲ…・9a層 (弥生時代十三塚式期)
10b層 ……………… ―  ………………10b層

10d層 ……………………11 層……………………。1l a-lo層

1l a層………Ⅲ………12a層…・……………ma層 (弥生時代桝形囲式期)

1l C層… … … … … ― …… … … … ―



第28次調査区各水田跡の所属年代

9a層水田跡・……弥生時代十三塚式期

10b層水田跡……弥生時代桝形囲式期以降、十三塚式期以前

10d層水田跡……弥生時代桝形囲式期以降、十三塚式期以前

■ a層水田跡……弥生時代桝形囲式期

■ C層水田跡……弥生時代桝形囲式期以前

修)各期の水田跡の特徴 。問題点
1l C層水田期 (第51図 )

水田域 :北西―南東方向を長辺とする方形状の 1次区画 (大区画)が 1区画のみ造られてい

る。耕作域はこの区画内のみで、周辺は非耕作域となっている。

区画 :1次区画は、北西―南東の大畦畔 (la・ 2b)と これとほぼ直交する北東―南西方向大

畦畔 (3)に よって区画されている。12層上面で短辺方向を分割する擬似畦畔B(斎野他 :

1987)が検出されており、 2次区画の存在が想定される。

1l a層水田期 (第52図 )

水田域 :Hc層水田跡段階の大畦畔が延長したり、同一方向の大畦畔が新たに取り付けられ、

耕作域が拡大する。また、当調査区では、 1次区画全てが耕作域となってはおらず、前段階■

c層水田跡耕作域部分 (1次区画A)は逆に非耕作域となっている。

区画 :1次区画 (大区画)、 2次区画が認められたが、 2次区画は、全ての 1次区画には認

められない。 1次区画は大畦畔、 2次区画は小畦畔によって区画される。いずれの畦畔も直接

的に延びる。

1次区画の区画方法と形状 :①まず、1lc層段階の大畦畔が踏襲 (la・ 2a。 3)さ れる。②次

に、この内の北西―南東方向のものが同一方向に新たに延長 (lb・ 2b)さ れる。③これと並行

あるいは後続し、① o②の大畦畔と同一方向・規模の畦畔が新たに取り付けられる (4～ 8)。

という①から③の順序を踏んで区画が成され、水田域が拡大される。1次区画の形状は、北西―

南東方向を長辺とする長方形を呈する。

2次区画の区画方法と形状 :1次区画の短辺方向をほぼ等分に 2分割するものと、これに直

交する小畦畔によって整然と区画されている。畦畔方向は大畦畔と同一方向を取る。形状は正

方形・長方形である。

2次区画の面積 :面積には17m2の ものから110m2以上のものがあるが、45m2前後のものが

多い。現在まで他地点で検出された当期の最終区画の面積が、5～30m2の間のものであること

に比べると、当調査区の 2次区画の面積は 1例を除き他は全て広い。従って、 2次区画全てが



最終区画段階であったかどうかの判断は、今後の資料の増加に待ちたい。

10d層水田期 (第53図 )

水田域 :1la層水田跡段階の大畦畔はそっくりそのまま踏襲され、水田域もほぼ同様な状況

を示す。ただし、1la層段階で非耕作域となっていた調査区南西隅、1次区画A内の大部分が耕

作域となり、前期以上の水田域の拡大が看守される。

区画 :1次区画 (大区画)、 2次区画 (中区画)、 3次区画 (小区画)が認められた。 3次区

画は全ての 2次区画に認められない。 1次区画は大畦畔、 2次区画は小陸畔A(陸畔18～ 20)、
3次区画は小陸畔Bに よって区画される。大畦畔、小陸畔Aは直線状に延びる。

水路 :2次区画の段階で畦畔20(小畦畔A)の脇には、水路が 1条取り付けられている。当

水路は小規模なもので、基幹水路と呼べるようなものではない。当水路の機能 としては、これ

と接する各区画の耕作土上面の傾斜方向が、水路に向かって低くなることより、排水としての

可能性が高い。尚、当水路は当期のみに存在し、当期以降には引き継がれない。

3次区画 (最終区画)ま での区画方法と形状 :① l次区画は前段階の1la層水田跡の大畦畔

を踏襲し、同一区画が造られる。一部大畦畔によらず、段差によって区画される部分もある。

②次に、小畦畔Aに よって 1次区画を 2分割し、また、新たに非耕作域に水田域を拡大し2次

区画が形成される。 2次区画の分割面積は、1次区画A・ C・ Dでは均等ではない (Fも 同様か)。

極端に狭い短冊形部分と残りの広い長方形部分に分割されている。③最後に、小畦畔Bに よっ

て最終区画の 3次区画が形成される。この場合、 2次区画を経て 3次区画へ至るものと、 1次

区画から直接 3次区画へ至るものとの 2通 りの区画順序が認められる。区画の形状は方形 。三

角形である。

2次区画k:2次区画の内 kは、小畦畔A(畦畔18)に よる区画がなされてはいるが、畦畔
18の南西側が非耕作域となり、調査区内で畦畔 5に対応する大陸畔も検出されなかつたことによ

り、新たに非耕作域に水田域を拡大した際の 2次区画とした。従って、他の 1次区画の分割に

よるものとは異なる。しかし、南西側第29次調査区まで水田域が広がっていること、1次区画A

内における 2次区画の状況 (a:耕作域 b:非耕作域)、 分割面積から察すれば、調査区外の南西

側に畦畔 5に対応する大畦畔が存在し、 1次区画Eの南西側にも1次区画が形成されていた可

能性はある。もし、そうであれば 2次区画 kも 他の 2次区画と同様な方法によって区画された

ものであろう。

小畦畔A:小畦畔Aの内畦畔20は、他の小畦畔Aや大畦畔と比較すると、畦畔下の耕作上下

面に、10e層が擬似畦畔状に残存しておらず、また、耕作土上面と畦畔の積み上の間に、両者を

分けるラインが畦畔20のみに認められる。これらより畦畔20は 当期の最初の段階からのもので

はなく、経営期間の途中で水路とともに取り付けられた可能性がある。
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3次区画の形状 :小畦畔 Bは、弯曲したり、連続性に欠けたり、畦畔幅も不安定なため、一

見区画が不規則のように見えるが、臣視的には小畦畔 B方向は大畦畔と同一方向を取っており、

従つて、区画も方形のものを主体 としている。ただし、大畦畔にたいして斜位方向の畦畔もあ

り、三角形の区画も意図的に造られている。

3次区画の面積 :主体は 3m2未満の狭いものが主体を占め、中にはわずか0.2m2の ものも

ある。このような l m2き るような極小の区画は、2次区画 aの北西側、1次区画 Eの北偵1に多

く、特に 1次区画 Eでは l m2未満のものが46区画 (平均面積0.4m2弱 )と集中している。これ

ら極小の区画が集中する部分は、地形が窪地状を呈する部分と呼応し、 1次区画 Eでも窪地状

部分より南になると、2m2台の面積の区画が造られている。しかしながら、集中部分がいずれ

もI区 に位置し、この部分が本文第 I章 4.基本層序 (P,14・ 19)で記述したように、盛土によ

る土圧で基本層14層 までの旧地形が歪められている公算が強 く、窪地状部分はその中でも特に

強く土圧がかかった結果とも考えられる。従つて、今回の調査区では、このような極小な区画

の成囚を地形 との関連から言及することは出来なかった。

10b層水田期 (第54図 )

水田域 :こ の段階においても1la層段階の大畦畔の多 くは踏襲されるが、1la層段階の畦畔

7・ 8或はこれに変わる段差 (10d層段階)は消失する。北西―南東方向の畦畔 5が検出された

ものの畦畔 2の南西側では 1次区画が形成されていない。また、非耕作域である 1次区画 Cを

除く耕作域では、2次区画 b以外耕作±10b層が薄 く、下面に乱れが少なく、他の 4期の耕作土

と様相を異にする。このような10b層 は、調査区南西側隣接の第29次調査区でも認められたが、

自然堆積層の一部 (10c層の細分層)と して捕らえられている。従って、当調査区で、10b層 と

認定したもの全てを耕作土とするにはやや難があるとも考えられる。特に、明確な区画が検出

されなかった部分においては耕作域 となっていない可能性があり (その場合、畦畔 5は擬似畦

畔Aか )、 前段階より水田域が北東側に後退したことも想定される。いずれにしても、この期の

水田域の在 り方については、今後の問題点としておきたい。

区画 :1次区画 (大区画)、 2次区画が認められたが、2次区画は全ての 1次区画で認められ

なかった。 1次区画は大畦畔、 2次区画は小畦畔によって区画される。

区画の方法と形状 :1次区画は、前段階の10d層水田跡大畦畔を踏襲し、同一区画のものが造

られる。 2次区画は 1次区画 Bのみで認められ、 1次区画の長辺方向を小陸畔 (陸畔21)に よ

って分割し造 られる。小畦畔方向は北東―南西方向の大陸畔とほぼ同一方向を取る。形状はい

ずれも方形のもので、区画面積 も広いものと思われる。

9a層水田期 (第55図 )

水田域 :こ の段階になると、1la層水田跡段階から引き続き踏襲された大畦畔は踏襲されず、
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(3)各期の水田跡の変遷 (第56・ 57図、第26表 )

第28次調査区では、 5期にわたる弥生時代の水田跡の変遷が認められた。これらの各期の水

田跡は前段階の水田跡と深い係わりあいをもちつつも変化が認められる。第28次調査区を中心

とする地区の大畦畔・水田域の変遷をまとめると以下のようになる。

1l C層水田期 :大畦畔が取り付けられ、水田経営が開始される。ただし、水田域は狭い範囲で

あった。

Ha層水田期 (第57図 1):1lc層水田期の大畦畔の位置・方向を踏襲し、大畦畔の延長・新設

が行われる。これによって水田域は飛躍的に拡大する (東側は第15次調査区Ⅳ区まで広がって

いる)。

10d層水田期 (第57図 2):■a層水田期の大畦畔は踏襲され、さらに新設された可能性があ

る。これに伴い水田域はさらに南西部 (第29次調査区)へも拡大する。

10b層水田期 :10d層水田期の大畦畔を踏襲するものの、1la層期・10d層期 と拡大・発展を続

けていた水田域は、北東方向へ縮小し、水田域の変化が認められる。

9a水田期 :1la層期以来続いた1lc層期の大畦畔の踏襲は終わり、新たな大畦畔が取り付け

られる (ただし、方向性は前期と同一)。 水田域も再び拡大し、10d層水田期 とほぼ同様な広が

りを示す。

第26表 第28次調査区に隣接調査区を加えた各期の水田域の広がり

第28次調査区 隣接調査区の水田域の有無 (○ 耕作域 × ,F耕作域 )

水田跡 大 畦 畔 水 田 域 筈衡)
弟
厭 舌否

持Ⅶ
側
択
東
・５
北
弟
で

(
11)

1l C
末 田 新設 小範囲 × × × ×

ａ
ｍ

ｌｌ
大 筆素

・姓長ヽ 広範囲に拡大 × ○ ○ ○ ○ ○

架畠贔踏襲、新設 ? 暴集南西部
に

○ ○ ○ ○ ○ ○

10b
ァk FF4 踏襲 耳ヒЯミ書呂とこ和宮/1ヽ × × ○ ×

9a
水田 新設 再び拡大 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14)区画次数について

本報告書では、各期の水田跡の畦畔の中で、下端幅1.5m前後の規模を持ち、擬似畦畔 Bの存

在により、水田経営期間内に畦畔の移動がなかったであろうものを大畦畔とした。また、水田

の区画はこれら大畦畔による初段階の区画のものを 1次区画とし、さらに刻ヽ畦畔によって 1次

区画が分割されたものに関しては、分割行程ごとに順次 2次区画 。3次区画という名称 (区画

次数)を付して取り扱った。

各期の区画には10d層水田期のように、 3次区画まで進むもの、9a層水田期のように 1次区



画段階だけのもの、また、異なる区画次数のものが併存するものがある。これ らの内、区画次

数が進んだものは、最終区画あるいはそれに近い段階のものとも言えるが、反対に区画字数が

進んでいないものでも、区画内の水田面の比高差が少ないものであれば、水田 として機能する

ことは可能である。従って、区画次数の大小だけでは、最終区画であるかどうかの判断を下す

ことはできないと考える。

15)花粉、プラン ト・ オパール分析結果 との関係

第51～55図は各期の水田跡の平面図に、採取地点ごとの花粉分析結果、プラント・オパール

分析結果を加えたものである。

花粉分析に関しては、守田氏の花粉分析結果における、水田跡の可能性の判断基準「NAPと

FSの合計したものを基本数として Oηzα の出現率を計算し……0ヮzα が 5%以上」 (本文 P.

98)を もとに、0ヮ効/NAPttFSが 5%以上を○、 4%以下を△とした。
また、プラント・オパールに関しては、古環境研究所の分析結果をそのまま使用した (イ ネ

のプラント・オパールが5,000個/g以上は○、5,000個 /g未満は△、検出されずは×)。 なお、

古環境研究所の水田跡の可能性の判断基準としては「通常、イネのプラント・オパールが試料

lgあたり5,000個以上検出」 (本文 P,115)と している。

両分析結果を調査結果と対応してみると、花粉分析では、10b層。10d層水田跡で 0ゅzα の出

現率が悪く、プラント・オパール分析結果では、1lc層を除く各水田跡でイネのプラント・オパー

ル検出数が少なかったり、検出されなかったりしており、調査結果と呼応していない。

この内、いずれの分析結果ともおもわしくなかったlob層 。10d層の水田跡の耕作土は、lob

層水田跡では、全体を通じて分解の度合いが進んでおらず、10d層水田跡では、1次区画あるい

は 2次区画ごとの分解の度合いが異なっている (第53図の内、 1次区画 E・ 2次区画 h・ jは

耕作上の分解が進んでいる区画と進んでいない区画の中間的な様相)。 また、■a層～10b層の

各水田跡では、 1次区画 (1la層・10b層 )や 2次区画 (10d層 )が)F耕作域となっているもの

があり、全区画が耕作域として機能していない。以上のような耕作土・耕作域の特徴より、分

析結果が調査結果と呼応していない原因として、推測の域は出ないものの、以下のようなこと

が考えられる。

1次区画内 (10d層では 2次区画内)に非耕作域部分が存在することにより、①全ての区画

の水田化は、一気に進められたものではなく、段階を踏んで進められた。②全ての区画が同時

には耕作されていなかった。という① o②が想定され、いずれにしても各区画が一律の耕作期

間でなかったことが窺える。従って、区画ごとの耕作上の分解の度合いの違いは耕作期間の差

とも考えられ、また、この差が分析結果に表れたものとも考えられる。守田氏は、花粉分析の







結果より、その原因として「①雑草の多い水田であった。②開田後、短期間に放棄され水田と

しての利用期間が短かった」 (本文 P.98。 99)と する二つの可能性を上げている。

調査結果と分析結果の矛盾は、以上のほかに、分析試料数に起因することも考えられるが、

今回の調査ではその原因を明確にすることができなかった。今後さらに、多角的視点からの検

討が必要であろう。

3.34層出土遺物

(1)出土土器の所属時期

出土土器は全て条痕が施されており、これらは I～Ⅳ類に分類された。この内、 I類は細い

隆線による幾何学的文様のもので、器厚は薄く、条痕も狭く、植物繊維は含有していない。以

上の特徴よりI類は、縄文早期後葉槻木 I式 (山内 :1929)に比定される。ただし、標式試料

となった槻木貝塚出土試料には、他のH～Ⅳ類の試料は含まれていない。しかし、HA・ Ⅲ A・

Ⅳ A類は I類と条痕幅、器厚、胎上の点で共通性が認められ、加えて、HA類 では I類と文様

構成が類似する点により、これらは槻木 I式の型式内に新たに包括される可能性のある土器群

とも考えられる (以上の I・ II A・ Ⅲ A・Ⅳ A類をA群土器とする)。 A群土器を除 く他のHB・

Ⅲ B・ IV B類は条痕幅が太く、器厚が厚い点で共通する (以上をB群土器とする)。 B群土器の

胎土は、繊維の有無を除けば各類ともほぼ同様で、A群土器とも大きな差は見いだせない。下

表は、 I・ Ⅲ区での各類の出土状況である。 I区ではA群土器、Ш区ではB群土器を主体とす

土器群

区

A群 土 器 B群 土 器

I類 HA類 ⅢA類 ⅣA類 IB類 ⅢB類 Ⅳ B類

I 区 ○ ○ ○ ○ ○

区 ○ ○ ○ ○

るが、A群土器のⅣ A類、B群土器のⅣ B類は各区から出土する。さらに、槻木 正式あるいは

併行型式とされる東北北部のムシリI式 (江坂 :1957)の最近の調査試料中には、層位的出土
註 2

でないものの、 I類以外のA群土器 はもとよりB群土器 も含 まれていることもある。従って、

両土器群の間には若干の時間差があることも考えられるが、一応、 B群土器 もA群土器 とほぼ

同時期のものとして位置づけておきたい。

註 1:現在では、槻木 I式 とはその後の岩手県蛇王洞洞穴の調査によつて「口縁部文様帯に細い粘土紐を

はりつけて幾何学的意匠を表現した上器」(芹沢・林 :1965)を さす。

註 2:青森県売場遺跡 (岡田。一条他 :1984)・ 岩手県上里遺跡 (高橋 :1983)・ 福島県二本松遺跡 (石本 :

1982)



12)遺物出土状況について

①出土遺物は I・ IH区とも径4m程の範囲に集中し出上している。この内Ⅲ区では、 3カ所の

遺物集中部 (第 1・ 2・ 3集中部)が認められた (第36図 2)。

②各遺物の集中部は土器を中心とするもの (I区・Ⅲ区―第3集中部―)と石器を中心とする

石器の器種別の分布

S35
E45+

Ｓ３

＋Ｅ

S40
E45+

★石鏃 ☆尖頭器 ▼石錐 ■石匙
△二次加工のある劉片 ▽微細剖離

第 1集中部

□石斧 ▲二次加工のある剖片 (石器の破片)
。ま」片・チップ ○礫石器(小形)o礫石器 (大形)

第 3集中部

0                 4m
l―

ギ士

2.石器接合関係

S35
E50+

S35
E55+ Ｓ３

瞬Ｅ

S40
E45+

接合資料 ★劉片☆剣片▼礫石器 (K-2"▲劉片
△微細剣離を有する劉片 (K-29)▽ 二次加工のある剣片 (K-201  性_____引 _―――――当

m

□石斧 (K-14)○劉片

非接合資料●

第58図 Ⅲ区34層出土石器の器種別の分布と接合関係
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風倒木痕  
ハ

S40
55+



もの (Ⅲ区―第 1・ 2集中部―)に別れる。

③土器はほぼ同時期のものと考えられるものである。また、遺物集中部ごとに主体とする土器

群が異なる (A群土器はI区、B群土器はⅢ区―第 3集中部―)。

④Ⅲ区の第 1集中部と第 2集中部の石器を比較すると、剣片石器では第 1集中部に完形品ある

いはほぼ完形品が多く (石鏃 5点、石匙 1点、石錐 1点 )、 これに反して、第 2集中部では石

S35
E45+

S35
E45+

1.黒曜岩の分布

S35
E50+

S40
E50+

2.被熱石器の分布

S35
E50+

0               4m

Ｓ４
叶Ｅ

S35
E60+

li≒警i

S40        。       ~ 
°

E45+            ・
S40
E50+

0                 4m

第59図 Ⅲ区34層出土黒曜岩・被熱石器の分布

風倒木痕
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55+

風倒本痕

S40
55+

○被熟を受けた石器



器の破損品が多い。また、礫石器では大形品 3点が、第 1集中部のみに属す。

⑤石器の接合関係はIII区で 8資料に認められた。この内7資料は、各遺物集中部内での接合関

係を示す。他の1資料 (大形の礫石器)は、第 1・第 3集中部間で接合している (第58図 2)。

⑥接合資料中には石斧 (第42図 )の ように、この場で石器製作が行われたことを示唆するよう

な資料が認められた。また、黒曜岩は、第 2集中部に集中しており (第59図 1)、 同様に石器

製作の痕跡を示す可能性がある。

⑦Ⅲ区の石器には火を受けた痕跡を残すものが認められた (第59図 2)。 これらの中には、火は

ねによる象J片の接合資料と大形の礫石器が見られるが、第 3集中部の上器は火を受けた痕跡

は認められない。従って、焼土は検出されなかったが、石器を中心とする遺物集中部内ある

いは付近で火が使用された可能性がある。

以上の①～⑦の遺物の遺存状況・出土状況より、遺物は、出土レベル差の問題は残るが、平

面的には特色をもつまとまりを示しており、縄文時代早期後葉の生活面が34層中に存在してい

たことが考えられる。今回の調査では34層中のどの面が生活面となるかについては明確にでき

なかった。遺物の出土レベルから察すれば、細分層 c層上部にかけてが考えられるが、この間

題に関しては、今後の調査に委ねたい。

詞Ll

註 2

ここでは、二次加工のある象J片を含め象」片石器とした。

「ほぼ完形品」とは、一部欠損するものの器体を大きく損なわないものをさす (石鏃では第39図

2～ 4)。

以上の分布状況から察すると、第 2集中出上の尖頭器は石鏃の未製品の可能性がある。
ここで指す「大形」とは、重量が l kg以上のものである。

註

註

4。 ま と め

1.基本層 1～ 7層 までの間では、土坑 (SKl～ 3)、 濤跡 (SDl～ 3)、 擬似畦畔、足跡が検出さ

れた。基本層 7層上面検出の古墳時代以降、平安時代以前の濤跡 (SD3)を 除けば、他は全て基

本層 3層以上で検出された、近世 。近代以降のものである。これら遺構は、水田跡に伴う何ら

かの施設 (SD3、 SKl)、 耕作痕 (SK2・ 3、 SDl・ 2)と 考えられる。基本層 2層 (近代以降、

現代以前)・ 3層 (近世)。 4層 (平安時代以降、近世以前)・ 5層 (平安時代)は、畦畔は検出

されなかったものの水田耕作土の可能性が高い。

2.基本層 9層以下から11層の間では、弥生時代の水田跡が 5期検出された。それぞれの所属

年代は、1lc層水田跡―桝形囲式期以前一、1la層水田跡―桝形囲式期―、10d層水田跡。10b層



水田跡―桝形囲式期以降、十三塚式期以前一、9a層水田跡―十三塚式期―と推定される。

3。 これら5期の弥生時代の水田跡は、以下の①～⑥のような類似点。本目違点及び特徴をもつ。

①区画 :10d層水田跡では3次区画までの段階のものが、1lc層・Ha層 。10b層水田跡では

2次区画までの段階のものが認められた。しかし、9a層水田跡では 1次区画段階のものしか

検出されなかった。

②耕作土 :各期とも粘土と泥炭の互層を攪拌し、耕作土としている。 1次区画間あるいは 2

次区画間で、耕作上の分解の度合いが異なる場合があり、10d層水田跡では、これが顕著で

あった。また、10b層水田跡では、全体を通じ耕作上の分解が進んでないことが看取された。

尚、各期とも下面に酸化鉄の集積層は認められなかった。

③畦畔 :各期とも耕作土と同‐土壌を盛り上げ、陸畔を造っている。1次区画を形成する全ての

大畦畔や、10d層水田跡の 2次区画を形成する小畦畔Aの多くは、畦畔の移動がなかったため

か、下層に擬似畦畔Bを形成する。

④水田面の傾斜 II区を除く各期の水田跡は、全体的には南東方向へ緩やかな下り傾斜を示

し、各期ごとの大きな地形変化は認められない。ただし、10b層水田跡と9a層水田跡の間の

自然堆積層は、他期の水田跡間に比べ厚い。従って、 9a層水田跡の段階では、微地形にお

いて前期との間で、多少大きな変化があったものと考えられる。

⑤耕作域と非耕作域 :1la層・10d層・10b層水田跡では、一部の 1次区画内あるいは 2次区

画内が非耕作域となる場合が認められ、全ての区画が耕作域として使用されていた状態でな

いことが確認された。

⑥大畦畔の変遷とこれにともなう水田域の変化 :最初の水田経営段階であった■c層水田跡の

大畦畔は、次の1la層水田跡の段階で位置。方向ととも踏襲され、延長される。そして、さら

に新たな大畦畔も取り付けられ、水田域が飛躍的に拡大する。この段階の大畦畔は、その後

の10d・ 10b層水田閉段階まで位置 。方向とも踏襲され、10d層水田跡では水田域がさらに拡

大する。しかし、弥生時代の最終段階である9a層水田跡は、前段階の大畦畔は踏襲されず、

新たな大畦畔が形成される。ただし、畦畔方向は、ほぼ同一方向をとり、水田域も10d層水

田跡とほぼ同様なひろがりを示す。

4.基本層34層で縄文時代早期後葉の遺物が出土した。遺構は検出されなかったが、遺物出土

状況より、当時の生活面が存在したことが推察される。



付章 第29次調査出上の本製竪杵
第29次調査区は、第28次調査区の南東約30mに位置する。昭和61年度に調査され、第28次調

査区で検出された 9a層水田跡、10d層水田跡の続きが検出されている(第57図2,図版312)。

調査面積は、約85m2でぁる。第29次調査については、すでに報告書が刊行されているが (渡部 :

1987)、 出土遺物は時間的・紙面的制約から、後日他の紙面に掲載する予定になっていた。この

ような経緯より、当報告書で第29次調査出土遺物を掲載した。

第60図 (図版39)の木製竪杵は、10d層水田跡耕作土上面で出土した。分割材を素材としてい

る。樹芯側の約半分を欠失し、横断面は半月形である。材質はクヌギ節である。全長118,lcmで、

中央が約30cm程細く作り出され、握部となっている。持部径5,5cm、 握部径3.3cmで、握部の

中央部には、高さ約lcm程の算盤玉状の突起がめぐる。突起は一部が残存するのみである。全

体的に粗雑な作りで、揚部と握部の境も明瞭な稜線をもたない。掲部端は丸味を持ち、使用痕

の有無については遺存状態が悪く、不明である。
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第60図 第29次調査出土の竪杵
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図版 1 宮沢追跡と周辺の遺跡



1.遺跡全景 (南より)

2.Ⅲ区南壁セクション

図版 2 遺跡全景、基本層位 1
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図版 4 1区 3層上面検出遺構
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1.I区 (北より)

2.Ⅲ・Ⅳ区 (東より)

図版 7 SD3完 掘状況 1172



,1‐ i卓す∵

:|ニギ■
千 彗
と|ミ
=と
と:

野

・

一二

ャ一一一

■
オ・！】
れ
「́
一

1.Ⅳ区底面落込み部分 (南西より)

2.I区南壁セクション
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1.Ⅳ区非耕作域 (南東より)

2.I区非耕作域分割材(L-24)出土状況 (北東より)

図版11 9a層水田跡 3
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1.Ⅲ 区完掘状況 (南東より)
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1.I区完掘状況 (北西より)
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図版15 10d層水田跡 2
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1.10d層水田跡 I区大畦上板材 (L-27)出土状況 (北東より)

2.1l a層水田跡Ⅱ区検出状況、Ⅲ・Ⅳ区完掘状況 (南東より)
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1.Ⅱ 区検出状況 (東より)

2.Ⅱ 区完掘状況 (南東より)

図版20 1la層 水田跡 3
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1.Ⅱ 区検出状況、Ⅲ区完掘状況 (北より)

2.Ⅱ区検出状況、Ⅲ・Ⅳ区完掘状況 (南西より)

図版22 1la層水田跡 5
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1.Ⅳ区大畦畔上部木製鍬 (L-1)出 土状況 (南東より)

2.Ⅱ区大畦畔内用途不明木製品 (L-2)出 土状況 (東より)

3.Ⅱ区大畦畔内石器 (K-33)出 土状況 (南西より)

図版23 1la層水田跡遺物出土状況 1



1.1l a層水田跡Ⅱ―皿区ベル ト大畦畔上樹木片集中地点 (南東より)

2.1l c層水田跡Ⅱ区完掘状況 (南東より)

図版24 1la層水田跡遺物出土状況 2、 1l c層水田跡
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図版25 調査区外壁畦畔状況 1
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1.10d～ 1l C層水田跡大畦畔重複部分 (I tt C-2グ リット南壁)
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図版30 Ⅲ区34層遺物出土状況



1.Ⅲ 区34層中検出風倒木痕 (北西より)2.第 29次調査10d層水田跡完掘状況 (北より)

図版31 Ⅲ区34層風倒木痕、第29次調査
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4(L-4)

1(L-20)

2(L-18)

3(L-5)

(L-7)

3～ 6.杭  1・ 2'7.杭 胡

図版36 木製品 5
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2(L-15)

杭

図版37 木製品 6
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3(L-10)

1.杭材 2
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。3.杭  6.加工材 4・ 5.切断面のある小枝

図版38 木製品 7、 その他
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図版39 第29次調査出土木製堅杵
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図版41 縄文土器 (34層 出土)2
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図版42 縄文土器 (34層 出土 )3、 弥生土器
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1.ス クレイパー 2～ 11.二次加工のある則片

図版49 石器 (34層 出土)2
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図版51 石器 (34層 出土)4
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礫石器

図版53 石器 (34層 出土 )
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図版54 石器 (34層 出土)7
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図版55 石器 (34層 。その他出土 )
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l P,22s(打 aρ Joη Jο■type),No 5-15,x750
2 ■bけ es,N02-3, x400
3 Cヮριοη 9荷a, N02-7, x750
4 JvgJa2s,X102-10d, x750

5 Bθ ι2サ a, I屯 2-7, x750
6 Caψ け″包s(C tscん o2ο sん jけ type),N02-1l b,
7  Ca rpj22s, No 2-10d, x750

12

8 ス122s(貫 lT12s type), N05-10c, x750
9 スJ■υs(ス J■adう ?T type), hlo 2-8b, x750
10 Faglrs(F cT92っ けa type),No 2-12, x750

1l Fag2G(F デapo崩 ca type), Nlo 2-8b, x750
12 Qυ cTc2s, N02-10c, x750

x750        13  Cノ Cサ ObaJa2o,6's, N02-10d, x750

図版56 花粉顕微鏡写真 1
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23

14 」ι印2d or Zeどわνa,No 5-10a
15 スc9″, Nlo 2-10c, x750
16 ス9sど 2J2s, N02-10c, x750
17  Ericacc・ ae, 卜愚5-10d, x750
18  rJett Na 5-10d,  x750

19  FTa″ |■2s, 卜愚2-10d, x750

24

-2, x750

25

20 スJjsη a, h102-1, x750

21  Saす ιιa Tta, N02-11も , x750
22  Cyperaceae, N。 5-10c,  x750

23  ETサ οca2Jο 2, Nα 2-10c,  x750

24 T_4pんα,Nは 2-1l b,x750
25  1ridaceae, No 2-10a-1,  x400

図版57 花粉顕微鏡写真 2
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26 Caryophげ llaceae,Nb 2-8b, x750

27  Fagopυ ″″靱, 配 2-1, x750
28  P9Ts,c2Tけ a, NQ 2-7, x750

29 Epけ Jobけ 2卯,陥 2-100,x750
30 4″ι9卯 jd」a, いは2-12, x750
31 Compositae (CarduOideae), 陥 5-10c,
32 0phbg10ssaceae,配 2-3, x750

図版58 花粉顔微鏡写真 3
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33

34

Gram�eae(0ヮza type),血 5
a.  LM   b.  Ph

Gramlrleae(0り za type),配 2

a. LM  b. Ph

35 Gramheae(Wild type),叱 1-16, x1000

a  LM   b. Ph
36 Gramineae(Wnd type),N02-10d, x1000
a. LM   b  Ph

図版59 花粉顔微鏡写真 4
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系糸上ル  地 点  試 料 名  倍 率

12

NO  プ
写糸上ル  地 点  試 料 名

100μ m

倍  率

1

ゼ

3

4

5

6

7

400

400

400

400

400

400

イネ

イネ

イネ

イネ

イネ

概殻 (″ 1)

ヨシ属

hlo   3     10c8  ヨシ属400h10  2    10b

hlo  13     8a
400    9  ョシ属hlo  5    10a

hlo  13    15
400     tO  

ョシ,高
hlo  5    11e

]

400                               No  13     34cXlo  14     1la

400   11  ネザサ節

N0  13     29

hlo   19      1lc

400   12  ネザサ節hlo  13      3                                                   N0  13     16

400   13 マダケ属l屯   2    10b

プラント・オパール顕微鏡写真 1図版60
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0                    100μ  m(106m)
L==一 一―   ~             (14～ 20)

o                  200μ  m(106m)
ト  ーー ー

ー

l (21～ 27)

NO  プ
昇兵上ル  地 点  試 料 名  倍 率

ブラント
ォパール

27

地 点  試 料 名 倍  率

,

14  クマザサ属
15  クマザサ属
16  クマザサ属
17  クマザサ属
18  キビ族
19  ジュズダマ属
20  ジュズダマ属

N0  13     10c

hlo 13  10d-1

hlo  13     31

blo  13    34 c

No  13     17

N0 13   10a-3

N。  13    10b

21

22

23

24

25

26

27

樹木起源

樹木起源

樹木起源

樹木起源

樹木起源

樹木起源

樹木起源

X10  1     25

No 13   10a-3

卜愚 13   10a-3

No 13   10a-3

N0 13  10a-3

N0  13     15

Nth  13     17

図版61 プラント・オパール顕微鏡写真 2



プラント
オパール

39

地 点  試 料 名陥 倍  率

0                    100μ  m(10｀ rn)
00、 32、 33、 39

200μ m(10 Gm)
トーーーーーーーー+一―――――――引 (28、 29、 31、 34～ 38)

陥  ブ野x上 ル  地 点  試料 名  倍 率

28  樹木起源

29  樹木起源

30  不明A

31  不明A

32  不明A

33  不明A

No  13    17

N0  13    17

N0  1     25

N0 13   10a-3

N0  13    13

N0  13    14

34  不明B

35  不明B

36  不明B

37 棒状

38  海綿骨針

39  不明

No 13    10a-3

N0 13   10a-3

N0  13    12

N0  13    13

N0 13   34b

N0  13    13

200

200

400

200

400

400

200

200

200

200

200

400

図版62 プラント・オパール顕微鏡写真 3



2 オニグルミ L-26  3 コナラ節の一種
b:柾目 ×100     c:板 目 ×100

図版63 樹種顕微鏡写真 1



4 クヌギ節の一種
a:木口 ×40

L-2  5 クリ L-8  6 ンイノキ属の一種 L-13
b:柾目 ×100  c:板 目 ×100

図版64 樹種顕微鏡写真 2



7 コクサギ L-4
a:木 口 ×40

8 カエデ属の一種  L-14
b:柾 目 ×100

図版65 樹種顕微鏡写真 3

9 エゴノキ属の一種 L-12
c:板目 ×100



10 トネリコ属の一種  a:木 口 ×40  b:柾目 ×100

図版66 樹種顕微鏡写真 4

c:板目 ×100



itモ モ

4.モモ

8.オニグルミ

2-①モモ

5.モモ

9.オニグルミ

12.オニグルミ

図版67 種子写真 1

2-②モモ

6.モモ｀

3.モモ

7.スモモ

10.オニグルミ

醒
11.オ ニグルミ 13.オニグルミ



14.オニグルミ

17.オニグルミ

20.オ ニグルミ

15. トチ

18,オニグルミ

21.オニグルミ

16.オニグルミ

19.オニグルミ

22.オニグルミ

23.オニグルミ

図版68 種子写真 2

24.オニクルミ



上珂墓澪
む 韓 441 範o
と 洒 I 儀

26.夕 ニソバ他

q

鱒鬱

観
29.イ ボクサ他

亀
28.サ ンカクイ他

30.イ ネ粗片

図版69 種子写真 3



第27表 図版陶器・磁器観察表 1
隔
膠
　
口
巧

図

番
登 録

地区名

遺構名
層位 器 種 産 地 製作年代 胎土色調 特   徴・法 量

断面番号

(第 61図 )

43-9 I-3 C-5 1 鉄 ? 唐津
16C木葉
～17C前半

灰黄褐色
(10Y R%)

底部回転糸切。灰釉系 (貫入)。

体都下端～底部露胎。
1

43--10 I-4 C-4 1 悟鉢 唐津
16C木葉
～17C前半

淡赤橙色
(25YR%)

2々釉 。

内面摩減。
2

43--11 に-5 B-2 1 瀬戸 13～ 15C
灰 色
●5Y/)

仄釉 (貫入) 3

43--12 I-6 E-4 2 碗 ? 瀬戸
17C前棄
以前

灰 色
(10Y%)

2'マイ由。 4

43--13 I-7 C-4 1 鉢 瀬戸 不明
灰 色
(5Y%)

全)く耳由。 5

43--14 I-8 B-3 1 豆 添戸 不明
灰白色
125Y/)

鉄釉。内面露胎。 6

43--lt I-9 C-5 l 橋鉢 瀬戸 不明
灰 色
(75Y/)

鉄和 (貫入)。 7

44--5 I-13
C-5
D-6 1 El 美濃 (志野) 16C末葉

灰自色

(25Y%)
長石釉 (貫入)。 内面鉄絵。 8

44-6 I-14 B-2 I 重 or徳利 部

濃

織

美

ｔ
17C前半

灰自色
95Y/)

長石釉(貫入)。 内面露胎。

外面鉄絵 (灰釉or銅緑釉が混じる)。
9

44--7 I-15 C-4 1 皿
美濃 (志

野織部 ?)
17C後半

灰自色

(10Y R/)

器高2 2cm。

長石釉 (貫入)。 内面鉄絵。

44--8 I-16 D-4 1 蓋 ?
美濃 (志

野織部 )
17C後半

灰自色

(25Y/)
長石釉 (貫入)。 外面鉄絵。 11

44--9 I-17 C-4 と 鉢 美濃 17C
灰自色

(25Y%)
碁萄底。灰釉系。

体部下端～高台内露胎。

44--lC [-18 E-5 1 大平鉢 美濃 17C
灰黄色
(25Y%)

棉縁日緑。

灰和系 (貫入)。
13

44--11 I-19 B-2 3 諌 美濃 18C?
灰白色
(25Y%)

底部高台付。掲色和。
高台脇～高台内及び内面露胎。

14

45--1 I-2 SKl ② 碗 相 ,焉
18C後半
～19C中葉

灰自色
(75Y/)

灰釉 (貫入)。

45--2 正-20 B-4 3 碗 相 .焉
18C後半
～19C中葉

灰自色
(N%)

底部高台付。高台径3 1cm。

灰釉 (貫入)。 高台脇～高台内露胎。

45--4 I-22 B-2 ユ 碗 相馬
灰自色
(25Y%)

底部高台付。

鉄釉。高台脇～高台内露胎。
17

45--5 I-23 B-1 1 皿 相馬
灰自色
(10Y R/)

底部高台付。灰釉 (貫入)。 高台脇～高

台内露胎。見込に沈線文 (花文 ?)。

45--6 I-24
A-4
B-5・ 6

I 皿 本日焉
灰自色
(25Y/)

碁筍底。器高2 8cm。

鉄釉。体部上半～底部露胎。

45--7 I-25 B-2 I 皿 相馬
灰白色
(N%)

底部高台付。灰釉 (貫入)。 体部下端～

高台内露胎。内面鉄絵・目痕。

45--8 I-26 C-1 1 土瓶 ホロ馬
灰白色

(10Y R%)
碁筍底。底部脇ツメ。
鉄釉。体部下端～底部露胎。

45-9 I-27 C-2 3 土瓶蓋 相馬 19C前半
灰自色
(75Y/)

動 。日銹

内面露胎。

45--10 I-28 C-1 1 重 相 ,焉
灰自色

(5Y/)
全,(平由。
内面露胎。

45--11 I-29 B-4 2 香炉 相馬 不明
灰自色

(75Y/)
灰釉 (貫入)

45--12 I-30
A-2
C-2 1 土鍋 相馬

灰白色
(5Y/)

把手付。

灰釉 (貫入)。

45--13 I-31 C-5 1 壺 堤
18C後半
～19C中棄

黒褐色
(10Y R/)

鰤 。

235



第28表 図版陶器 。磁器観察表 2
隔
必
　
口
万

図

番

録

号

登

番

地区名

逮構名
層位 器 種 産 地 製作年代 胎土色調 特   徴 法 量

Vf面番号

(第61図 )

45--14 I-32 B-6 1 褒 堤
19C後葉

以降
淡橙色

(5YR%) 海鼠釉。 28

46-1 I-34 D-6 1 一望 県内 13～ 16C
明赤灰色

(5R/)
無釉。外面黒褐色(10Y R/)。 内面灰
黄掲色(10Y R%)。 胎上に砂粒少量。

46--2 I-35 C-7 1 奏 県内 13～ 16C
明加医色

(5R/)
無和。外面黒褐色(10Y R/)。 内面黄
灰色(25Y/)。 胎土に砂粒少畳。

46--3 I-36 E-6 1 甕 不明 13～ 16C
にない赤褐色

(25Y/)
無釉。外面灰褐色(75Y%)。 内面にぶい
赤褐色(25Y%)。 胎上に砂粒。

46--4 I-37 C-5 3 鉢 不明
18～ 19C

中葉
赤褐色

(2 5YR%)
鰤 。

胎土は精製。

46--6 」-3 B-6 l
続 or盤

(署〒憑骸)
中国 13～ 16C

灰自色

(10Y R/)
貫入。

46--7 」-4 B-4 〕
碗

(染付)
肥前

灰白色

(75Y/) 外面草花支。 34

46--8 J-5 D-3 3
碗

(探イす)
】巴前

灰自色

(N%)
外面樹花文。
「くらわんか」

46-9 」-6 C-3 2 続
却

』巴前
灰白色

(7.5/)

底部高台付。高台径3 4cm。 外面草花
文、界線。内面界線等。畳付露胎。

46--10 」-7 C-3 l
硯

(青磁染付)
B巴前
18C後半
～19C前葉

灰白色

(75Y/)
底部高台付。体部～高台脇青磁。高台
内銘あり。内面五弁花文、界線。

46--11 」-8 C-2 2
そば緒口

(染付)
】巴前

18～ 19C

中葉

灰白色

(75Y/)
底部高台付。器高6.2cm。

外面蛤唐草文。内面花菱文。

46--12 J-9 B-5 1

小皿

(染付)
刀8前
17C中葉
以前

灰白色

(75Y/)
底部高台付。高台径3 7cm。

内面界線等。畳付に砂付着。

47--1 J-10 B-5 3
皿

(紫イ寸)
肥前

灰自色

(7.5Y/)

底部高台付。内面界線。
外面界線等。畳付露胎。

47--2 J-11 C-5 I 脚
蜘

BB前 18C前後
灰白色

(7.5Y/)
外面文様あり。

内面日縁部濃み。

47--3 J-12 E-3 I

大皿

(染付)
】巴前 18C前後

灰白色

(75Y/)
底部高台付。外面界線。
内面扇文。畳付露胎

47--4 J-1 SKl ② 皿

(染付)
】巴前

18～ 19C

中葉

灰自色

(75Y/)
貫入。

外面界線、車花文か。

47--5 J-2 SKl ② 壷
獅

】巴前
18～ 19c

中葉

灰自色

(N%)
外面文様あり。

内面露胎。

47--6 」-13 E-3 1 蓋
一獅

B巴前 18C前後
灰自色

(75Y/)
外面界線等。

内面界線等。内面日縁部濃み。

47--8 」-15
C-3
C-2

2

1

続

(探イ↓)

不明

9巴前?)
自 色

(― )

外面樹本文。

内面界線。

47--9 」-16 C-3 2
続

(染付)
不明

白 色

(― )

日銹。

外面源氏香文。

47--10 」-17 E-4 2
碗 ?

(銅板プリント)
不明

白 色

(― )
外面「壽」字文。

47-11 」-18 B-4 2
皿 or続

(鋼嶺ブリント色絵)

不明

(瀬戸?)
白 色
(― )

外面円文か。

47--12 J-19 B-4 2
皿 or続

(銅版プリント)
不明

自 色
(― )

外面雷文等。内面文様あり。

47--13 」―-20 C-3 皿

(白磁 )
不明
19C後葉

以降
自 色
(― )

型打ち成形か。底部高台付。
見込に刻Fpr壽」字文。

47--14 」-21 B-5 畑
鮒

不明

(肥前 ?)
19C前半

自 色

(― )

底部高台付。

内面草花文。
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文 化 財 課

                 調 査 係調 査 係課 長  早坂春一
佐藤 隆     主 事  斎野裕彦係 長

ク   佐藤良文結城慎一主 事管 理 係
                      ク   長島榮一太田昭夫教 諭係 長  成田時雄

篠原信彦     教 諭  千葉 仁主 事主 任  岩澤克輔
                    ク   松本清一木村浩二//主 事  白幡靖子

佐藤 洋     主 事  及川 格ク   山口 宏
                    ク   中富 洋金森安孝

ク   平間亮輔佐藤甲二

小川淳一     教 諭  渡辺雄二教 諭
吉岡恭平     主 事  宮崎 明主 事

″   佐藤 淳渡部弘美

ク   松本素明工藤哲司

//     〕寛音5 糸己橋本光一教 諭
ク   大江美智代主浜光朗主 事

″(併任)工藤信一郎

仙台市文化財調査報告書刊行日録

第 1集 天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4月 )
第 2集 仙台城 (昭和42年 3月 )
第 3集 仙台市燕沢善応寺横穴古墳群調査報告書 (昭和43年 3月 )

3月 )第 4集 史跡陸奥国分尼寺跡環境整備並びに調査報告書 (昭和44年
第 5集 仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書 (昭和47年 8月 )
第 6集 仙台市荒巻五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和48年 10月 )
第 7集 仙台市富沢裏町古墳発掘調査報告書 (昭和49年 3月 )
第 8集 仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )
第 9集 仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )
第10集 仙台市中田町安久東遺跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )
第11集 史跡遠見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和51年 3月 )
第12集 史跡遠見塚古墳環境整備第二次予備調査概報 (昭和52年 3月 )
第13集 南小泉史跡一範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )
第14集 栗遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )
第15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )
第16集 六反田遺跡発掘調査 (第 2・ 3次)の あらまし (昭和54年 3月 )
第17集 北屋敷追跡 (昭和54年 3月 )
第18集 桝江遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )
第19集 仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )
第20集 史跡遠見塚古墳昭和54年度環境整備予備調査概報 (昭和55年 3月 )
第21集 仙台市開発関係遺跡調査報告 I(昭和55年 3月 )
第22集 経ヶ峰 (昭和55年 3月 )
第23集 年報 1(昭和55年 3月 )
第24集 今泉城跡発掘調査報告書 (昭和55年 8月 )
第25集 三神峯遺跡発掘調査報告書 (昭和55年 12月 )
第26集 史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )
第27集 史跡陸奥国分寺跡昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
第28集 年報 2(昭和56年 3月 )
第29集 郡山遺跡 I―昭和55年度発掘調査概報― (昭和56年 3月 )
第30集  山田上ノ台遺跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )



第31集 仙台市開発関係追跡調査報告 2(昭和56年 3月 )
第32集 鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )
第33集  山口遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )
第34集  六反田追跡発掘調査報告書 (昭和56年 12月 )
第35集  南小泉遺跡一都市計画街路建設工事関係第 1次調査報告 (昭和57年 3月 )
第36集 北前遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )
第37集 仙台平野の遺跡群 I―昭和56年度発掘調査報告書― (昭和57年 3月 )
第38集 郡山遺跡Ⅱ一昭和56年度発掘調査概報― (昭和57年 3月 )
第39集 燕沢遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )
第40集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 I(昭和57年 3月 )
第41集  年報 3(昭和57年 3月 )
第42集 郡山遺跡一宅地造成に伴う緊急発掘調査― (昭和57年 3月 )
第43集  栗遺跡 (昭和57年 8月 )
第44集 鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 12月 )
第45集 茂庭一茂庭住宅団地造成工事地内追跡発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
第46集 郡山遺跡皿―昭和57年度発掘調査概要― (昭和58年 3月 )
第47集 仙台平野の追跡群Ⅱ―昭和57年度発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
第48集  史跡遠見塚古墳昭和57年度環境整備予備調査概報 (昭和58年 3月 )
第49集 仙台市文化財分布調査報告I(昭和58年 3月 )
第50集 岩切畑中遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
第51集 仙台市文化財分布地図 (昭和58年 3月 )
第52集 南小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第 2次調査報告 (昭和58年 3月 )
第53集 中田畑中遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
第54集 神明社窯跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
第55集 南小泉遺跡―青葉女子学園移転新営工事地内調査報告 (昭和58年 3月 )
第56集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅱ (昭和58年 3月 )
第57集 年報4(昭和58年 3月 )
第58集 今泉城跡 (昭和58年 3月 )
第59集 下ノ内浦遺跡 (昭和58年 3月 )
第60集 南小泉遺跡―倉庫建築に伴う緊急発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
第61集 山口追跡Ⅱ―仙台市体育館建設予定地― (昭和59年 2月 )
第62集 燕沢追跡 (昭和59年 3月 )
第63集 史跡陸奥国分寺跡昭和58年度発掘調査概報 (昭和59年 3月 )
第64集 郡山遺跡Ⅳ―昭和58年度発掘調査概要― (昭和59年 3月 )
第65集 仙台平野の追跡群皿―昭和58年度発掘調査報告書― (昭和59年 3月 )
第66集  年報 5(昭和59年 3月 )
第67集 富田水田遺跡一第 1冊―泉崎前地区 (昭和59年 3月 )
第68集 南小泉遺跡一都市計画街路建設工事関係第 3次調査報告 (昭和59年 3月 )
第69集 仙台市高速鉄道関係追跡調査概報皿 (昭和59年 3月 )
第70集 戸ノ内追跡発掘調査報告書 (昭和59年 3月 )
第71集 後河原遺跡 (昭和59年 3月 )
第72集 六反田遺跡Ⅱ (昭和59年 3月 )
第73集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅱ (昭和59年 3月 )
第74集 郡山追跡V―昭和59年度発掘調査概報― (昭和60年 3月 )
第75集 仙台平野の遺跡群Ⅳ (昭和60年 3月 )
第76集 仙台城三ノ丸跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )     ‐
第77集  山田上ノ台遺跡一昭和59年度発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第78集  中田畑中遺跡―第2次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第79集  欠ノ上 I遺跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )
第80集 南小泉追跡―第12次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第81集 南小泉遺跡―第13次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第82集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅳ (昭和60年 3月 )
第83集  年報 6(昭和60年 3月 )
第84集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅲ (昭和60年 3月 )
第85集 宮城県仙台市愛宕山装飾横穴古墳発掘調査報告書 (昭和60年 8月 )
第86集 郡山追跡Ⅵ (昭和61年 3月 )
第87集 仙台平野の追跡群V―昭和60年度発掘調査報告書― (昭和61年 3月 )
第88集 上野追跡発掘調査報告書 (昭和61年 3月 )
第89集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報V(昭和61年 3月 )



第 90集  若林城跡―平安時代の集落跡 (昭和61年 3月 )
第 91集  東北電力鉄塔関係遺跡調査報告書 (昭和61年 3月 )
第 92集  五城中北窯跡発掘調査報告書 (昭和61年 3月 )
第 93集  仙台市文化財分布調査報告Ⅳ (昭和61年 3月 )
第 94集  年報 7(昭和61年 3月 )
第 95集  柳生 (昭和62年 3月 )
第 96集  郡山遺跡Ⅶ一昭和61年度発掘調査71u報― (昭和62年 3月 )
第 97集  仙台平野の遺跡群Ⅵ―昭和61年度発掘調査報告書― (昭和62年 3月 )
第 98集  富沢―富凩遺跡第15次発掘調査報告書―(昭和62年 3月 )
第 99集  五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )
第100集  山田上ノ台発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )
第101集  仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅵ (昭和62年 3月 )
第102集  六反田遺跡発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )
第103集  元袋皿遺跡発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )
第104集  富沢遺跡―東北地方建設局長町宿舎建設工事に伴う発掘調査報告書―
第105集  北前遺跡発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )
第106集  仙台市文化財分布調査報告書V(昭和62年 3月 )
第107集  年報 8(昭和62年 3月 )
第108集  春日社古墳・鳥居塚古墳発掘調査報告書 (昭和62年 8月 )
第109集  南小泉遺跡―第14次発掘調査報告書― (昭和62年 11月 )
第110集  郡山遺跡Ⅷ―昭和62年度発掘調査概報― (昭和63年 3月 )
第111集  仙台平野の遺跡群lll―昭和62年度発掘調査報告書― (昭和63年 3月 )
第■2集  東光寺遺跡発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )
第113集  富沢遺跡第24次調査報告書 (昭和63年 3月 )
第■4集  富沢遺跡第28次発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )
第115集  下ノ内浦遺跡発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )
第116集  兼沢遺跡 (昭和63年 3月 )
第■7集  富沢遺跡第33次発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )
第118集  富沢遺跡第34次発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )
第119集  泉崎浦遺跡発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )
第120集  錦ヶ丘ニュータウン関連遺跡調査報告書 (昭和63年 3月 )
第121集  仙台市文化財分布調査報告書Ⅵ (昭和63年 3月 )
第122集  年報 9(昭和63年 3月 )

仙台市文化財調査報告書第114集

宮   沢   遺   跡
一―第28次発掘調査報告書一―

日召和 63年 3月

発 行 仙 台 市 教 育 委 員 会
仙台市国分町 3-7-1
電話 022(261)1111

F「 刷 株式会社 東 北 プ リ ン ト

仙台市立町24-24 電話022(263)1166

(昭和62年 3月 )
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